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一章　切ない妄想と甘い現実
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　金曜の夕方の駅は人でいっぱいだった。都心に近い駅ではなおさらだ。家路を急ぐサラリーマンや夜の街へと遊びに繰り出す若者たち。日本人だけではなく、外国人もちらほら見える。老若男女が入れ乱れて、改札はごった返していた。

　その混雑の中にあって、周りより少し背の低い女性が人の間を縫うように歩いていた。一五〇センチメートルを少し超えたくらいの身長。颯爽と歩くというよりも、障害物を避けてちょこちょこ歩く小動物のように見えなくもない。

　肩より少し上でそろえられた栗色の髪を耳にかける。その指は細く白い。ダークブラウンのショートコート。白のニットにベージュのフレアスカート。その茶色と白の混ざった全体の印象が彼女を小動物――ハムスターを連想させた。

　幼く見えるのに、女性の色香が感じられる姿。子供のような可愛らしさと大人の魅力を持つ不思議な女性に、すれ違う男子学生やサラリーマンが目を向ける。

　その視線を受けながら、彼女――来らい田た智とも絵えは急ぎ足で駅の改札から出てふぅと息をついた。

　人より少し背が低いために、人込みは苦手だった。珍しげな視線から解放されて、智絵はもう一度息を吐いた。肩から下げているトートバッグを持ち直す。たいして重くはないが肩に食い込み気味のバッグには、二泊分の荷物が入っている。

　金曜日の夜から日曜日にかけて恋人と共にゆったりとした時間を過ごす。それが最近の週末の過ごし方だった。泊まるのは彼氏か智絵の住んでいるマンションのどちらかだが、今日は彼氏が自宅に招待してくれたため、お泊りセットを持参してきた。もちろん、彼のマンションにもこの数週間で智絵の私物が増えてきたが、やはり女性にはいろいろと必要なものがある。あれもこれもと詰め込んでいるうちに、トートバッグはいっぱいになっていた。

　智絵はバッグの肩ひもの位置を変えて一歩踏み出した。

　駅前広場も人で溢れている。多種多様な人が行き交い、混雑する駅前には待ち合わせのためか、さらに多くの人がいた。

　数百人にも上る人の中で、たった一人を探すのは骨が折れる。しかも智絵は背が低い分視界も当然低い。見つけるのは至難の業だ。

　キョロキョロと辺りを見回す智絵のポケットに入れていたスマホが震える。さっと取り出して画面を確認すれば『練ねり馬ま蓮れん司じ』と表示があった。

　パッと智絵の顔が輝く。

「もしもし、蓮司さん？　今駅についたところで……」

『そのままそこで待ってて、すぐに行くから』

　皆まで言わさず、かぶせ気味の声がスピーカーから響く。スマホを通してもよく響く低い声に、耳と脳が勝手に聞き入ってしまう。

　スマホを耳に当てたまま、行き交う人の邪魔にならないように少し端による。どこから現れるかわからない彼――練馬蓮司の姿を探してあちこちに視線を送る。

「どこどこ？」

『もうすぐ着くよ』

　くすくすと笑う声も耳に心地いい。

　ふいに、背中に視線を感じて智絵は振り返った。智絵から少し離れた場所に一人の男性がいた。

　智絵と違って、周りより頭一つ分背が高い。すらりとした長身を包む黒のコート。シャツやパンツもカジュアルだが品があり、センスの良さが窺える。彫りが深く、冷たい印象を抱かせるほど整った顔立ちは智絵とは違う意味で人目を惹きつけた。

　スマホを耳に当て、人通りの多い場所を悠然とした足取りで進んでくる。周りの女性が蓮司の姿に振り返り、熱い視線を送る。しかし、強い光を宿す黒い瞳は他に向けられることなく、智絵をまっすぐに捉えている。その鋭い瞳が緩み、蓮司がふわりと笑った。

　冷たい印象ががらりと変わる。甘い笑みに智絵の心臓が激しく騒いだ。

「智絵」

　右耳にはスマホからの声が、左耳には生の声が聞こえてきて、智絵は苦笑すると通話をオフにした。

「蓮司さん」

　智絵は恋人に駆け寄った。

　蓮司の身長は一九〇センチメートル近い。智絵の頭は蓮司の胸辺りまでしかなく、至近距離まで近づいて智絵が蓮司の顔を見ようと思えば顔を真上に向けなければならない。そうならないように、歩幅一歩分離れた距離から蓮司を見上げた。

「こんばんは。本日はお世話になります」

　智絵が律儀にそう言って頭を下げると蓮司は苦笑した。

「はい。お世話させていただきます」

　互いのマンションを行き来する間柄になっても、こういった礼儀は忘れてはいけないと智絵は思っている。そんな智絵に蓮司も慣れたもので、苦笑しながらも応えてくれる。そして膨らんだトートバッグを智絵の肩からするりと外して、自らの肩に下げた。

　トートバッグが膨らんでいるのは智絵が色々と詰め込んでいるせいでもあるし、着替えがそのほとんどを占めるのでたいして重くもない。けれど蓮司はこうして毎回荷物を持ってくれる。

　蓮司のさりげない優しさに心が温かくなり、胸がまた騒いだ。

　トートバッグが奪われて手持ち無沙汰になっていた右手を、蓮司の温かく大きな左手が包み込む。智絵の冷たくなった小さな手を温めるようにキュッと握られて、智絵は嬉しさと恥ずかしさに頬を染めて蓮司を見上げた。

「行こう」

　蓮司が智絵の手を引いて長い足を踏み出した。智絵も遅れまいとついていく。蓮司の長い足は、しかし智絵と合わせてくれているのか歩調はゆっくりだ。

「今日はお仕事早く終わったんだね」

「俺は毎週金曜日、ノー残業デーなんだ」

「社長特権？」

　目を丸くしてそう聞くと、蓮司は苦笑して首を振った。

　蓮司は三十二歳という若さながら、ＩＴ企業の社長だ。幾つかの名の知れた大企業とも取引があり、システムの開発や更新を請け負っている。少人数ながらも業界で一目置かれる存在とまでなっていた。その社長ともなれば忙しいに決まっているが、納期前以外は智絵との週末デートのために空けてくれている。

「社員全員、毎週どこか一日は必ず定時で帰れる日を作ってるんだ。納品前とかはさすがに無理だけど、それ以外なら多少融通はきくから」

「それ、いいなぁ」

「智絵と付き合うようになってからは、俺は毎週金曜日と決めている」

　暗に智絵に合わせてくれていると言っているのが嬉しくて、智絵は繋いでいる手に力を込めた。

　繋いでいる手から蓮司の温かさが伝わって見上げれば、黒い瞳が智絵を見返してくる。それが嬉しくて握る手に力を入れると、ぎゅっと握り返してくれた。

　改めて蓮司が好きだと思う。もっと触れていたい。手だけではなく、腕も肩も、すべてに触れていたい。体全部で蓮司を感じたかった。

　蓮司と智絵の関係は恋人同士だが、そのお付き合いの内容は中学生のように清いものだ。手を繋いだり、キスをしたり。決してそれ以上は進まない関係。お互いのマンションに泊まることになっても、蓮司は智絵に手を出してこない。

　それが、とてももどかしい。

　背丈があまりに違う二人の姿に、周りから視線が集まる。そうでなくても蓮司は人の目を集めるのだ。

　周りからはどんな風に見えているだろうかとふと思った。

　信号待ちで止まったときにショーウィンドウに二人の姿が映る。背が四〇センチメートルも違う。恋人に見えるだろうか。

　蓮司は見た目も格好良く品も落ち着きもある。しかもＩＴ企業の社長だ。比べて智絵は背も低く、顔も人並み。胸だけはたわわに実っているが、それもこの小さな体には似つかわしくない。

　今も信号待ちをしている見知らぬ青年の視線が智絵の胸に釘付けになっている。視線というのは意外に感じるもので、見られた肌がむず痒くなる。

　この視線が蓮司のものだったらいいのに、と智絵は心の中で嘆息する。

　ふと周りから急に音が消えた。街のざわめきも遠くの駅構内の放送も何も聞こえなくなる。不思議に思って顔を上げると蓮司とショーウィンドウ越しに目が合った。その蓮司の視線が智絵の胸にある。熱い視線は智絵の肌を直接触っているように思えるほど強く、鋭い。

　ブラジャーの下で薄く色づく蕾が、その視線を感じて身を硬くする。

《俺の視線だけで感じてるの？》

　背後から耳に直接息を吹きかけるように囁かれて、智絵は肩を震わせた。さらに硬く立ち上がり始めた蕾が見えているかのような蓮司の淫靡な視線。その視線が嬉しいのに、けれど恥ずかしくなって目を伏せる。

《ほら見て、智絵》

　蓮司は言いながら智絵の顎に指を当てて上向かせた。

　気付けば周りには誰もおらず、蓮司と智絵だけになっている。そして目の前には二人の姿が映るショーウィンドウ。

《顔も首筋も、真っ赤になってる。ここはどうかな？》

　蓮司が智絵のショートコートの前をはだけた。なぜか下には何も着ておらず、智絵は蓮司の前に素肌を晒していた。咄嗟に体を覆った腕を取られ、隠すもののない白い肌を蓮司の視線が這いまわる。

　体が勝手に熱くなる。触れられているわけでもないのに、肌がぞわぞわとする。

　蓮司の胸の中にすっぽりと納まる小さな体。存在を主張するかのような豊かな胸。そしてその中でツンとなって立ち上がっている蕾に視線が集中する。

《ここ、硬くなってる。本当に智絵はいやらしいなぁ》

　蓮司の男性らしく筋張った熱い手のひらが智絵の体の線をなぞるように上下に動く。その手が胸に伸び、蕾をきゅっと摘んだ。

「ん……」

　小さな声が智絵から漏れる。

《こんないやらしい子には、お仕置きが必要だよねぇ》

　耳に唇が触れて、そこから熱い息と言葉が入り込んでくる。背筋がゾクゾクするほど低く甘い声。それが智絵の官能を揺さぶった。茂みに隠された秘めたる泉から、蜜がジワリと湧き出す。

　蓮司の手が智絵の腹を伝い、そして大切な場所に触れた。

「蓮司さん」

　瞬間――

　智絵は肩を引き寄せられた。バランスを崩した智絵を蓮司の硬い体が受け止めた。

　駅前の雑踏のざわめきが一瞬にして戻る。目の前のショーウィンドウには服を着た智絵と蓮司が並んで立っていた。

「智絵、どうしたんだ。ぼうっとして」

　蓮司がすれ違う人とぶつからないように智絵の肩を抱き寄せる。心配そうな声に引かれるように顔を見上げた途端、智絵は真っ赤になって大きく首を振った。

「な、何でもない」

　妄想してました、などと言えるはずもない。しかも、かなりいやらしい妄想だ。蓮司に止められなければ、妄想内で智絵は蓮司と一つになっていたかもしれない。

　それを惜しいと思う気持ちが心に浮かび、振り払うようにまた首を振る。

「そう。それならいいんだ」

　蓮司はふっと笑うと信号を渡り始める。智絵もどうにか笑みを浮かべて歩き出す。

　今日は蓮司のマンションに泊まることになっている。智絵の嬉しくて幸せな、そして切なく辛い時間がまた始まろうとしていた。
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　蓮司と智絵の出会いは一年前にさかのぼる。

　元彼と別れることになった原因をずっと引きずって、恋人を作ることに消極的だった智絵を心配した幼馴染の生いく島しま香か織おりからの紹介だった。香織の彼氏の親友だという蓮司に半ば強引に引き合わされたのだ。

　第一印象は、その見目の良さだった。背も高く顔立ちも整っている。しかも蓮司はＩＴ企業の社長だ。社員はそれほど多くないが、新進気鋭の企業として業界からも一目置かれている。最近は幾つかの大企業とも提携し、成功者の一人として名前が知られるくらいの有名人だ。

　女性から引く手数多だろうと簡単に想像できた。だから智絵としては深い付き合いをしたいと思える相手ではなかった。

　智絵も二十八歳で、一人身ではいろいろと肩身が狭い。遊びで付き合えるほど若くはなく、かといって本気で付き合おうと思えるスペックではない。

　適当に友達の一人として適度な距離でのお付き合いに留めようと最初は考えていた。しかし、香織はそんな智絵を連れ出しては四人で飲みに行ったり遊びに行ったりと蓮司と会う機会を増やしていく。

　お互いに連絡先を交換してからは、蓮司から頻繁に連絡してくるようになった。そうしてスマホでやり取りをするようになると、蓮司の印象が智絵の中で変わっていった。

　見た目はもちろん、優しく気遣いができる紳士的な態度から女性の影がちらほら見えるかと思っていたが、まったくそんなことはない。女性の影どころか、数年彼女も作らず遊びもしていないという。

　蓮司は優しく包容力もあり、落ち着きもある。それに博識で智絵に様々なことを教えてくれた。未知の知識や聞いたことのない話は智絵の好奇心をくすぐった。また智絵は海外ドラマを見るのが趣味の一つだが、蓮司も同じだと聞いて喜んだ。それからは上映会と称してお互いの家で週末を過ごすことが増え、二人の距離は急速に近づいた。

　そして三か月前、蓮司から付き合ってほしいと告白され、付き合うようになったのだ。

　付き合い始めてからも、蓮司のさりげない気遣いや優しさに智絵はどんどん惹かれていった。けれど、時間がたてばたつほど、好きになればなるほど、智絵は自分の性癖を言い出せなくなった。

　智絵は性欲が人並み以上にある。そして妄想力も。

　蓮司と付き合いだしてから、その妄想を総動員して自分を攻め立てる日がどんどん増えていっている。時にはアダルトグッズを使って蓮司との妄想に耽ることもある。

　そんないやらしい妄想をしていると蓮司が知ったらどうなるか。ただでさえ蓮司は智絵に手を出そうとしない。手を繋いでキスをして、一緒のベッドで眠っても何も起きない。そんな性に淡泊な人間が、妄想をしてしまうくらい蓮司を欲しがっていると知れば、今までの恋人たちのように智絵の妄想癖や性癖に呆れて拒絶し、去っていくかもしれない。

　追い縋って捨てられて、そうしてまた一人ぼっちになる。蓮司の優しさに触れてしまった後では、きっともう立ち直れなくなる。

　蓮司と繋がっている左手を見つめ、智絵はぎゅっと手に力を込める。握り返してくる温かい手のひら。

　この手だけは離したくないと心から願う。そのためには自分の性癖に蓋をしなければならない。妄想を暴走させないように、疼く体を抱えながら。
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「凄い！　おいしい！」

　智絵は目を見開いた後、へにゃりと相好を崩した。あとはおいしいおいしいと言いながら目の前の料理に手を付けていく。

　テーブルに並べられているのは、生ハムとラディッシュのオードブル、サーモンのマリネ、トマトとアボカドのミルフィーユ、ジャガイモのポタージュにローストビーフ。

　駅前のタワーマンションの上層階。そこから眺める景色はため息が出るほど美しい。冬の澄んだ空気は、夜景をより一層煌びやかに魅せてくれる。しかし、その夜景が霞んでしまうくらいに目の前のフルコースはおいしかった。

　頬が落ち、舌がとろけそうな料理の数々。蓮司自身が作り、そして智絵をもてなす。

　凝り始めると止まらなくなる、とは蓮司自身が言った言葉だ。その通り、味はもちろん、盛り付けや皿の種類にまでこだわっているのがわかる。ソースも皿を彩るようにかけられていて、一枚の皿の中にさながら芸術作品が乗っているようだ。

　前菜の生ハムとラディッシュは、異なる食感で口内を楽しませてくれる。程よく酸味のきいたマリネ。ミルフィーユはそれこそお店で出てくるような綺麗な盛り付けがなされている。それを格式張らずに食べてほしいとナイフとフォークではなく、お箸を用意してくれていたのには驚いたが嬉しかった。

　ほんのりと赤い色を残したローストビーフ。柔らかなそれを口に運ぶ。玉ねぎとキウイと一緒に漬け込んだ肉はしっとりと柔らかく、噛む前に口の中で優しくほどけていく。付け合わせは目にも鮮やかなミニトマトやブロッコリー。

　料理を頬張りながら、智絵は自分の語彙力のなさを嘆く。おいしいとしか言えない自分が情けない。もっとテレビの食レポのように、どこがどんな風においしくて、どれだけ感動しているかを伝えたいのに、口から出てくるのは『おいしい』という四文字だけだ。

　それでも蓮司は満足げに微笑みながら、智絵をもてなしてくれる。冷たいものは冷たいまま、温かいものは温かいうちに提供してくれる。しかも夕食に招待してくれた理由が『付き合って三か月の記念日』というから驚きだ。智絵とて忘れていたわけではないが、特別に祝うようなことでもないからとなにも用意はしていない。

　チラリと蓮司を盗み見ると、しっかりと目が合った。どうやら食事をしている智絵をずっと見ていたらしい。

　思わず頬に手をやる。口元に何かついていないかを確認するが、指先に触れるのは柔らかな頬と唇だけだ。

「何かついてる？」

　それでも聞いてみれば蓮司は笑いながら首を振る。

「いや。おいしそうに食べるなぁって思って見てた」

　食べている間もずっと見られていたことに驚き、少し気恥ずかしくなる。ドギマギしながら顔を赤くさせて目線を伏せた。

「だって、本当においしいもの。こんなにたくさん作ってくれて、凄く時間がかかったんじゃない？」

「いや。材料を切って混ぜたり焼いたりしただけで、そんなに大したことしてないし時間もかかってないよ」

　蓮司は言いながら会心の出来だというローストビーフを口にする。咀嚼して飲み込み、味に納得しているのか小さく何度もうなずく。そしてスパークリングワインを口に含んだ。その姿が実に様になっている。

　ゆったりとした時間の中で用意してくれた料理が二人の胃に納まった。智絵は趣味としてテニスを続けているためか同世代の女性と比べれば食べる方だが、やはり男性の蓮司にはかなわない。皿の上の料理の半分以上は蓮司が食べている。デスクワークが多い蓮司も、ストレス解消にとスポーツジムに通っていて食欲は旺盛だ。

　ジムで鍛えられた筋肉。襟元から覗いている鎖骨、広い肩幅。袖から見えるほどよくついた筋肉。

　見惚れていると、智絵の視線に気付いて蓮司がニコリと笑んだ。

「満足してくれた？」

「もちろん！　お腹いっぱいで、苦しいくらい」

「それはよかった」

　蓮司の笑みに智絵はほうっと息をつく。こんなに格好良くて素敵な人が、自分のために食事を作ってくれて、もてなしてくれている。そう思うと胸が温かくなると共に、改めてこの人が好きだと思う。

「蓮司さん、ありがとう。凄く嬉しい」

　感謝の言葉がするりと出た。蓮司は驚いた様子を一瞬見せたが、すぐに目を細めて笑った。

「その言葉が聞けただけでも、サプライズを用意した甲斐があった。どんなに豪華な料理でも、一人で食べると味気ないんだ。智絵が一緒じゃないと、おいしい食事もこの夜景も意味がない」

　にこりと笑った蓮司に智絵ははにかんだ笑みを見せた。

「あ、そうだ。デザートもあるけど、食べるかい？」

「え、デザート!?　食べるっ」

　即座に答えた智絵は、ハッとしてから口を押えた。お腹いっぱいで苦しいと先ほど口にしたばかりだ。けれどデザートは別腹なのだということを訴えるように、お腹の苦しさが軽減してわずかばかりに胃にスペースが空く。欲望に忠実な自分の体がこんな時は恨めしい。

「俺の前では遠慮しなくていいよ。たくさん食べればいい。俺はそんな智絵を見ているのも好きなんだから」

　くすりと笑って首を傾げながらそう言われればうなずくしかない。

　システムキッチンには当然のように食洗機が付いていて、さっと予備洗いをした皿や鍋を入れてスイッチを押す。二人分の食器だから手洗いでと考えていた智絵は、鍋や小ぶりなフライパンならば一緒に洗えると知って感動した。しかも熱湯の高水圧で洗ってくれるので、油汚れもザルの目の隙間までしっかりと落とせるのだと説明されて驚いた。

　使った食器を食洗器に任せて、二人でデザートを持ってソファに並んで腰かけた。拳一つ分離れて座るのが二人の間で暗黙の了解になっている。智絵が詰めて座っても、蓮司はやんわりと避けるようにこの距離を保つ。この隙間が今の蓮司と智絵の距離だ。手を繋いでもキスをしても同じベッドで眠っても、この距離は変わらない。

　智絵はその隙間に視線を落とし、小さく嘆息した。

「どうした？」

「ううん。デザートまで手作りなんて、本当に何でもできるんだなって思って」

　首を振って智絵は自分の考えを追いやった。

　料理と違って、デザートは分量をきっちり計らなければならない分手間がかかる。智絵も一人暮らしを始めた時に比べれば料理の腕は格段に上がっている。人に出しても恥ずかしくないレベルにはなっているが、デザートはあまり得意ではない。コンビニのスイーツで満足できるし、手間も省けて何よりおいしい。

　目の前にコーヒーと共に置かれた蓮司のお手製のフルーツタルトは、そのコンビニのスイーツを上回る出来だった。一口サイズのタルトが数種類、白いお皿に並んでいる。上には様々なフルーツが乗せられていて、目にも鮮やかでおいしそうだ。

　早速、洋ナシのタルトを手で摘まむ。行儀が悪いかと思ったが、蓮司も同じように摘まんで口に運んでいたので、智絵もそのままパクリと頬張る。

　甘いフルーツと甘さ控えめのクリーム、そしてザクザクとしたタルトの食感。そのすべてが合わさって絶妙なバランスを生み出している。

「おいしい？」

「うん。凄くおいしい！」

　問われて智絵は即座に答える。蓮司は目を細めると、イチゴのタルトを摘まんで智絵の口元に持ってくる。

「こっちもおいしいから、食べてみて」

　言われてタルトを取ろうと手を伸ばせば、やんわりと拒否された。にこりと微笑まれ、手ずから食べろと無言の圧力をかけてくる。

　戸惑いながら、それでも智絵は蓮司の手から直接タルトを食べる。甘さと酸っぱさが口の中に広がって、自然と笑みが零れた。それを見ながら、蓮司は自分の指についたクリームをぺろりと舐めとった。

　赤い舌がちらりと見えて煽情的に映る。喉仏が動く様が男らしく、その色香にくらくらする。

　思わずごくりと智絵は生唾を飲み込んだ。チラチラと見える赤い舌から無理やり視線を剥がす。勝手に頬が上気して、智絵は視線をあちこちに彷徨わせる。最後に辿り着いたのは蓮司の黒い瞳で、その力強い光に吸い込まれそうになった。

　その智絵の目の前に蓮司が拳を掲げる。指からぶら下げられているのは、このマンションの電子キーだった。

「食事とデザートに比べたら見劣りするかもしれないけど、受け取ってほしい」

　受け取れと言われて智絵は素直に両手で鍵を包み込んだ。正直にこの鍵が意味することがわからなくて、智絵は小さく首を傾げる。

「嬉しくないかな、やっぱり」

「…………鍵？」

「うん。合鍵」

　心なしか不安そうな顔をする蓮司を見上げ、智絵は数度瞬きしてからその言葉の意味に気付いた。

「合鍵!?」

　驚きすぎて鍵を落としそうになり、慌てて握り込む。そうしてもう一度手のひらにある鍵に視線を落とし、智絵はそれがまるで宝石であるかのようにそっと胸に抱いた。

「嬉しい。凄く、嬉しい」

　それこそ涙が出そうなほど嬉しい。

　合鍵がもらえるのは恋人の特権だ。恋人と認めてもらえたようで嬉しくて、智絵は渡されたばかりの鍵を見つめ、そっと撫でる。

「これでいつでも来られるな。俺がいなくても」

「蓮司さんがいない時でも来ていいの？」

　主がいない間に部屋に上がるというのは問題だろうと思いながら聞いてみれば、蓮司はごく当たり前のようにうなずいた。

「もちろん。というか、前から言っているけど、ずっといてくれてもいいと思ってるんだ。俺はいつだって智絵と一緒にいたいし、一緒に暮らしたいとも思ってる。仕事から帰ってきて智絵が『おかえり』とか言って迎え出てくれたら、幸せなんだろうなあ」

　蓮司はそれを想像してか、にやついている。智絵は少し呆れながらくすくすと笑った。

「蓮司さんの事務所、ここから近かったよね。行ってらっしゃいもおかえりって言われるのも、私の方じゃない？」

　蓮司のオフィスはここからそれほど離れてはいない。一方智絵の職場は横よこ浜はまでここからだと一時間ほどかかる。同じ時間に仕事が終わったとしても、遅くなるのは当然智絵の方だ。

　どちらが出迎えるのが多いかは、想像に難くない。

「じゃあ、毎日作ってくれるだろう智絵の手料理を楽しみに待つ」

「作れなくはないけど、私より蓮司さんの方が得意だよね」

　蓮司の趣味は幅広い。料理もその一つで、家庭的なものから本格的なものまで何でも作れる。今までにない料理を一から創作するのも、レシピを元にそこからアレンジしていくのも楽しいらしい。

　智絵がくすくす笑って言えば、蓮司は顎に手を当て真剣に悩み始めた。

「あ、いや待てよ。買い物は俺が帰りに行くとして、そうすると料理も智絵が帰ってきてからよりも、先に帰ってる俺がやる方がいい。掃除も洗濯も時間的に余裕がある俺が……」

　蓮司の想像している生活だと智絵が楽になりすぎて、堕落した生活になりそうだと呆れてしまう。

「蓮司さん何でもできちゃうから、私の入る余地なさそう」

「そんなことはない。智絵がいないと困る」

「本当に？」

「本当だ」

　じっと見ていた瞳が近づいてきて、智絵は目を閉じる。柔らかさを確かめるように触れた唇。一度離れてまた触れる。

　ちゅっちゅとリップ音が響き、最後に頬に唇が触れてそれは離れていく。それを残念に思いながら目を開けると、真剣な顔をした蓮司がいて智絵は息を呑む。

「この夜景もおいしい料理も、智絵がいないなら意味がない」

　吸い込まれそうなほどの黒い瞳。痛いほどの視線に、しかし智絵は狼狽えた。視線が彷徨い、最後に辿り着いたのは膝の上で硬く握った自分の拳。それをぎゅっと握りしめる。わずかに伸びた爪が手のひらを刺してチクリとした痛みが走った。

　――妄想じゃない！

　いつもの都合のいい妄想ではなく現実。嬉しくなって顔を上げれば、なぜか困ったように眉を下げた蓮司と目が合った。

　蓮司は智絵の髪をさらりと撫でるとソファから立ち上がり、デッキにＤＶＤをセットして戻ってくる。

　ソファでコーヒーを飲みながら、四十二インチのテレビで海外ドラマのＤＶＤを二人で見てまったりと過ごすのが二人の週末だった。先週の続きを見ようと無言で誘われて、上気した頬を冷ますように両手で挟む。

　海外の恋愛ドラマを二人で並んで見る。拳一つ分離れて座っていても蓮司の体温が感じられて、智絵はドキドキしながらテレビ画面を見つめる。

　いつもならゆったりとした気持ちで見ているのに、なぜだか今日は妙にそわそわする。そして疼いている。蓮司を求めて。

　妄想するだけで体は熱くなり、体の奥から蜜が溢れそうになる。我慢しようと拳を強く握り込み、手のひらに爪を食い込ませる。その痛みで妄想を取り払い、現実に頭を戻す。

　ちらりと蓮司を見上げればその横顔は真剣で、よこしまな気持ちを抱いているようには全く見えない。

　付き合って三か月。

　見事なほどに何もない。いや、そういった雰囲気は何度かあった。けれど、実際に蓮司が智絵にしてきたことといえば軽いキスだけだ。

　ハグや触れるだけのキスだけで妄想に突っ走ってしまう。一人で恥ずかしくなって悶えている間に蓮司の方が先ほどと同じように困った表情をして身を引く。拳一つ分の距離が体の関係を拒んでいるように思えて自分から求めることもできない。

　それに、抱かれて自分の性癖が知られてしまうのが怖い。こんな性に無頓着な見た目なのに性欲が異常に強く、いつまでも欲しがる。男性側が音を上げても縋り付き、もっともっとと求めてしまう。その強い性欲を収めるために自慰もしているし、そのためのアダルトグッズも持っている。

　そんなことを知られたら、嫌われるに決まっている。

　抱かれたいのに、抱かれたくない。触ってほしいのに、触れてほしくない。

　どうすればいいのかわからなくなって、智絵は眉を下げた。

「智絵、大丈夫か？　気分が悪いのか？」

　気付かぬうちにうつむいていたせいか、蓮司が心配げな顔をして智絵の顔を覗き込んでいた。

「あ、ううん。何でもないの。大丈夫」

「……大丈夫には見えない。少し早いけど、もう今日は寝よう」

　蓮司はそう言ってテレビを消す。音が消えた部屋は途端に静まり返った。自分の鼓動がやけに大きく感じる。心臓が熱い血潮と共に疼きをも全身に届けているようで、体が熱くなる。

《体が疼くんだろ？》

　妄想の蓮司の声に腰が砕けそうになる。

　自分の頭の中で響く蓮司の低い声は生々しく智絵を誘う。体の線を辿って伸ばされていた手が胸をまさぐり、深いキスを交わしながら愛撫される。互いの体温を分け与えるように体を重ねた。

　熱くなる体。上気した頬にひやりとした手が触れて、智絵は目の前に蓮司がいながらも妄想に突っ走ったことに罪悪感を覚えた。

　またやってしまったと智絵は狼狽える。妄想は頭の中だけの出来事だが、それが蓮司に伝わってしまいそうで、じっと見つめてくる瞳から逃げるように目を伏せた。

「智絵」

「あの……私」

　名を呼ばれてさらに挙動不審になってしまう。何かを言わなければと思うのだが、言葉が思うように出てこない。

　ちらりと蓮司を盗み見れば、黒い瞳と目が合った。蓮司は優しく目を細めると智絵を引き寄せた。蓮司の胸に顔をうずめる形になって、智絵はさらにドギマギする。

「大丈夫、何もしない。智絵が大丈夫だと思える時まで、俺はずっと待ってるから」

　わずかに早い鼓動と蓮司の声が胸から直接響いてくる。

　待っているの意味は、智絵にはよくわかった。男女の営み。それを智絵がいいと思える時が来るまで蓮司は待ってくれると言っているのだ。

「どうして……」

　抱いてくれないのか。

　そう言おうとしたが、蓮司に強く抱きしめられて言葉に詰まる。

「ごめん。徹とおるから聞いたんだ」

「え？」

　思ってもいなかった名前が出てきて驚いた。徹は香織の彼氏で蓮司の親友の名だ。その彼から何をどんな風に聞いたのか。少なくとも智絵が果てしない性欲と妄想癖があるとは聞いていないはずだ。そうでなければ待つという言葉は出てこないだろう。

　大いなる誤解がある。そうとしか思えない。

「二人きりになると途端に落ち着きがなくなる智絵が心配になって、徹から無理やり聞き出した」

　落ち着きがなくなるのは妄想しているせいだ。

「触れたらすぐ赤くなって狼狽えて」

　それは触れられた瞬間から妄想を爆発させているからだ。

「見つめたら目を逸らすし、いつも瞳が潤んでる」

　妄想していることが知られると恥ずかしいし、妄想内で蓮司にさんざん体をなぶられているためだ。

「過去に何があったか知らない。けど、どんなことがあっても嫌いにならないし、どんな智絵でも受け入れる。だから、安心しろ」

　智絵は蓮司の胸の中で目を見開いた。

「本当に？　どんな私でもいい？」

　体を離して蓮司の顔を見上げた。真剣な眼差しにつばを飲み込む。智絵は蓮司の頬に手を添わせた。温かな感触が手のひらに伝わる。その手の上から蓮司の手のひらが重ねられた。

「本当だ」

　じっと見つめてくるその瞳を覗き込む。真摯な瞳。そこに色欲は全く見えない。

　智絵は目を閉じると深く吸い込んだ息をゆっくりと吐いた。そうして自分の手に重ねられている蓮司の筋張った手を取り、自分の胸に押し当てた。
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「ちょ……智絵！」

　柔らかな自分の胸に蓮司の手のひらが埋まる。冷静だった蓮司が初めて焦った声を出した。それを無視して智絵は手をそのままに蓮司を押し倒した。

　蓮司にのしかかり二人の唇が触れる寸前、蓮司が智絵の肩を押した。二人の間に距離ができ、智絵は不満げな顔で蓮司を見下ろす。

「…………嫌？」

　智絵の言葉に蓮司の瞳が揺れた。

「嫌なわけがない。でも、智絵は平気なのか？　怖いなら無理しなくても……」

「本当は蓮司さんに触れたくてしょうがない。蓮司さんに触ってほしくて、抱いてほしくて体が疼くの！」

「…………………………え？」

　かなりの間をおいて蓮司が掠れた声を出す。

「徹さんから何を聞いたのかは知らないけど、本当の私は凄くいやらしい子なの。毎日いやらしいこと考えてる。本当は毎日でもエッチしたい。蓮司さんに抱かれてる妄想して、一人でしちゃうこともあるくらいだし」

「……妄想」

　蓮司の呟きに智絵は正直に告げた。

　触れられた時、キスされた時、電話で話している間でさえ、妄想していると。いつもいやらしいことを考えていると。現実に戻って冷静な蓮司を見ると罪悪感に苛まれ、そのせいで挙動不審になる。顔が赤くなるのも、妄想内で蓮司にさんざんいじられているからだ。

「どうして、言ってくれなかったんだ」

　言う機会はいくらでもあった。言えなかったのは、やはり怖かったからだ。

「だって、前の彼氏は私に妄想癖があるって知ったら、気持ち悪いって振ったんだもん」

「…………」

「この見た目で性欲がありすぎるのも嫌だって」

　蓮司は何も言わず、沈黙を守っている。自分の心臓が耳にあるのではないかと錯覚するほど、心臓の音がやけに大きく聞こえる。

「蓮司さんはこんな私、嫌？」

　もう一度聞いてみた。答えの代わりに蓮司の手が動いて、胸を下から揉まれた。

「あっ！」

　思わず声が出て腰を揺らす。見下ろしている蓮司の瞳に色欲の光が宿る。

「智絵、もう我慢しなくていい。俺も自制するのはやめる」

　蓮司の手が後頭部に回され、唐突に引き寄せられた。強く引き合わされる唇。柔らかさを堪能する暇もなく、舌が侵入してきた。蓮司との初めての深いキス。息をつかせぬほどの噛みつくような口づけ。

「んん……」

　あまりの激しさに呼吸も忘れて智絵はそれを受け入れる。途中で思い出したように息継ぎをしようと離れれば、再び強く引かれてさらに深く探られる。頭の後ろを押さえる大きな手は逆らえないほどの力があり、智絵を離さない。角度を変えてさらに深くなる。舌を絡めて吸われ、頭が痺れた。

　唇を解放されたのは、智絵が息も絶え絶えになってからだった。

「欲しがってたのは俺だけじゃないってことなんだな」

「え？」

　今度は智絵が驚いて声を上げた。まじまじと蓮司を見下ろすがその瞳は真剣で揶揄からかっている様子はどこにもない。

「てっきり、智絵はセックスが嫌いなんだと思ってた。だから怖がらせないように離れて座ったりして、手が出そうになるのを必死で我慢してたのに」

　同じベッドで眠っても何も起こらなかったのは、蓮司が欲望を抑えてくれていたからだ。しかもすべて智絵を思ってのことだった。

「もう我慢しなくていいよ。いっぱい、して」

　智絵は期待と興奮に瞳を潤ませた。そうして今度は智絵から唇を合わせた。離れてまた触れ合う。先ほどの激しいキスとは違う、優しい口づけに蕩けそうになる。

　一度離れた唇が今度は柔らかさを堪能するように食まれた。じっくりと味わうように唇の形を辿って舌が這う。薄く唇を開けば、そこから舌が差し込まれた。智絵のそれと交わる。重ねられ、絡められ、撫でられて吸われる。吐息がどちらからともなく漏れた。

　甘いキスに酔いしれ、智絵は蓮司に体を完全に預けた。体に感じるのは硬い筋肉。引き締まった男性らしい胸板に頬をすり寄せた。

「妄想してたわりに、キスで腰が砕けてるな」

「妄想より、ずっと気持ちいい」

　甘く切ない妄想はもう何度となく繰り返してきたが、本物の蓮司はそれ以上に甘く優しい。

「もっと気持ちいいことをしてあげる」

　そう言って、今度は蓮司が智絵をソファに押し倒した。

　キスの雨が降る。智絵の髪に、額に、瞼に、頬に、鼻に、唇に。そうして口づけられた耳に舌を這わされて智絵の背筋が震えた。

「ん……」

　小さな吐息が智絵の唇から漏れた。それに気付いて、蓮司は智絵の耳たぶを食む。優しく食んだり、時々歯を当てて強弱をつける。智絵は弄られるたびに肩をピクリと揺らした。唇が首筋を辿り顎へと向かう。そして智絵の唇に口づける。

　蓮司の唇が少しずつ下に向かう。顎、首筋、鎖骨。すでにシャワーを浴びた智絵は締め付けのない部屋着に着替えていた。薄いシャツ越しに蓮司は鎖骨にキスを落とす。

「あれ、下着は着けたままか」

　シャワーを浴びたのにブラジャーの感触がして蓮司は思わず呟いた。

「それは夜用で……」

　眠っている間に崩れないようにと、型崩れ防止のためにいつもつけているナイトブラ。今夜ももちろんつけている。

　智絵は急に恥ずかしくなってバストを腕で押さえた。今つけているのはノンワイヤーのストレッチ素材でできた下着だ。夜用なので着心地重視なため、勝負下着とは天地の差がある。

　要するに、人に見せる用ではないので可愛くないのだ。

　まさか今夜こんなことになると予測していなかった。いつも通りの夜が訪れると思っていた。けれど誘ったのは智絵の方だ。勝負下着の時にお誘いすればよかったと後悔するが、もう知られてしまったものは仕方がない。

　それでも智絵は赤くなったまま視線を彷徨わせた。

「夜用の下着か。そういえばＣＭで見たことあるな」

　じっと智絵のバストを見ていた蓮司がにっこりと笑う。

「見せて」

「それは……」

　せめて普通の下着ならよかったのにと智絵はさらに顔を赤くした。なぜ最初に見られるのがナイトブラなのか。今から着替えることはきっと蓮司が阻むだろうし、かといって進んで見せるほど魅力的でも可愛くもない下着だ。

「どっちにしても見ることになるんだけど。智絵は脱がされたい？　それとも自分から脱ぐ？」

　どうしようかと悩んでいる智絵に、蓮司は笑顔で迫る。先ほどの待っているという宣言はどこに行ったのかと思うほど、蓮司は智絵に答えを迫ってくる。

　小さくため息を吐き、蓮司の下から抜け出す。自分から脱ぐことを選んだのだ。蓮司に背中を向けて薄手のシャツを脱ぐ。スポーツブラのような布製のナイトブラは伸縮性があり背中や脇周りまでカバーできるように幅広く作られている。なので男性が喜ぶような仕様ではない。可愛くもなく官能的にも見えない、機能性一択の下着。

　背中に強い視線を感じて顔だけで振り向けば、蓮司の黒い瞳が智絵の背中から足へと順番に向けられている。その視線が上に来て目が合う。蓮司は何も言わないが、黒い瞳はズボンも脱いでと語っている。

　夜用ではあるが下着の上下が揃っていることがまだ救いだった。

　思い切ってズボンも脱ぎ、蓮司と向き合う。

　蓮司の視線が智絵の肌を這う。まるで触られているかと思うほどの強い視線。上から下までじっくりと眺める蓮司に、智絵は恥ずかしさに顔から火が出そうだった。

　蓮司が目を細める。その奥に淫靡な光が宿っているのを見つけて、智絵の体が芯から熱くなる。

「恥ずかしい？」

「……恥ずかしい」

　消え入りそうな声で小さく呟く。

　性欲があるからといって恥ずかしくないわけではない。妄想では何度も見られている体だが、実際見せるのは初めてなのだ。しかも可愛くもない機能性重視の夜用の下着だ。

　蓮司は手を差し伸べると智絵の右手を取った。そのまま手の甲へ口づける。柔らかな唇の感触に体が震えた。唇が指先へと滑り降り、手のひらへもキスされる。

　手の甲へのキスは親愛の証であり、手のひらへのキスは求愛の証だ。そして『すべてを受け入れる』という意味もある。

　意味を知ってやっているだろうことは、蓮司が意味ありげに見上げながら何度も唇を押し付けてくることからもわかった。

　きっと智絵がどんな格好をしていても蓮司は同じように手のひらにキスをしただろう。どんな性癖だろうと妄想癖を持っていようと、智絵のすべてを受け入れると触れてくるその唇が告げている。

　恥ずかしくて、けれどそれ以上に嬉しくて頬が緩んだ。そんな智絵を蓮司は引き寄せて抱きしめる。座ったままなのでちょうど智絵の胸に蓮司の顔が当たる。腰に回された腕は拘束するほど強くはなく、かといってすり抜けられるほど弱くもない。

　逃げる隙を与え無理強いするつもりはないという意思表示に、智絵は逆に蓮司に抱き着いた。頭を胸に抱いてぎゅっと抱きしめる。その胸の谷間をぺろりと舐められてびくりと体が跳ねた。

　胸のいたるところにキスをされて、快感よりもくすぐったさに身をよじる。くすくすと笑った瞬間、胸の頂を布越しに食まれた。

「あっ」

　甘い声が智絵から漏れる。強い刺激ではないが、甘い刺激が全身に広がった。それは体を熱くさせ、もっと欲しいと疼かせる。ねだるように蓮司を抱きしめる腕に力を込める。

　応えるように蓮司はそのまま唇で愛撫を続けた。智絵の声の色に甘さが増す。

　ナイトブラが上へとずらされた。ブラジャーから零れ落ちた胸は柔らかい。大きな胸とは対照的な小さな頂。しかし小さくともしっかりと主張するようにぷっくりと立ち上がっているそれを、蓮司は直接口に含んだ。

「んあ……あっ」

　ぬるりとした感触に体が震えた。熱い唇が蕾を吸い上げ、時にじっとりと舐め、周りにも舌を這わせ、時折歯を立てて噛む。じんじんと熱を持つような感覚が胸から全身に広がる。

　先端を強めに噛まれて痛みより快感に声が出る。弾力のある胸全体を舌で愛撫し、硬く立ち上がった先端を指で摘ままれる。

　智絵はそのたびに体をビクビクと震えさせた。快感に思わず腰を引けば、引き戻されてお仕置きのように蕾を甘噛みされる。

「ああ……あ、ん」

「可愛い声を出すね。それに凄く感じやすくて敏感だ」

　蓮司の大きな手にも持て余すほどのまろやかな胸。それを優しく揉まれると、智絵の体の中に火が灯る。まるで溶かされたロウのようにトロリと体から漏れるのは甘い蜜だ。

　蓮司が胸を揉むたび、先端に吸い付くたび、体を撫でるたび、それはとろとろと漏れ出る。

　左右の乳房を中央に寄せられると、両方の先端が真ん中で重なる。蓮司はそれを一度に口に含んで愛撫した。

「ふあぁ」

　舌が縦横無尽に先端を愛撫する。熱くねっとりと絡み付く舌で左右同時に攻められて智絵は背を反らせた。快感が胸から全身に広がり、また蜜が溢れる。

　確認しなくてもわかる。ショーツは蜜で濡れそぼっている。それを隠したくて智絵は両足にぎゅっと力を込めた。けれど蓮司の愛撫によってまた力が抜ける。

　それを繰り返してもじもじしていると、蓮司がふと笑みを浮かべた。

「気持ちいい？　太ももを擦り合わせて、誘ってるみたいだ」

「ち、違……」

「違うの？」

　恥ずかしさで否定すれば、蓮司がそう言って智絵の瞳をじっと見てくる。途端に智絵は顔を真っ赤に染めた。

　違うわけはないのだ。もっと触ってほしいし、もっといろんなことをしてほしい。

「どこを触ってほしい？　言ってごらん」

「そんな、恥ずかしいこと」

「言わないと、触れられないよ？」

　蓮司は言いながらクックと笑う。普段の優しい蓮司とは違う、淫靡な笑みで智絵を追い詰める。

「ち……」

「ち？」

「……くび」

　言い終わるかどうかのタイミングで、蓮司が智絵の胸の先端を指先で軽く弾いた。小さな痛みと、それを上回る快感に腰が震えた。

「他は？　他はどこがいい？」

　右手の指で胸の先端をくりくりと捏ねながら、蓮司はさらに聞く。快感の声を上げながら、智絵は腰を揺らす。

　蓮司の左手が胸から腹へと這っていき、太ももまで滑り降りる。ぐっしょりと濡れたショーツに触れられて太ももに力を入れれば、蓮司の手はそこを避けるように智絵の背中に回ってきて、抱き寄せられた。

「触れられなくて、残念そうな顔してる。触ってほしいんだろ？　ほら、言ってごらん」

　智絵は口を開いたが、何も言えずにキュッと唇を引き結んだ。いたずらするように体の隅々を這いまわる蓮司の右手を捕まえて、自らの太ももへ押し付けた。そのまま導くようにショーツに触れさせる。

　濡れているショーツに長い指が触れ、蓮司の目が細まる。唇が笑みの形をかたどり、淫靡な表情がそこに浮かぶ。

「こんなに濡らして、いけない子だ」

　股間に添わせるように指を曲げ、蓮司はショーツ越しに触れて前後に動かした。湿ったショーツが素肌を擦る。それは智絵の隠された場所をも刺激した。

　途端に智絵の声が甘くなり、息が上がり始める。それを見計らったように、蓮司は下着のクロッチの隙間から中へと指を侵入させた。指が秘裂を割り開き、その奥に息づく花芽を探し当てるのに時間はかからなかった。

「あああっ、んっ……んあ、そこ」

　溢れる蜜で指を濡らし、さらに蓮司は花芽を擦る。指先で突き、腹で擦り付け、爪で引っかく。そのたびに智絵は嬌声を上げて背を反らせ、ビクビクと体を震わせた。

　胸の蕾と敏感な花芽を同時に刺激されて、蓮司の指を伝うほど蜜が溢れてくる。智絵の足から力が抜けそうになると、蓮司が腕に力を込めて智絵の腰を支えた。

　蓮司が与える快楽は、熱となって体の奥から絶え間なく送られてくる。それは血液に乗って体中を駆け巡る。

　いやらしい動きをする道具と人の手では全く感じ方が違う。どんなに気持ちよくても機械は機械だ。人のなめらかな動きを真似することはできない。

　久しぶりのその感覚を智絵の体は貪欲に求める。

「気持ちいい？」

　聞かれて素直にうなずけば、さらに指の動きが速くなる。蓮司の指の使い方は巧みだった。バラバラに動く指が胸と秘所を絶え間なく攻める。そしてそれは智絵の快感のポイントを的確に突いてくる。

「足から力が抜けてる。ちゃんと立ってないと、やめちゃうよ」

「だって……んっ、蓮司さんの指が……気持ちよすぎて」

　がくがく震える足を叱咤しても、あまりの気持ちのよさに勝手に力が抜けていく。立っていられないほどの快感に苛まれると、宣言通り蓮司の指は動きを止める。快感が収まって足に力を入れるとまた愛撫が再開される。そうしてまた足から力が抜けていく。

　そんな攻防を数回繰り返すと、蓮司の指が止まっても熱が下がらなくなってくる。快楽の波は引くことなく、智絵の体を勝手に熱くさせてさらに疼かせた。

　絶頂を知っている体は、それを求めて蓮司を欲した。

「……蓮司さん」

　甘えた声で呼びかければ、黒い瞳が楽しそうに細められた。

「ん？　イきたいの？」

　小さく何度もうなずいて、智絵はイかせてほしいと目で訴える。それに返事はなく、代わりに蓮司の指の動きがさらに速まった。

「はっ、あ、ああっ！」

「いいよ、気持ちよくなって。イってる智絵の顔が見たい」

　快楽の波がぐっと高まる。つむった目の奥がチカチカと明滅していた。肌が粟立ち、何も考えられなくなる。

「ふ………んっああああぁぁぁっ！」

　そして快楽が白く弾けた。

　ぎゅっと体に力が入り、そしてくたりと力が抜ける。ふらついた智絵の腰を支え、蓮司は智絵をソファに横たえさせた。絶頂直後の気だるさと満足感。けれど体はもっと蓮司を感じたいと訴えている。

「蓮司さん」

　智絵は子供が親に甘えるように、両手を蓮司に差し出した。このまま抱きしめて、そして蓮司と一つになりたい。そう願ったが、蓮司は苦笑すると首を振る。

「夜は長いんだ。まだ、あげない」

　笑って蓮司は智絵の足元に跪く。右足を持ち上げ、膝から脛へと唇を寄せる。足首、くるぶしを経て、足の指にも口づけた。

　大切に、愛おしむように寄せられる唇。時々赤い舌が肌をくすぐり智絵は小さく喘ぐ。その唇が脛から太ももへ上がっていき、ショーツを避けてお腹から胸。胸から頬。頬から唇へと辿り着く。

　熱い吐息と共に甘いキスがあちこちに降り注ぐ。右手は皮膚の上を這いまわり、全身の快感を引き出していく。左手は胸にあって、やわやわと揉み込んでいる。時々硬くなった先端を掠める指先に体が跳ねた。

　何度も上から下へと唇が行き交い、全身が余すところなく愛撫される。肌は蓮司の唇に過敏に反応し、熱い手のひらに官能を揺さぶられる。

　もじもじと太ももを擦り合わせていると、蓮司の唇が膝に押し当てられた。そのまま太ももへと寄せられた唇が、最後にショーツに辿り着く。蓮司の指がショーツにかかり、するりと脱がされた。

　ゆっくりと太ももが左右に割り開かれ、足の間に蓮司が体を割り込ませた。

「凄く濡れてる」

　感動したように蓮司が声を震わせた。蓮司に大事な部分が見られていると思うと恥ずかしい。逃げたくとも逃げられず、足を閉じたくとも叶わない。

　蓮司は智絵の股間に顔をうずめると、茂みに口づけた。何度もそこにキスを繰り返されて、智絵は恥ずかしさに悶える。体に愛撫されたことは幾度もあるが、茂みをこんな丁寧に扱われたことは初めてだ。柔らかな羽毛に触れるように唇が上下に動く。やがてその茂みをかき分け、甘い蜜を湛える泉を露呈させた。そこにまた優しく何度もキスをする。

　蓮司の熱い吐息と間接的に触れる唇が、花芽をくすぐるように刺激する。それはじれったいほど弱い刺激で、だからこそその行為に全身がむずむずとしてくる。もっと直接的なものを欲しがって、智絵は身をよじらせた。

「綺麗だ、智絵。いやらしく濡れて光ってる」

　ゆっくりと秘裂を辿る指先。決定的な刺激のない愛撫がもどかしい。ふわふわした快感は現実味が薄く、自分の足の間で起きていることなのに、またこれが自分の生み出した妄想なのではないかと不安になった。

　その瞬間、蓮司の長い指が智絵の蜜壺に差し込まれた。

「はっ……あ、あっああぁぁ！」

　突然訪れた快楽に背を反らす。そのままゆっくりと抜き差しされて、智絵は身をよじった。ぐちゅぐちゅと水音をさせる泉の奥。智絵の感じる部分を指が掠めて背筋に快感が走り抜けた。

「ここか」

　智絵の反応を見逃さず、蓮司が呟きにやりと笑うと一気に指の速度を上げた。智絵の感じる部分を重点的に擦り上げ、溢れる蜜が蓮司の拳を濡らす。

「待って、蓮司さん！　そこ、駄目……イっちゃう！」

　耐えがたい快楽に智絵は蓮司の腕を掴んだ。快感が体を駆け巡り、そうして突き抜ける。白く世界が輝き、智絵は嬌声を上げた。

　力の抜けた体を受け止めるソファが冷たく感じるほど智絵の体は熱くなっていた。痺れるような快感が体にあって、智絵は甘い吐息を吐く。

「蓮司さん、もう……来て」

　早く一つになりたい。蓮司にも気持ちよくなってほしい。そういう思いからねだれば、蓮司はふと笑って首を振った。

「やっ！　待って、駄目！」

　秘裂が広げられる感覚に、智絵は蓮司の行動を止めようと叫ぶ。体はまだ絶頂の余韻が残っていて、普段以上に敏感になっている。その体の中で最も鋭敏な場所に、蓮司は吸い付いた。

「あああああぁぁぁぁっ！」

　あまりの強烈な快感に智絵の開いた瞳から涙がこぼれた。剥き出しの花芽を強く吸われて一瞬意識が飛ぶ。その飛んだ意識を呼び覚ますのも強烈な快楽で、智絵は泣きながら何度も達した。

　中でうごめき、花芽を攻め立てる柔らかく熱い舌がようやく離れて、智絵は全身から力を抜いた。

　数え切れないほどイかされた体は溶けそうなほど熱く、蜜は零れてソファを濡らしている。声は掠れ、呼吸も荒い。

　与えられる深く壮絶な快楽は、元彼たちが与えてくれたものとは違う。もちろん妄想して一人でしていたものとも全く違う。

　全身の倦怠感と快楽。絶頂を迎えるたびに快感が体中を巡り、脳をも痺れさせる。今まで経験したことがないほど心地よく気持ちいい。

「蕩けそうな顔してるな」

「凄く……気持ちいい」

「じゃあ、もっと蕩けさせてあげる」

　蓮司は自らの衣服を脱ぎ捨てた。均整の取れた体つき。その裸体が惜しげもなくさらされる。その真ん中に雄々しく立ち上がる蓮司の象徴に智絵は驚いた。一目見ただけでもわかるほど硬く張り詰めている。

　入るだろうかと一瞬考えるほどの大きさと長さ。それに薄い膜がゆっくりとつけられていく。見せつけるような動作に智絵の喉がごくりと鳴った。

「欲しい？」

　言われて見上げれば、欲情の炎を灯した黒い瞳が智絵をまっすぐに見下ろしていた。その瞳に、頬を紅潮させ潤んだ瞳で見上げる智絵が映っている。智絵は大きくゆっくりとうなずいた。

　ドロドロに溶けている秘裂に剛直の先端が当てられる。薄い膜で覆われていてもその熱さが伝わってきた。

　欲しかったものが、欲しかった場所に当てられて、智絵は目を輝かせる。くちゅりくちゅりと音を立てて先端が擦り付けられた。それだけで快感が背筋を駆け上ってくる。

　早く欲しいと蓮司を見上げ、潤んだ瞳で訴えた。それに応えるように、蓮司はゆっくりと腰を進めた。

「あ、ああ……」

　入ってくる熱い塊に智絵は喉を反らせた。肉壁を押し広げながら、蓮司が入ってくる。その熱さと形をすべて感じようと体は勝手に反応する。

「んあっ、や、大きい……」

　少し入れては止まり、また進んでは止まる。焦らすようなゆっくりとした動作が快感を押し上げる。

　時間をかけて奥深くまで突き立てられた。肉壁をめいっぱいに広げられ、そこから熱い脈動が伝わってくる。繋がっているのは一部分だけなのに、体のすべてが繋がっている気がする。二人の体が溶け合って一つになっていくような感覚。

「ああ……蓮司さんでいっぱい」

　嬉しくてまた涙が溢れた。蓮司がそんな智絵の頬に唇を寄せた。頬を流れる涙の跡を辿って舌が動く。

「好きだ、智絵」

　形に慣れさせるようにじっとしていた蓮司が、そう言いながらゆっくりと腰をうごめかした。最奥を突いてからゆっくりと引き抜く。そしてまたゆるりと突いた。自らの熱を分け与えるように時間をかけて律動を繰り返す。

　その行為に慣れてきたころに、蓮司は腰の動きを少しずつ速めていく。

「ああ、あっあっ……あん……あああぁっ」

　智絵の嬌声が絶え間なく上がる。寄せては返す波のように一定のリズムで、時折深く浅くと攻める場所を変えながら、蓮司が智絵の中で暴れる。擦られるたびに快感が体を駆け抜け、呼吸が荒くなる。

　片足を抱えられ剛直を奥まで差し込まれる。硬く熱い塊が智絵のさらに奥深くを求めて抜き差しされる。

「ぅああっ、蓮司さん！　奥、もっと」

　自らも腰を振り、智絵は蓮司を求めた。奥を突かれて智絵は喉を反らした。

「気持ちいい？」

　何度目になるかわからない言葉に智絵は答える代わりに蓮司に抱き着いた。蓮司の腰に足を絡めて、もっと奥へと誘い込む。蓮司も何も言わず、最奥を突いたままぐりぐりと腰を押し付けた。

　唇を求められてそれに応える。舌が絡み合い、喘ぐ声も呼吸さえも吸われて苦しい。空気を求めて唇を離せば、蓮司はそれを許さないように追ってまたふさぐ。

　求められ攻められて、快楽の叫びを上げ快感にむせび泣く。

　ぐんっと奥を突かれて目の前に火花が散ったような衝撃が走った。一番感じる場所を擦り上げられて甘く啼く。キスをされて脳が痺れ、胸を弄られて体が跳ねた。

　繰り返される抽挿に肌にはしっとりと汗がにじみ、静かな部屋に肉同士を打ち付け合う音が響く。高い嬌声と低い呼吸音。

　体の奥からせり上がってくる感覚に、イきそうなのだと意識する。その意識を呑み込んで、快楽が脳天でスパークした。

「んっ、ああああぁぁぁ！」

「は……うくっ、智絵」

　智絵が絶頂を迎えると同時に、蓮司がゴムの中に欲望を吐き出した。ビクビクと体が震え、智絵はその深い快感に目をつむって酔いしれた。

　呼吸が整った直後、ずるりと熱い塊が引き抜かれた。中を埋めていた自分の一部とも思えるほどの大切なものがなくなる感覚に、智絵は目をつむったまま眉を下げた。

　ソファが軋み、蓮司が隣に座った気配を感じ智絵は小さく嘆息した。

　蓮司は先ほど欲望を吐き出した。一度出せば男性の性欲は著しく減退する。智絵がどれほどお願いしても縋っても、元彼たちはそれ以上をくれなかった。蓮司も同じなら、これで終わり。

　けれど、本当は――

「もっと蓮司さんが欲しい」

　吐息と共に零れた本音。聞こえるかどうかというくらい小さな呟き。

「じゃあ、おいで」

　その小さな呟きに応えるように蓮司が囁く。

　え？　と振り仰げば、蓮司が智絵を見つめていた。瞳が濡れて光っていて、優美な中に色気がある。視線を下にずらした智絵の目が釘付けになった。

　先ほど性を解き放った剛直。けれどそれは萎えることなく直立している。新しい薄い膜をかぶせられ、智絵を今か今かと待ち構えていた。

「妄想……？」

　智絵は自分の目と耳をまず疑った。それに蓮司がククッと笑う。

「妄想かどうか、確かめてごらん」

　導くように蓮司が智絵の手を取り、腰を支える。蓮司の足を跨いで、智絵はゆっくりと腰を下ろした。先端が入り込んで、智絵は喘いだ。先ほどよりも確実に大きくなっているのがわかる。蜜路全部が擦られて、絶え間ない快感が背筋を這い上ってくる。

「あ……ああっ」

　ゆっくりと、けれど確実に奥へ入り込んでくる剛直。妄想ではありえない快感に、智絵は思わず蓮司の腹筋に手をついた。剛直は未だ蜜路の途中までしか入り込んでいない。侵入を阻まれた蓮司が一瞬目を細める。

　智絵の腰に添えられていた蓮司の手に力がこもる。腰を押されると同時に、蓮司が下から突き上げた。

　ずんっと一気に奥まで埋まる。

「ひぁあああぁぁっ!!」

　最奥を穿たれて、智絵が叫ぶ。蓮司はそのまま智絵の腰を支えて上下に揺すった。奥を何度も突かれ、脳天まで揺らすような快感は途絶えることなく襲ってくる。智絵は蓮司の首に手を回して抱き着いた。そうしていないと激しい快楽の波にさらわれて、自分を見失いそうだった。

　動きを阻害された蓮司の、智絵を攻める腰つきが緩やかになる。智絵は蓮司にキスをねだった。ちゅっちゅと啄むように軽く唇を触れ合わせすぐに離れる。軽い触れ合いは心地よくて、智絵は頬を緩めた。蓮司の左手が智絵の手を離れ、後頭部に回される。あ、と思った時には唇がぶつかるほど強く押し付けられた。口内に舌が入り込んできて智絵の舌を巻きとり吸い尽くす。意識まで奪うようなキスにゾクゾクする。右手は皮膚の官能を呼び覚ますように背筋を辿って撫で下ろされた。蓮司の腰が妖しくうごめき、時折智絵を攻め立てる。

　全身を愛撫されて、高まった熱が智絵の背筋を駆け上る。

「蓮司さん……あっ、も、イ……くぅっ」

　何も考えられなくなり、目の前が白く染まる。何度目になるかわからない絶頂を迎え、智絵は蓮司に体を預けるようにもたれかかった。荒く息をつく智絵を蓮司はぎゅうっと抱きしめる。

「気持ちいい？」

　コクコクうなずいた智絵の顎を蓮司の指が掴む。上を向かされた智絵は、蓮司の強い視線に息を呑んだ。

「妄想と本物の俺、どっちがいい？」

　淫靡に光る瞳にからめとられ、ほんの数瞬返答ができなかった。蓮司の瞳が細まる。

「ほん……っんあああっ」

　答えようとした瞬間、蓮司が再度腰を打ち付けた。最奥を容赦なく攻められ、肉壁を擦られる。その律動の激しさに智絵が弓なりに背を反らせた。突き出た胸の先端を噛まれる。鋭い痛みは痺れるような快楽を伴って智絵を苛む。

「あ、やっ……激し……あああっ!!」

　ビクビクと体が震え、やまない攻めに何度も絶頂を迎えた。高まった熱を発散するように絶頂を迎えるのに、体の熱は引くことはなくさらにどんどん熱くなる。そのたびに感度が上がり、智絵の体はぐずぐずに蕩けていた。

　欲望を何度か吐き出しながらも萎えることのない蓮司。体は素直に快楽を求めているが、体力は限界に近い。足に力を入れていてもがくがくと震える。

　後ろから挿入されて蜜路が埋まる。背中にキスの雨が降ってきて、快感に背を反らした。肩を唇が滑り、手はわき腹から腰への緩やかなカーブをなぞる。ゾクゾクした快感が腰から背中へと這い上り、快楽が熱となって脳に刻み付けられる。

　それをさらに感じ取るように高く尻を差し出す。後ろから激しく突かれてソファに突っ伏した。獣のように突かれる態勢はいやらしく、恥ずかしい。けれど蓮司が子宮の奥を突くたびに脳を揺らして、どうでもよくなってくる。

　ただ快感を享受する。天を衝くほどの剛直は智絵の中をかき回した。擦られて啼けば蓮司はそこを重点的に攻めてくる。

　熱く蕩けて何も考えられなくなる。蓮司に与えられる快楽は智絵を甘く激しく攻め立てる。達して目の前が真っ白に染まり、意識が飛びそうになる。首を振ってどうにかそれを繋ぎ止めた。しかし蓮司の動きは止まらない。

　蓮司が智絵の背に覆いかぶさるように奥深くを探りながら、二人が繋がっている場所へと手を伸ばした。

「うああっ！　あっ、や……それ、気持ちいい」

　刺激され昂って皮が剥けている花芽に触れられ、智絵は喉を反らした。奥と花芽の両方を一度に攻められて体が跳ねる。

「ぅあっ、智絵……そんなに、締め付けたら……」

「蓮司さん……一緒に、イって……一緒に！」

　蓮司は智絵の細い腰を掴むと、一気にスピードを上げた。打ち付けられる腰が智絵の体に熱を送り込むようだった。熱くて気持ちよくて、体と脳が揺さぶられ意識が快楽一色に染まる。

「んあぁっ、イク………イっちゃう！　んん、あぁあああぁぁぁぁぁっ！」

　達した瞬間蜜壺が締まり、蓮司を締め上げる。蓮司も腰を深く打ち付け、その最奥で性を解き放った。

　二人同時にソファに倒れ込む。二つの荒い息遣いだけが静かな部屋を満たした。先に呼吸を整えた蓮司が智絵の中から剛直を引き抜いた。

　自らを留めておくような熱い楔が抜けて、智絵はずるずるとラグの上に寝転がった。

　絶頂の余韻が体中に残っていて、温かくてふわふわと心地いい。こんなに長く愛されたのは初めてで、智絵は疲労困憊だった。体を動かすのもだるい。けれど心は満たされていて幸せだった。

　蓮司は智絵の側に寄り添って赤い唇にキスを落とした。くすぐったさに頬を緩めて智絵はへにゃりと笑う。

「蓮司……さぁん」

「ん？」

「ありがとう……凄く………幸せ」

　精も根も尽き果て、けれど満ち足りた智絵は、深い眠りに誘われてそのままゆっくりと瞳を閉じた。
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　疲れて眠ってしまった智絵の体に残る汚れを綺麗に拭いてから、蓮司はそっと背中と膝裏に手を差し込んで智絵の体を抱き上げた。

　成人女性とは思えないほどの軽さ。蓮司自身が鍛えているせいもあるだろうが、智絵の身長が平均を大きく下回っているせいもある。体重の何割かを担っているだろう大きな胸が歩くたびに揺れる。眠っていても誘うようなその体に、蓮司は思わずつばを飲み込んだ。無理矢理視線を外して息を吐く。精を何度も解き放ったというのに、吐息には隠し切れない熱が混じっている。

　ベッドに広げたバスローブの上へ寝かせ、そのままくるむように前を合わせて腰ひもを緩めに結んでおく。寒くないように上ふとんをかけ、ベッドの縁に腰を下ろした。静かに眠る智絵のさらりとした髪に指を絡ませた。

　柔らかな髪は蓮司の指から逃げるように流れていく。

　三か月前から付き合いだした愛する彼女。出会ってから一年ほどしかたっていないが、自分にない強さを持っている彼女に心底惚れている。

　今日もまた新たな一面を知ったことで、さらに惹かれた。甘い蜜を湛える花のように蓮司を誘う体。

　請われるままその甘い体を堪能し、智絵を存分に味わった。我慢していた分、タガが外れて限界まで攻めた。

　それは今思い出しても叫び出したくなるほどの快楽を伴う、甘く淫らな行為。もう離れることなど不可能だと思わせるほどに。

　智絵と出会えたこと。それはとても幸運なことだった。

　蓮司にとって、女性は自分の側で増長する生きものだった。街中で鏡を見る彼女たちの視線は蓮司を見ているようで見ていなかった。ブランドのバッグを持っているような瞳で蓮司を見てくる。

　自分を輝かせるため、虚栄心を満足させるための宝飾品。彼女たちの引き立て役。それが透けて見えていた。

　そうするとまるで自分が金と見目の良さ以外に価値がないように思えてきた。だからといって働くことを辞めることも、顔を変えることもできない。

　自身の存在価値がわからなくなった時に出会ったのが智絵だ。

　親友からの紹介としてだが、最初は乗り気ではなかった。付き合えばどうせ増長するに決まっている。ならば深い付き合いは避けて、表面上だけ取り繕っていればいい。

　智絵の第一印象は、背丈は低いが胸のある女だ。身長が低いのは男受けするだろうし、胸の大きさは言わずもがなだ。

　それを武器に迫ってくるかと思ったら、そんな素振りは微塵も見せなかった。逆に背丈も胸もコンプレックスだと言った。そしてそれが自慢でもあると言ってのけたのだ。

「嫌な部分を含めて全部が私で、嫌だって言ってもあるものは仕方ないもの。なくせないなら受け入れるしかないし、どうせ受け入れるなら好きにならなきゃもったいない」

　正直に驚いた。こんな風に、自今の劣等感すらも許容してしまう人がいることに。

　自分にないものをねだって恨むのではなく、人が持っているものを羨んで妬むのでもない。

　ないことに不満を抱かず、 あるものを尊ぶ。まさに智絵そのままだった。

　ありのままの自分を受け入れられる智絵の心の強さに惹かれた。まっすぐで、なのに謙虚。

　そうして偏見を取り払って見れば、智絵は魅力的な女性だった。

　ころころ変わる表情や、屈託のない笑み。さりげない気配りや、 所作の美しさ。なのに時折見せるあどけない姿は蓮司の心を惹きつける。子供と大人が同居しているような智絵から目が離せなくなった。

　二度三度と会うたびに、惹かれていく自分に気付いた。が、智絵は蓮司に全く興味を示さない。追われるのが常だった蓮司が初めて追う側に回った。振り向かせるために、あらゆる努力をしたし、逃げられないように優しく接した。

　半年かけて口説き落としはしたものの、セックスはもちろん、夜を匂わせるような話にも過剰に反応する彼女に、過去に付き合っていた男たちと何かあったのだろうとすぐに気付いた。

　二人きりになると狼狽えて、すぐに赤くなって目を逸らす。さらにあどけない見た目に巨乳とくれば、男たちがどういう扱いをしていたかは想像に難くない。心だけでなく身体的に傷を負った可能性もある。

　紹介してくれた親友の徹に話を聞けば、やはり性的なことで悩んでいるらしいこともわかった。

　智絵は性的な行為が怖いのだ。

　だからお互いの家を行き来するようになっても、智絵を自宅に泊めても、決して手は出さなかった。手を出して傷つけるくらいなら、我慢するくらいどうということもない。自らを律するように、智絵と触れ合う時も距離をわずかに開けた。そうしなければ無意識に触れて、そして奪ってしまいそうだったからだ。

　なのに予想とは全く逆だった。まさか、性欲がありすぎて相手から拒絶されていたとは思いもしなかった。妄想して恥ずかしがっているのも意外すぎる。

　そういった行為が苦手に見えるのに、貪欲に求めてくる姿にギャップを感じて燃えることはあっても、拒むなどあり得ない。

　低い背、揺れる豊かな胸、潤んだ瞳、上気する頰、愛らしい赤い唇。どれも蓮司を惹き付けてやまない。髪に触れている今も、体の内にはほの暗い欲望が渦巻いている。

「妄想の俺にも嫉妬するなんて、どうかしてる」

　自嘲の笑みが蓮司に浮かんだ。

　智絵の妄想の中の蓮司は、どんな風に抱いているのか。それに対してどんな反応を示すのか。見たことのない智絵を想像して蓮司は嫉妬に駆られる。

　智絵が妄想している以上のことをしたい。喘がせてドロドロに溶かしてしまいたい。

　ため息を吐けば明らかな欲情の熱が混じっていた。いまだに智絵を求めている自分に、蓮司は苦笑する。一日に何度も出来る男がいるという話を聞いたことはあるが、自分には当てはまらないと思っていた。少なくとも今までは一度欲望を解き放てば納得していた。二度三度と相手を求めることもなかった。

　しかし、智絵に関しては違う。求められれば何度でも勃つ自信がある。それだけの体力も備わっている。

　智絵は趣味でテニスをしているというだけあって平均よりも体力はあるようだが、男の蓮司と比べればもちろんない。智絵に応えられる体力と旺盛になった性欲に感謝しなければならない。

　好きな女を攻めてイかせるのは、男の仕事だ。

　いろいろな体位を、シチュエーションを思い描き、蓮司はジム通いを一日増やそうかと本気で考え、静かに眠る智絵を見下ろす。

「これから、いくらでも好きなだけ愛してやる」

　いまだに身を焦がすほどの欲望を胸に、蓮司は智絵の頬をそっと撫でて小さく呟いた。






二章　勝負下着
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　軽快な音楽が流れるカフェで、智絵は赤い顔をしたままアイスティーをごくごくと飲んだ。グラスの中で氷がカランと音を奏でる。

　外は寒風が吹いているが、店の中は暖房がきいているおかげで暖かい。ウィンドウショッピング用にと厚着してきた智絵には、カフェの店内は少し暑く感じられた。

　足元には今日の戦利品である紙袋がいくつも置かれている。この袋の分だけ店内を探索し、その倍以上の店を渡り歩いた。足は疲れているが、それ以上に満足感が大きい。

　三か月に一度の幼馴染との都心での買い物は、女同士ということもあって気兼ねなく、また何より楽しみにしていることの一つだ。

　そんなわけで、ほとんどの客が温かい飲み物を頼む中、智絵はアイスティーを頼んだ。冬の空気で乾燥していた喉が潤っていく。

　一息ついた智絵は、幼馴染の香織がじっとこちらを見ていることに気付いて首を傾げた。

「なに？　何かついてる？」

「にやけた顔してるなぁって思って」

「にやけてる!?」

　思わず両手で頬を覆い、ぺちぺちと叩いて表情を引き締める。そんな智絵を見て、香織はくすくすと笑う。

「幸せそうって言い換えた方がいいのかしら？」

　智絵と蓮司の交際が順調なのを知っている香織は、茶化すように言いながらも目を優しく細めている。

　智絵の性の悩みを唯一知っている理解者である香織は、智絵の良きアドバイザーでもある。香織は知識が豊富で、セックスにも詳しい。女性側はもちろん、男性側の立場に立ってアドバイスをくれたりもする。この幼馴染だからこそ、智絵は自分の性癖を含めたすべてを話せるのだ。

　さすがに蓮司とのやり取りをすべて話すことはしないが、智絵が求めてそれに応えてくれたことは話している。それを香織は自分のことのように喜んだ。

「優しくて格好良くて仕事もできる。こんなスペックの男の人、なかなかいないわよ」

　智絵はコクコクとうなずく。落ち着いたはずの頬の赤らみがまた増した気がする。熱を下げるように智絵はアイスティーを口に含んだ。

「香織、本当にありがとう」

　もう何度目になるかわからない感謝を口にすれば、香織はまた笑う。

「もうそれ何度も聞いたから、いいって。私も智絵が幸せそうにしてるの、嬉しいんだから」

　照れくさそうに香織がコーヒーを一口飲む。カップを置いた香織は、すっと目を細めるとテーブルに身を乗り出した。

　わずかに距離が近づいた香織に、智絵はたじろぐ。こういう表情をするときの香織は、突っ込んだ質問をしてくるからだ。

「それで、どうだったの？　うまくいったんでしょ、あっちの方も」

　あっち、が何を指しているかはすぐに理解できた。

　智絵にとって、香織は幼馴染であると共に自分の悩みを話せる唯一の存在だ。かつての恋人たちとの別れた原因ももちろん知っている。幼いころからお互いのことを知っているために、気の置けない親友ともいえた。

　だから智絵にとって、こういった突っ込んだ話をできるのは香織だけだ。

「えっとね……うまくいった」

「誘惑したの？」

「誘惑っていうか、ぶっちゃけちゃった感じで」

　へぇ、と香織はさらに目を細めた。

「誘惑はね、できなかったんだ」

　誘惑するも何も、あのときに身に着けていた下着はナイトブラだ。色気も何もあったものではない。

　それを聞いた香織は思わず頭を抱えた。好きな彼氏の家で、しかもお泊りするとわかっていてナイトブラをチョイスするあたりは智絵らしいと言えばらしい。それがわかっているだけに何も言えなくなってしまう。

「じゃあ、今度はちゃんとした下着で……」

　香織は言いかけてふと押し黙る。視線が彷徨う仕草は何かを考えるときの香織の癖だ。そして、その視線が智絵の顔で止まった。

「買いに行こう！」

　勢い込んで言われて智絵は意味がわからず首を傾げた。

「なにを？」

「下着に決まってるじゃない」

「持ってるよ」

　下着専用のタンスの中に綺麗にたたまれて並んでいるブラジャーとショーツを思い出しながら智絵が口にすれば、香織はもう、と小さくため息を吐く。

「普通のいつもの下着じゃなくて、勝負下着を買いに行くのよ」

「勝負下着って、上下セットのものでしょ？」

　ブラジャーとショーツをセットしていれば、勝負下着だと思っていた智絵は、香織からさらなるため息を聞いて目を瞬かせた。

「違うの？」

「全然違うわ。普通の下着じゃ駄目よ。いかに相手を魅了するかを勝負するんだから。見た目にもこだわって、すっきりとした、けれど谷間はしっかり見せる。適度なフリルと透け感。色だって、シックで大人の魅力の黒か、可愛い系のピンクか、魅せる紫か。考えて選んで買うのが勝負下着なのよ！」

　身を乗り出しながら熱く語られて、智絵はのけぞりながらコクコクとうなずく。

「智絵はどうせいつも受け身的なセックスしてるんでしょ。女だって攻めていいのよ。勝負下着でメロメロにさせて……いや、そうか。攻めの下着かぁ」

　香織はふと口をつぐんだ。そして智絵の顔をちらりと見る。智絵は香織の瞳が光るのを見て頬を引きつらせた。

　こういった表情は見たことがある。蓮司が智絵を攻めるときにする顔だ。加虐的な、攻める側がよく見せる笑み。

「よし、買いに行こう」

「今から!?」

　すでに二時を回っている。冬の日照時間は短い。今から買いに行ったのでは、日はとっぷりと暮れてしまう。

　今日も蓮司のマンションに行く約束をしている智絵としては、今からの買い物は避けたい。が、幼馴染はそれを許さないというように鼻息荒く智絵の手を取った。

「今夜は眠らせないわよ」

　誰が誰を、とは怖くて聞けない。少なくとも香織が誰かをというわけでないことは確かだ。

　普段は聞き役に徹してくれる香織だが、一度思い立つと止まらない性格でもある。智絵はため息を吐き、それでも大切な友人のアドバイスに従うべく席を立った。
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　両手に紙袋を抱えながら、智絵は蓮司のマンションへとやってきた。

　時刻は夕方の四時を過ぎている。いったん自宅に帰ることも考えたが、そうすると蓮司が帰宅するだろう六時に間に合わない。せっかく合鍵をもらったのだから、この間のお礼に智絵の手料理をふるまいたかった。

　予定としては煮豚をメインに和食を考えている。和食は智絵の得意な料理でもあるし、基本的に材料を切って煮込めば出来上がる。味付けは料理の『さしすせそ』を間違えなければある程度の味は決まる。ただし、時間がかかるのが難点だ。

　そういう点でも一度自宅に戻るという選択肢は智絵にはなかった。

　合鍵を使って蓮司の部屋に入る。本人の許可があるとはいえ、主のいない家に入るというのはなかなか勇気のいることだ。しかも、ここは高級マンションの上階に位置する。

　ドキドキする胸を押さえながら、しんと静まり返った部屋に足を踏み入れた。

　几帳面な蓮司らしく、部屋は綺麗に片付いている。シンクにも洗い物はなく、掃除も行き届いていた。

「蓮司さんて、本当に何でもできるんだなぁ」

　自分の部屋以上に片付いている様子に智絵は肩をすくめる。

　寝室のベッドは乱れておらず、放り出されたパジャマもない。もう一部屋の書斎も整頓されていた。

　書斎の壁は一面が本棚になっていて、そこにプログラムやシステム関連の本が並んでいる。ＩＴ関係だけでなく、ビジネスや経営・経済学、リーダーシップやマネジメントといった表題の本もある。エッセイや中国の古典、歴史小説まであって、蓮司の知識の多さがこの書斎の様子を見れば理解できた。

　勤勉で様々な知識があり、社員からも絶大な信頼を得られるカリスマ性も持っている。

　凄い人だと改めて思う。それと同時に蓮司の身が心配になる。何でもできるからこそ、無理をしているのではないかと思ってしまう。

　せめて日々の掃除くらいはと智絵はモップで軽く床を拭いた。部屋の隅やベッドの下も掃除を済ませて智絵は一息ついた。

　なにもないと思えるほど片付いている部屋。エッチな本や道具すら置いていなかった。そのことに少なからず罪悪感を覚えた。

　自分の部屋にあるエッチな道具。ボックスに入れてベッドの下に置いてあるのはすぐに手が届く場所だからだ。見つかれば日常的に使っていると思われるだろう。

「置き場所、変えなきゃいけないかな」

　蓮司は先週までの性行為が苦手なイメージを智絵に抱いてはいないだろう。積極的な智絵を見て、またアダルトグッズをほのめかした言葉を聞いて、興味本位でベッドの下を覗かれると困る。最も蓮司がそんなことをするとは思えないが。

　それでももう少し目立たない場所にしまわねばと考え直したのだった。





〇§〇　〇§〇　〇§〇






　夜、蓮司が帰宅し、一緒に食事を楽しんだ。蓮司の料理と比べれば見劣りするものの、うまくできた自慢の和食は蓮司に喜ばれた。

　手放しで喜んでくれた蓮司を思い出しながら、智絵は風呂に入る用意をする。今は蓮司が入っていて、上がれば智絵の番だ。

　一緒に入ろうと言われたが、まだ恥ずかしいからとなんとか断って、智絵は一人になれる時間を作った。

　その間に、今日買ってきた下着を取り出して眺めていた。

　いつものお泊りセットが入ったトートバッグは、自宅に帰っていないので手元にない。化粧水や乳液、歯ブラシといった日用品は揃っている。ないのは着替えだ。服は今日香織と買い物をした時のものがある。パジャマも持ってきてはいないが、先日借りたバスローブを使わせてもらえばいいだろう。

　問題なのが下着だ。

　下着も買うことは買った。普通のランジェリーショップではなく、香織一押しの安価な大人のランジェリーを取り扱っているお店で。

　店員や香織に勧められるまま、およそ自分では購入しないだろう攻めの下着という名のセクシーランジェリーを買った。智絵もその時の店内の雰囲気や店員の『彼氏がもの凄く喜ぶ』という言葉に押されて買ってはみたものの、身に着けるかどうかは疑問が残る。

　ラグに並べられているのは二セット。しかしどれも普段使いは難しいものばかりだ。

　色っぽい赤紫のセット。これはブラジャーのカップはびっくりするくらい浅めで、下から胸を支えるくらいしか布面積がない。胸の上部を覆うのはレースで、もちろん透け感は抜群だ。先端が見えるか見えないかのぎりぎりのデザインが憎らしい。ショーツは紐を足に結ぶという、いわゆる紐パンだ。こちらも当然布面積は少なく、結んでいるところを解けば地面に落下するという心もとない仕様。

　そして黒のセット。ブラジャーと呼べるかどうかすら怪しい胸の蕾だけを隠す布と紐。しかも布は極薄で、先端がぷっくりと立ち上がればすぐにバレてしまいそうだ。そしてショーツ。一見して普通に見えるが、クロッチ部分に切り込みが入っていて、履いたまま性行為ができる優れモノだという。

　香織がこれにしろと押し付けてきた二つ。店員も目をキラキラさせて絶対に彼氏は喜ぶと言っていた。

　また、いずれにも同じ色のガーターベルトがついている。見た目的にもとてもセクシーで、もちろん普段使いなどできない代物だ。

　普通の下着よりも安く買えたことは事実だし、おそらく蓮司もいろんな意味で喜ぶだろう。智絵だってこんなセクシーな下着を着てみたいと思ったことは何度もある。けれど、実行に移したことはなかった。見た目が幼いので似合うのかが微妙だからだ。

　以前失敗したナイトブラに比べれば、どれも可愛さもセクシーさも比べるまでもなく上がっているが、上がりすぎて天井を突き抜けてしまった感もある。

　しかし着替えがないので、この二つの中から今夜履く下着を選ばなければならない。智絵の胸は大きく、ブラジャーで支えなければ形はあっという間に崩れてしまう。コンプレックスの元ではあるものの、大切な自分の一部だ。生涯を共にするなら形を保ち続けた方がいいに決まっている。

　駅前の店で普通の下着を買わなかったことを後悔しながら、ラグに広げたセットをじっと眺める。

《智絵には、どっちも似合うと思うなぁ》

　妄想の蓮司が背後から囁く。ニヤニヤした笑みに淫靡に光る瞳。智絵を後ろから抱きしめて、いやらしい瞳で下着をじっと見ている。

「どっちが好き？」

《聞いてるのは智絵のこと？　それとも下着？》

　蓮司がクックと笑う。智絵は頬を赤らめた。

《智絵も下着も好きだよ》

　智絵の背中から回された手が、智絵の胸を揉み上げる。甘い吐息が漏れないように唇を噛んだ。

「智絵には、紫が似合うと思う」

　妄想ではありえないリアルな声に、智絵は驚いて目を見開いた。慌てて振り向けば、広げられた下着を後ろから眺めている蓮司がいた。
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　――何か隠している。

　蓮司は湯船に肩まで浸かりながら、むうっと唇を尖らせた。

　二週間前、智絵が性癖を告白してくれた時に二人の間に隠し事はなくなったはずだった。が、今日の智絵は明らかにおかしい。一緒に入ろうと誘った風呂も、必死に目を逸らしながら断ってきた。先週は一緒に入ってイチャイチャもした。今日頑なに断る理由がわからない。

　何かありますと言っているような態度に、逆に何も聞けなくなってしまった。

　智絵のことならば、どんなことでも受け止めるつもりでいる。言ってくれれば、話を聞いて相談にも乗る。けれど、話してくれなければ何もわからない。

　超能力者じゃないのだ。相手の心まで完全に理解することはできない。

　それでも、と思う。

　智絵をもっと知りたい。見えている部分だけではなく、内面ももっとさらけ出してほしい。体にだってもっと触れたい。余すところなく見て、触れて、感じたい。

　腕の中にすっぽりと収まってしまう体。ほっそりとしているのに、手に余るほどの胸。柔らかな曲線を描く優美な腰。ぷるりと震えるまろやかな尻。見上げてくる潤んだ瞳は庇護欲と劣情を煽る。性欲があるのに恥ずかしがり屋で、積極的に快楽を求める感じやすい体。羞恥に染まる全身。恥ずかしそうに身悶えるのに、自ら腰を振って蓮司を翻弄する。

　智絵の乱れる姿を想像しただけで、下半身が反応した。湯船の中でむくむくと大きくなる自身に苦笑して、深呼吸をして落ち着かせる。けれど、血行が良くなる風呂に入っているためか、なかなか収まってはくれない。

「はぁ」

　ため息に熱い呼気が混じる。風呂に入っているというだけではない体の熱さに、蓮司は湯船から上がり縁に腰掛けると、熱く滾る塊に右手をあてがった。

　一度抜いて、気を落ち着けた方がいい。

　智絵をベッドに誘う前から前を膨らませていたのでは格好がつかない。智絵の前では格好良い男でいたい。落ち着いた大人の男性でありたい。

　硬く立ち上がっているそれを握ればびくりと勝手に震え、快感に唇から息が漏れる。風呂のお湯とは違うぬるりとした先走り。先端から溢れて流れ落ちたそれが、蓮司の欲望を示している。

　ぐちゅぐちゅと卑猥な音が風呂場に響く。自分の吐き出す呼吸音といやらしい水音が、狭い浴室内に響く。

　気密性と防音が施されたマンション。しかしそれは部屋の外側に漏れないためのもので、風呂場とリビングとは扉一枚を隔てただけだ。音は漏れ聞こえている可能性もある。不審に思った彼女が、今この場に顔を出すかもしれない。

　智絵が風呂場に入ってきたらどうするだろうか。

　蓮司はくすりと笑う。智絵は妄想癖があると言ったが、それを言えば男は皆そうだ。好きな女を妄想して好きなだけ抱く。一日中妄想していられる。

　付き合う前も、付き合っている最中も、そして体の関係を持った今でさえ、妄想して智絵を蹂躙している。

　風呂場に入ってきた智絵は、蓮司の行為に驚いて目を見開く。その彼女の腕を引いて風呂場に引っ張り込み、強引にキスをする。きっと彼女は抗わない。それをいいことに、彼女の全身をくまなく愛撫する。白い首筋から鎖骨。ほっそりとした肩に細い二の腕。そのまま腕を辿って指先にもキスをする。そうして羞恥に震える大きな胸にもキスをして、先端は丹念に解きほぐす。細くくびれた腰から双丘を撫で下ろして太もも、膝、足首、足指。

　じっくりと舌と指と唇で愛撫し、トロリとした蜜をこぼす場所へと向かう。蜜で濡れた秘められたところを暴き、そして一気に挿し貫く。

　想像しただけで総毛立った。

　熱く滾る血潮が側面に血管を浮かせていた。それを扱くたびに快感が押し寄せてくる。右手だけでは物足りず勝手に腰が動き出す。智絵の熱く狭い中を攻めるように右手を握りしめて剛直を扱きあげた。ねじるように手を動かしてくびれを刺激し、敏感な先端を擦ればたまらず熱い吐息が漏れた。

　先端から漏れる透明な液が増え、蓮司の呼吸も上がる。浴室内に蓮司の息遣いとくちゅくちゅと扱く音が響く。

　反響する音が蓮司の官能を刺激する。自分の呼吸なのか、想像する智絵の吐息なのかわからなくなるほど快感に没頭した。

　高まる熱が解放を求めて下腹部に集まってくる。

「はあぁ……うくっ」

　快楽の波が頂点に達し、蓮司は熱を解放した。先端から勢いよく飛び出した白濁は、壁にまで飛散していた。

　飛び散った自分の欲望が、どれだけ智絵を欲しているのかを表しているようで蓮司は苦笑した。熱を体外に発散しながらも、蓮司の中にいまだに熱が残っている。小出しにしているつもりはない。けれど本物でない感触に、我慢がきかない息子はわがままを言うようにまた頭をもたげてくる。まだもの足りないと涎をたらし始めた。

　自分の息子を見下ろして、せっかく落ち着かせようと抜いたのにいまだ硬く立ち上がっているわがまま具合にため息を吐く。

「お前さ、少しは空気読めよ」

　情けない声を漏らしながら、蓮司は深く息を吸い、そして宥めるように右手を息子に添えた。

　数度抜いて多少すっきりした蓮司は、一人でしたことがバレないようにしっかりと浴室を洗い流してから風呂を上がった。

　予想以上に時間がたってしまったが、リビングからは物音一つしない。もしや眠ってしまったのかと思ってそっと脱衣所から出れば、智絵がソファの前に座り込んでラグをじっと見つめている。よほど集中しているのか、蓮司に気付くこともない。

　智絵の隠している何かが見られるかもしれないと、蓮司は足音をひそめて背後から近づいた。

　智絵の肩越しに見えたその光景に足が止まると同時に思考も停止する。

　セクシーさを前面に出したような下着が二セット。

　照明を受けて艶やかに色めく紫。黒一色だが下着と呼ぶには怪しいブラジャーとレースがふんだんに使われているショーツ。

　ここに出しているということは当然智絵が身に着けるものだろう。それを想像するだけで、鼻の孔と下半身が膨らむ。

　蓮司は一瞬で理解する。

　智絵がどっちを身に着けるかで迷っているのだと。風呂に入る前の挙動不審な態度は、サプライズを狙ってのことだったのだろうと。

　どっちもきっと智絵には似合うに違いない。白い肌に映える下着たち。二つとも見たいが体は一つだ。

　ならばより似合う――よりそそる方を見たい。

　智絵の白い肌には黒ももちろん似合うだろう。もはや紐なのではないかと思えるブラジャーを着けた智絵を前にすれば、理性が吹き飛ぶに違いない。

　しかしやはりセクシーな紫の下着を着けてほしいと思う。艶のある布は当然手触りがいいだろう。布越しに尻を触り、そのままショーツの紐を外してはだけさせる。片方だけ外しても大事なところは隠されていて、そのチラリズムはたまらなく燃える。

　鑑賞し、触れて、嗅いで、舐めて。五感すべてを使って、その下着を着けた彼女を味わいたい。

「どっちが好き？」

　下着を見つめたまま、智絵が聞いてくる。

「……智絵には、紫が似合うと思う」

　答えた瞬間、智絵がもの凄い速さで振り向き、悲鳴を上げながら下着を体で覆い隠した。その様子に呆然とする。そして理解した。

　智絵はまた妄想で蓮司にいやらしいことをされていたらしい。

　蓮司は眉根を寄せて目を細めた。黒い嫉妬が蓮司の心に渦巻く。妄想の蓮司にはいやらしい下着を見せておいて、本物には隠すのかと。

「見た？」

　首だけでこちらを見上げる智絵に、蓮司は嫉妬を押し隠してにこやかに笑う。

「うん、見た。だから、智絵が身に着けてる姿を見たい」

　妄想の蓮司だけでなく、本物にも見せてほしい。智絵がいやらしい下着を身に着けたところをちゃんと見て、そしてしっかりと愛でたい。

　目を細めれば、智絵は狙われた小動物のように狼狽えた。頬を赤らめ、視線が彷徨う。その際に背中と形のいいお尻も揺れた。床に座ったままの態勢で下着を覆い隠しているので、お尻を蓮司に突き出すような形になっている。その姿が蓮司の劣情をこれでもかと煽ってくる。

　智絵の姿態を思い出すだけで何度もイける蓮司だ。本物が前にいたら我慢のきかない息子はすぐに興奮しだす。

　もう下着なんかどうでもいいから、この場で襲いたい。けれどセクシーな下着姿も見たい。

　下半身の欲望と妄想を現実にしたいという欲望が蓮司の中で葛藤する。理性そっちのけで欲望同士が争い出す。そしてその隙に智絵が下着を持って風呂場へと駆け込んだ。

　あっ、と思った時には脱衣所の扉が閉められていた。

　鍵が掛けられているわけではないので、開けることはできる。けれど蓮司はそれをせずに扉の前で智絵に語りかけた。

「智絵」

「は、はい！」

　焦ったような上擦った声が扉越しに聞こえる。

「紫、ね」

　何をと言わなくてもそれだけで伝わったのか、智絵から小さく了承の返事があった。蓮司はまたクックと笑うと扉に背を向けた。

　寝室の照明をつけ、いつもは暗めにしている設定を最大限まで明るくさせる。これで智絵の白い肌も下着も、そして秘められた場所の奥深くまでもがよく見える。

　ふと部屋の隅に置いてある物を見つけて蓮司は無意識にニヤリと笑った。このシチュエーションを智絵は喜ぶだろうか。きっと恥ずかしがって身悶えるに違いない。蓮司はそれをベッドからもよく見えるように配置して、ほくそ笑んだ。

　さらに枕元に置いてある箱の中身を確認する。小さな箱には小さな四角い袋がいくつも入っている。数を数えれば五個あった。

「五回分か……ククッ、これで足りるかなぁ」

　智絵がではなく、自分がである。

　蓮司はいやらしい笑みを浮かべて一人呟いた。
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　それからの数十分間は、ベッドの上でまるで修行僧のように無欲に徹していた。今妄想を膨らませれば、息子がまた勝手に暴れ出す。智絵相手なら何度イっても何度でも復活するだろうが、前を膨らませたまま待っている姿をやはり見られたくはない。

　あくまでもスマートで格好いい彼氏でいたい。内面にどれほど醜い欲望が渦巻いていようと、表面上は繕っていたい。お高く馬鹿なプライドであるが、それが男という生きものだ。

　カチャリと小さな音がして、寝室の扉が開いた。

　薄く開いた扉の向こうは真っ暗だ。誰もいないリビングの電気を消してから来てくれたのだろう。こういうちょっとした気遣いができる智絵が蓮司は好きだった。

　扉の向こうは暗く、一方寝室の照明はこれでもかというほど明るい。煌々とした照明のもとにいた蓮司では、扉の側にいるはずだろう智絵の姿は闇に紛れてよく見えない。

　パジャマも部屋着も脱衣所に持って行っていない智絵は、おそらく下着姿。恥ずかしがっているのか、なかなか部屋に入ってこない。

「智絵、おいで」

　そう促せば、扉の隙間から智絵が顔を覗かせる。小動物がしそうな仕草に思わず苦笑する。おずおずと部屋に入って扉を閉めると、ゆっくりとベッドに近づいてくる。歩くたびに胸が揺れ、太ももの紐も揺れる。その色と影が織りなす光景が美しく、そして艶めいていた。

　迎えるように蓮司はベッドの側に立つ。智絵はそんな蓮司を見上げて眉を下げた。

「変じゃない？」

「似合ってる」

「本当？　おかしくない？」

「もの凄く……綺麗だ」

　うっとりとそう言葉にすれば、智絵は即座に頬を染めた。

　智絵のそんな姿を余すところなく観賞しようと、蓮司は智絵の周りをゆっくりと一周する。

　細い肩に紫の紐。胸の大きさを強調するようなブラジャー。胸の先端が微妙に隠されていて、それでもすぐ下に息づいているのが伺える。ショーツの大事な部分だけを隠すかのように布面積の少ない布は、紫の細い紐で太ももに巻き付くようにして結ばれていた。白い尻が半分以上見えていて、思わずかぶりつきたくなる。蝶々の形に結ばれた紐の先を少し綻ばせれば、簡単に智絵の大事なところがあらわになると思うと堪らない。腰につけられたレースのガーターベルト。その先につけられた同じ色のストッキング。足を彩るそれは、色も相まって異常に色っぽく見える。

　なんとも男心をくすぐる、いやらしくて欲情を煽る下着だ。

「こんな色っぽい下着、買ったのは初めて？」

　性欲があり、自慰までしている智絵だ。一つや二つ持っていても不思議ではない。けれど智絵はそれにうなずいた。

「背が低いから、私には似合わないし」

　一度も買ったことがないと言われて、蓮司はほくそ笑む。

　今まで誰にも見せたことのない智絵の色めき立つ格好。その特別な艶姿を見ることができるのは蓮司だけだ。

「俺のために買ったのか？」

「蓮司さん、喜ぶかなって思って」

　堪らなくなって蓮司は智絵を抱きしめた。

「もの凄く嬉しいよ。綺麗で、可愛くて。食べてしまいたいくらい」

　腕の中にすっぽりと納まる小さな体。愛おしさが溢れて、ぎゅっと抱きしめた。

　智絵が蓮司を見上げる。興奮しているのか、その瞳が潤んでいる。堪らずその赤い唇に口づけた。唇を愛撫するように優しく、啄んでくすぐるように。

　軽い口づけを交わしながら、蓮司は智絵の胸をまさぐった。つるりとした布と、ざらついたレースの感触が手に心地いい。そしてその下には極上の柔らかさを持つ胸がある。手のひらで感触を確かめるように全体を揉む。

　智絵が甘い吐息を漏らした。その吐息を奪うように口づける。薄く開いた口から舌を差し込めば、応えるように智絵も絡み付いてくる。舌を巻き付かせ、互いの唾液を交換するように舐めとり、吸い上げた。

　左手で胸を愛撫しながら、右手は智絵の背中に添わせる。上から下へと降ろし、双丘を撫でてまた肩へと戻る。肩から腕、腕から手へと辿った右手が智絵の左手をぎゅっと握った。持ち上げて指先にキスをする。手の甲、二の腕、肩とキスの雨を降らせ、首筋に甘く噛みつく。軽く歯を立て、肌を通して官能を刺激する。

「ん……」

　小さく吐息を吐いて智絵が喉を反らせた。あらわになった喉にキスをする。首筋から鎖骨へと舌を這わせた。鎖骨の下、胸のふくらみが始まる場所へ蓮司は強く吸い付く。

「んっ！」

　そうして赤い痕をつける。白い肌に赤い花が咲いたように痕が残った。彼女が自分の所有物であるという証。それを蓮司はじっくりと舐め、そうしてまた吸い付いた。赤い痕がさらに色を濃くする。

　所有、独占、支配。智絵にそのすべての欲をぶつけるように赤い痕を転々と残す。鎖骨、胸、腹と花びらを散らせながらたどり着いた胸の頂。ブラジャーの布によって見えそうで見えない位置に蕾が隠れている。その蕾はすでに硬く立ち上がっていて、布をつんと押し上げている。ほんの少しずらせばすぐに姿を現すが、布から手を離せば隠れてしまう。構わず蓮司は布越しに蕾を口に咥えた。

「んあっ！」

　布ごと吸い付き、舌で愛撫する。そうすれば存在を主張するようにさらに硬くなった蕾は、布からわずかに顔を出す。吸い出すようにそれを取り出し、ねっとりと舌を絡めた。左右の蕾を可愛がりながら、蓮司はくすりと笑った。

「智絵みたいだ」

「え？」

「恥ずかしがって隠れているのに、愛撫したら顔を出す」

　智絵は真っ赤になってそっぽを向いた。ククッと笑って蓮司は愛撫を再び開始する。

　胸全体を優しく揉みほぐし、左右の蕾を同時に愛撫する。

　蓮司の攻めに反応する智絵の声が可愛くて愛おしくて胸ばかり愛撫していたら、智絵の手が自らの秘所に向かった。さらなる快感が欲しくて、自分でまさぐろうというのだ。

　その手が秘所に行く前に、蓮司は腕を取り上げる。自由に動けないようにしっかりと握り込んだ。

「俺が可愛がりたいのに、何をしてるんだ？」

「だって……」

「だって、なに？」

「……下も、触ってほしいんだもん」

　少しだけ不満そうな顔。唇を尖らせる愛らしい姿に蓮司は悶えそうになった。

　――なんだ、この可愛い生きものは。

　前回はやはりどこか遠慮があったのか、自ら腰を振ることはあっても自分の性器に触れたりはしなかった。今回は自分で快楽を追い求めて、かなり積極的だ。

「ここを触ってほしいのか？」

　蓮司は智絵の秘所に手を伸ばした。つるりとした布は薄く、触れただけで濡れているのがわかる。布越しにその場所を擦る。ジワリと蜜が溢れてショーツを濡らした。

「智絵、濡れてる」

「……だって、蓮司さんの指が」

「指が、なに？」

「き、気持ちいいから」

　爪を立てて擦れば、智絵は立ったまま腰をくねらせた。

　智絵の唇に吸い付いて、左手は背中と尻を上下に撫でる。右手はショーツの上から秘所をまさぐる。

「んんっ、は、ああぁ……ふぅ、ん」

　指を秘所に潜り込ませると、智絵の背中がびくりと震えた。ぴちゃぴちゃといやらしい水音が響く。智絵の口内を舌で犯しながら、蜜壺を指でかき回す。粘着質な水音がさらに大きくなり、智絵は膝を擦り合わせた。

　立ったままの愛撫に智絵の足ががくがくと震える。あまりの快感に立っていられなくなったらしい。

　蓮司は一旦愛撫の手を止めると、智絵をベッドに導いた。蓮司がベッドに寝転がり、その顔を跨がせるようにして膝立ちさせる。

「あの……蓮司さんっ」

　驚いた智絵が動こうとするのを、蓮司は智絵の太ももに腕を回して阻止した。

　いわゆる顔面騎乗位の態勢だ。蓮司の目の前に智絵の秘所がある。つるりとした布は蜜がしみ出したために色が変わっていた。

「凄く濡れてる」

「だって……」

「俺の指が気持ちいいから、か」

　白い太ももにピンクの紐が食い込んでいる。その片方の紐を、蓮司はほどいた。はらりと布がはだける。現れた花弁は蜜で濡れていた。その花弁にそっと指を添わせる。上下に動かしながら、少しずつ奥へと進める。

「あ、あっ、ああ」

　蜜が指にまとわりついて手の甲を伝って流れ落ちる。花弁の奥からくちゅくちゅと水音がする。その場所を覗くべく、蓮司はひらひらとした花弁を両手で押し開いた。

　一番明るくなるように設定した光の下に、その光景がはっきりと露になる。幾重もの花弁の奥に美しいピンク色が見えた。もっと良く見えるようにとさらに広げる。照明の元、キラキラと輝く蜜を滴らせる秘められた場所。

「やだ、そんなに広げないで」

　戸惑ったような智絵の声が聞こえる。蓮司は構わず花弁を広げ、開いたその根元へ指を這わせた。ぬるりとした液体が指に絡み付き、それを潤滑剤にして様々な場所を指で丹念に探る。

「奥から溢れてくる」

「あっ、んん……だから、それは指が」

「気持ちいいのは、指だけか？」

　言って蓮司は智絵の蜜が溢れる泉を舌で舐めとった。

「ひぁ、ああぁっ」

　甘い蜜をすべて吸いつくすように舐めとって、蜜が湧き出る泉の奥にも舌を差し入れた。舌先を固く尖らせて奥まで差し込み、中でうごめかせる。

「やっ………あ、ああっ……ずるい、蓮司さんばっかり」

　何がずるいのかわからない蓮司は智絵の言葉に苦笑する。だが次の瞬間、蓮司は呻きを上げてぐっと眉根を寄せた。

　蓮司の下着は膨らんだ欲望によって押し上げられていた。それを下着越しに智絵が撫でたのだ。ただそれだけの行為なのに、快感が頭から足先まで走り抜ける。

　蓮司の目の前に智絵の秘所があるように、智絵の目の前にもまた蓮司自身がいるのだ。手が届き、口が届く場所に。

　智絵を愛撫することに夢中で忘れていた。智絵は恥ずかしがり屋だが、決して経験がないわけではない。それの扱い方も知っているだろう。

　蓮司の滾りを下着から取り出して、智絵がそれに唇を寄せた。温かな吐息がかけられ、熱い舌がそれに巻き付く。

「……ぅくっ」

　ぬるりとした感触に蓮司は快楽の呻きを上げた。そのまま唇を滑らせて形を辿っていく。長い幹に舌を滑らせ、根元まで行きつくと今度はねっとりと舐りながら上へと戻る。頭頂部を咥えられて快感が一気に蓮司の背筋を駆け抜ける。ちゅるっと音をさせて咥えられる剛直。熱いほどの口内に迎え入れられて、思考が快楽に染まる。

「蓮司さん」

　うっとりとした声音で智絵が囁く。熱くうごめく舌が敏感な先端を探り、柔らかな唇がくびれを上下に擦る。

　正直に言えば、智絵がしてくれている行為は嫌いではない。が、今までそうしてくれた女性の表情を思い出せば、智絵にはやってほしくない。

　蓮司のものは太く大きい。それを口に咥える女性は総じて苦しそうな顔をする。大きく口を開けて奥まで差し込み、苦しげに顔を動かす。快楽を伴う行為ではあるが、あまり強要したくない行為でもある。特に智絵は全体的に小さい。口も当然小さく、蓮司のモノを咥えるのは辛いだろう。

　気持ちよくさせたいと思っている相手に、苦痛を与えたくない。だがやめろと言っても智絵は聞かないだろう。

　ならばやることは一つだ。

　智絵を快楽に淵に落としてしまえばいい。蓮司を愛撫できないほどの快感を与えてやればいい。

　蓮司は本格的に智絵を攻め出した。

　両方の指の一本一本をバラバラに動かして、様々な個所をさすったり押したりする。薬指で花弁を押し開きながら、中指は智絵の泉の奥深くを探る。人差し指と小指で泉の中と外をくすぐるように動かした。そして親指は花芽をじっくりと攻める。

「んん！　ん、んむっ………んふぅ」

　咥えたままでは喘ぐこともできない。唇の震えが剛直に伝わって蓮司の快楽を呼び起こす。腹筋に力を入れて快感を逸らせつつ、蓮司は親指で花芽の皮を下に引っ張り下ろした。赤く光る小さな粒が現れて、蓮司を誘うように煌めいている。そこに舌をあてがった。

「んんんっ！」

　ピチャッと粘着質な水音をさせて、ノックするように何度もそこに固くすぼめた舌を押し当てる。智絵の腰が妖しく揺らめき、快感に震える。しかし何度もそうすることで、快感にも慣れが来る。その慣れた頃合いを見計らって、蓮司は舌を小刻みに動かした。擦り付けるように、最小限の動きで小さな粒の上を何度も往復させる。

「ふっ、んん………んっ！　ぁあああっ、蓮司さん！」

　智絵が耐えきれなくなって唇を離した。狙いすましたようにまたパターンを変える。追い詰められて、智絵は激しく首を振りながら嬌声を上げる。なのに、手は蓮司の剛直から離そうとしない。

　蓮司は花芽に思い切り吸い付いた。

「ひっ、や……ん、あああぁぁぁっ！」

　ビクビクと震えて、智絵は絶頂を迎えた。体が硬直し、そうしてゆっくりと蓮司の上に倒れ込む。快感の余韻が体に残っているのか、幾度もぴくぴくと震える。

　蓮司はほんの数秒攻撃の手を止めたが、すぐにまた攻めに戻る。

　攻めるパターンを変えながら智絵を絶頂に追いやり、蓮司自身に意識が行かないように攻めまくる。

　舌先で円を描いてじっとりとしつこく舐めとり、リズムを刻むようにペタペタと叩き、ねっとりと舌を這わせた。時には吸い付き、唇で食み、歯を当てる。指はもちろん休みなく泉をまさぐり、溢れた愛液は蓮司の上に降り注ぐ。

　蓮司が指と舌を止めたのは、智絵がイキすぎて意識がもうろうとしてくる頃だった。

　智絵の下から抜け出した蓮司は、智絵の背後から耳元に唇を寄せた。

「智絵、俺の指と舌はどう？」

「……気持ち、よすぎます……」

「気持ちいいのは指と舌だけ？」

　智絵の蜜口に蓮司は膜をかぶせた剛直を擦り付けた。くちゅりと智絵の蜜が音を奏で、蓮司を迎え入れる準備ができていることを教えてくれる。すりすりと何度も入り口をくすぐる。智絵が早くと腰を揺らめかせる。

「あ……やっ、蓮司さん。焦らさないで」

　何度も絶頂を迎えたのに、まだ欲しがっていることに蓮司は苦笑する。与えられた快楽を素直に感じ、そして貪欲に求める。

　蓮司は応えるように腰を進めた。

「ああっ」

　くびれた頭部で中を引っかくように軽く前後に揺すれば、智絵は首を振って快感を享受する。入り口近くをずっとウロウロしていると、智絵がちらりとこちらに視線をやる。

　潤んだ瞳が、上気した頬が、少し開いた唇が、蓮司を欲しいと訴えている。

「もっと奥まで入れてほしい？」

　ニヤリと笑って聞いてみれば、即座に智絵はうなずいた。そのまま奥に攻め入るのもいいが、焦らしていやらしく欲しがる様も見てみたい。

　蓮司はほんのわずかに腰を進め、また引いた。入口をくすぐればくちゅくちゅと粘液がいやらしい旋律を奏でる。

「ん、あ……もう、や……もっと、奥に欲しい」

　言いながら智絵は結合を深くしようと、自分から尻を突き出した。何の抵抗もなく埋まっていく剛直が、智絵から湧き出る蜜の多さを物語る。自分の攻めで感じて啼いている智絵を、それでももっと啼かせたい。

　蓮司は焦らすのをやめて、奥深くまで一気に挿し貫いた。

「あうっ」

　パンッと肉がぶつかる音と、智絵の苦痛ともとれる激しい快楽の声が上がる。智絵の腰を引き寄せてガツガツと奥を攻める。

　栗色の髪から見える白いうなじ。そこから緩やかな女性らしい曲線を描く背中。細い腰、丸い尻。そのすべてが美しく、愛おしく、そして淫靡に白く輝いていた。

　奥を攻めるたびに揺れる胸を下から支えるように揉み上げる。感じて身を固くする蕾を親指と人差し指でほぐすように摘まんで引っ張った。

　智絵は甘い痛みに啼いて、鋭い攻めに喘いだ。

「蓮司さん、も……イ……きそう」

　智絵が息も絶え絶えにそう口にする。蓮司は右手で胸を弄りながら、左手は二人が繋がっている場所を探る。そこにひっそりと、しかし己の存在を主張するように赤く充血する花芽を見つけて軽く爪で引っかいた。

「ひっ！　あああぁっ！　それ………気持ちいい」

　突然訪れた強烈な刺激に、智絵は反射的に蓮司から逃げる。その腰を掴んで引き寄せ、蓮司はさらに智絵の奥へ攻め入る。もちろん左手は花芽に添えられたままで、さらなる快感を智絵に与え続ける。

　嬌声を上げて智絵が背を反らす。ビクビクと体が震え、肉壁が蓮司を絞り上げる。しかし構わず蓮司は智絵の中を攻め続ける。

　達した直後の体は敏感で、止まらない律動に再び智絵が嬌声を上げる。

「ああぁぁ、気持ちいい！　蓮司さん、凄い……また、イッちゃう！」

　花芽を剥かれて達し、中を擦られて再び達する。そうして休むことなく与えられる快楽に、智絵の腕から力が抜けてベッドに倒れ込んだ。

　しなる背筋に舌を這わせる。しっとりとした汗は蓮司の舌には甘く感じられた。夢中で舐り、吸って赤い花びらの跡を残す。

「もっと、感じて。俺を」

　耳元で囁けば智絵が肩をびくりと震わせた。乱れた髪の奥から黒い瞳が蓮司を見上げる。涙に濡れ潤んだ瞳は蓮司の欲情を刺激する。

　ぎりぎりまで抜いた剛直を一気に奥まで押し込む。熱く柔らかな智絵の中が蓮司を容赦なく締め上げる。ひだの一枚一枚が蓮司を感じて震えていた。それを擦り上げると智絵が啼いて泣く。

　欲望に支配され、理性は欠片も残っていない。欲望のまま智絵を揺らし、蓮司は薄い膜の中へ自分自身を解放した。

「はっ……ぅあぁ………」

　一滴残らず吐き出して、蓮司は力を抜いた。乱れた呼吸は数瞬で戻り、智絵の中から自分を引き抜く。力をなくした剛直に透明な蜜がまとわりついて、智絵と蓮司を繋ぐ橋が架かる。その橋がぷつっと切れて蜜が流れ落ち、智絵の白い太ももを濡らした。

　明るく照らされたその場所がぬらぬらと光っている。片方だけ外れたショーツの紐が卑猥さを増大させている。そこからちらりと見えるピンクの秘裂。いまだにひくひくと震える花弁。

「蓮司さん……」

　甘えるような掠れた声で名を呼ばれ顔を上げると、うっとりと夢見心地の智絵が蓮司を見ていた。

　その瞳を見た瞬間、体中の血が沸騰したかと思うほど一気に欲情が高まる。欲望に汚れた膜を捨て、再び硬くそそり立つ剛直に新しいものをかぶせる。

　渇きを癒すように智絵にキスを求め、彼女の口内を味わい唾液で喉を潤す。智絵の太ももに熱い塊を擦り付けると、智絵の指がそれに巻き付いた。

「欲しい……もっと、いっぱい」

　智絵のおねだりに、蓮司は再び智絵の中へと入り込んだ。硬さを取り戻した強直を擦り付けるように抜き差しを繰り返す。奥を突くたびに智絵が可愛く甘く啼く。目を閉じて蓮司の攻めを享受する智絵が可愛くて仕方がない。

　奥深くまで突き、かき回し、壁を擦り付けた。

　智絵と繋がったままベッドに腰かけるように座り、蓮司は腰をうごめかす。智絵は蓮司の胸に甘えるようにもたれかかり、小さく啼く。

　髪を撫で、首筋に唇を寄せた。智絵の背後から腕を回して大きな胸を中央に寄せるように揉む。先端同士が擦れ合って、智絵は喘いだ。

「智絵、見てごらん」

　蓮司は背後から智絵の耳元でそう言って前を示す。導かれるように視線を上げた智絵が、前方にある物を見て目を見開く。

　普段は部屋の隅にある姿鏡。全身を映し出す鏡には、今は智絵と蓮司が映りこんでいる。

　繋がっているところがよく見えるように智絵の足を開かせた。太い強直を受け入れている智絵の秘所。ぬらぬらと光るそれを智絵の中に押し込む。蜜が溢れて二人の足を濡らした。ショーツが足首にかかっているのがまたいやらしい。それを見て智絵が首元まで真っ赤に染め上げた。

「いやらしい顔してる」

「やだ、恥ずかしい……」

　視線を逸らす智絵の顎を捕らえて鏡に向き合わせる。蓮司はククッと笑って腰を揺らめかせた。

「あっ、ああ………ふっ……んぁ」

　真っ赤な顔をして悶える智絵に見せつけるように大きな胸を揉み、先端を摘まむ。体中に手を這わせて官能を引き出していく。羽根のように軽くソフトに触れる指に、恍惚とした表情で乱れる。腰を打ち付ければ蜜が溢れて蓮司を濡らした。

「ここ、見えるか？」

　二人が繋がっている場所を指で示す。智絵は赤い顔をしてコクコクうなずく。

「俺のを咥えこんで、喜んでる」

　垂れた蜜を掬い上げて智絵の肌に擦り付けた。繋がっている部分を確かめるように、周りをゆっくりと指で辿っていく。剛直が出入りする感触が指に伝わり、その卑猥さに唇をゆがめた。

　蓮司の指も舌も剛直も、すべてが智絵のためにある。逆に言えば、智絵のすべても蓮司のものだ。

　大きく揺れる胸も甘い声も奥でひっそりと息づく花芽も。茂みをかき分け、よく見えるようにと秘裂を広げて皮を剥き、赤い芽を晒す。鏡に映っている智絵は白い肌を赤く染めて蓮司の上で快感に震えている。その姿は淫らで、そして美しい。

「興奮してるんだ。こんなに充血させて。いやらしい子だな、智絵は」

　囁けば智絵の肌が一層赤く染まる。その智絵の露出した小さな赤い実を指で擦り上げた。

「あああぁぁぁっ!!」

　智絵が体をビクビクと震わせ嬌声を上げる。たっぷりと蜜を纏わせた指の腹で、じっくりと花芽を撫でまわす。円を描くように優しく上下に撫で、突き、押しつぶす。

　触れている体から熱と震えが伝わり、それが智絵の限界を教えてくれる。

「何度でもイけ」

「いっ、ああっ………んっあああぁっ！」

　声に導かれ、甲高く鳴いて智絵がまた達した。もう何度目になるかわからない絶頂。流れる汗は智絵の内包する熱を表していた。

「ん……蓮司さん」

　その震えが止まってから、智絵は自ら腰を動かした。ぎゅっと中が締まったまま動かされて、蓮司は思わず熱い吐息を吐き出した。

「今度は、蓮司さんが気持ちよくなって」

　蓮司を飲み込んだまま上下に動かして快楽を誘う智絵に、蓮司は熱いため息を漏らす。ゆるゆるとした快感が智絵から与えられる。後ろから抱きしめていた智絵を解放し、そのままベッドに仰向けに寝転がった。智絵は自由を得たとばかりにリズミカルに動き出す。

「蓮司さんが気持ちよくなる番」

　そう言いながらも智絵は眉を下げて喘ぎ声を漏らす。それはこちらが攻められているのに攻めているように錯覚してしまう。動かず智絵がくれる快感に浸ろうと思っていた蓮司は苦笑すると、智絵の動きに合わせて下から腰を突き上げだした。

　やはり攻められるより攻めたい。

　ゆっくりとした動きの中でも最奥を幾度も穿たれ、蓮司の番だと言った智絵が呼吸を乱す。

「あ、やっ……蓮司さん、待って」

　智絵が急に動きを止めた。足の上に跨った智絵が動かないと、蓮司も動けない。その間に智絵は呼吸と上がった熱を下げるように深く息をつく。蓮司は不満げに目を細めた。

「俺の番なんだろ？」

　鼻を鳴らして蓮司は自らの腰を反らせるように持ち上げる。浮いた智絵の細い腰を支え、蓮司は猛然と腰を打ち付けだした。激しい攻めに智絵が首を振って嬌声を上げる。速く、深く攻め入られ、気持ちよくて苦しくて智絵の目じりから涙が零れ落ちた。

　欲望に忠実に従う蓮司より智絵が先に音を上げた。甲高い声で叫び絶頂を迎える。体を震わせて余韻に浸ろうとする智絵を、構わず蓮司は下から攻め続けた。

「ひっ、ぃあっ！　ああっ……気持ちいい、蓮司さん。また……」

　肩越しに振り返って智絵が見下ろしてくる。泣き濡れた瞳に紅潮する頬。汗の流れる背中に揺れる白く大きな胸。

　煽っているとしか思えない智絵の姿。危険な光が瞳に宿り、蓮司の唇から低い声が漏れた。

「まだ俺の番は終わってない」

　智絵の体を支えたままいったん強直を抜いた。不満げな顔で見下ろしてくる智絵に、ニヤリとした笑みを返す。

　智絵立たせ片足をベッドにかけさせた。細い腰を支え、立ったままの智絵の秘所に強直を突き立てる。

「んっ、あああぁぁっ」

　繋がった部分から水音が響き、蜜がぽたぽたと落ちた。

　蓮司と智絵の身長差は四十センチほどもある。当然腰の位置は蓮司の方が高い。下から突き上げれば智絵の床についている足が浮く。蓮司の強直が智絵のさらに奥深くまで届いた。

　必死で爪先立ちながら蓮司に縋り付いてくる智絵の体を揺さぶる。最奥のさらに奥をゴツゴツと強直の先端が擦り付ける。

　智絵が啼いて首を振る。達してぐったりした智絵を抱え上げ、さらに攻め入った。

　絶頂直後の体は敏感で、びくりと体が大きく震える。その腰を両手で支え持つと、蓮司は猛然と腰を打ち付けた。突き上げるたびに智絵の尻がプルンと震え、同時に嬌声が上がる。弾んだ息を整える暇もなく攻められて、智絵は襲い来る快楽をやり過ごそうと首を振る。が、それで逸らせるはずもなく、あっという間に体は高みへと昇っていく。

「蓮司さん！」

　ひときわ甲高い声を上げて智絵が啼き、蓮司を締め付けた。高まった熱が外へと排出される快感は何物にも代えがたい。

　蓮司は快楽の声を上げて欲望を吐き出した。

　一滴残らず吐き出して、蓮司はようやく智絵をベッドに降ろした。気怠い体を横たえると智絵がすり寄ってくる。それを抱き寄せて頬に唇を寄せた。

「好き」

　ぽつりと呟かれた言葉に蓮司は笑みをこぼした。

「愛してる、智絵」

　思いの丈を口にして、蓮司は再び智絵を抱きしめた。頭の隅であと幾つゴムが残っていたのかを冷静に計算しながら。






三章　画面の向こう
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　ちらりとスマホを横目で見る。画面は真っ暗で、何の着信の知らせもない。視線を雑誌に戻して記事を斜め読みしながら、またちらりと横目で見る。

　何度も繰り返している行動に、自分でも呆れてしまう。

　蓮司の仕事が立て込んでいて、数週間会えていない。頻繁に来ていた連絡も、途絶えて久しい。忙しくなるとは聞いていたが、電話もメールもできない状態なのだろうか。

「会いたいなあ」

　全く頭に入ってこない雑誌を放り出して、智絵はベッドに横になった。スマホの画面は相変わらず真っ暗で、智絵はため息を吐いた。

　合鍵を持っているし土日に夕食ぐらい作りに行こうかと思うのだが、蓮司は休みの日でも家に仕事を持ち帰ってくる時がある。

　蓮司は企業のシステムの開発から運用までを担っている。特に携わっている企業のシステム更新は会議や出張で時間を取られ、システム開発に集中できない場合がある。そういった時には出社する時間も惜しんで自宅で仕事をするのだ。プログラム構築作業はパソコンがあれば自宅でもできる。またその作業はたいてい繊細で、集中力がいる作業だ。そこに智絵がいたら邪魔だろう。

　蓮司の側にいたらくっつきたくなる。触れたくなる。そして触れれば、体が勝手に疼き出すだろう。

　蓮司の手が与える快楽は智絵の心も体も虜にした。トロトロに溶けるまで愛撫されて、熱い杭で穿たれる。智絵が何度イこうとも、休むことなく与えられる快感に翻弄され攻められる。

　今まで付き合ってきた男性たちとは違う。智絵が何度求めようと応えてくれる。求めれば求めるほど深く刻まれる快楽。

　それを知っている体は、蓮司を前にした瞬間から期待するように小さな欲望の火を体の奥に灯す。触れられる前だというのに体が熱くなり、恥ずかしさで赤くなる。けれど蓮司はそんな智絵を可愛いと言ってくれる。

　智絵を甘えさせてくれる蓮司に、しかし甘えっぱなしではいけないと思う。だから蓮司のマンションにも行かないし、こちらからは連絡をしない。蓮司の仕事が落ち着けば、きっと向こうから連絡が入るはずだから。

　それを信じて待っているのだが、気付けば数週間たっていた。

「声だけでも聞きたいなぁ」

　スマホを手に取って電話のアプリを開き、それから思い直してスマホを置く。またスマホを取って、着信がないかを確認する。

　当然何の知らせもなく、嘆息して智絵はスマホを放り投げた。

　スマホがベッドに落ちた瞬間、画面が明るく光った。思わずひっ掴んで画面を見るが、待ち受け画面には何の表示もなかった。落ちた拍子にたまたま電源ボタンが押されただけだったようだ。

「はぁぁぁぁ……」

　期待していただけに落胆も大きい。深いため息が知らず漏れて、またスマホを放り出す。

「蓮司さん」

　名前を呼んで目を閉じる。そうすれば瞼には背の高い男性が浮かび上がる。真顔だと少し冷たい印象の蓮司。獲物を前にした猛禽類のように鋭い瞳が、智絵の前でだけは優しくなる。それでも目力があって見つめられると逆らえる気がしない。

　普段優しい蓮司だが、睦みごとの時は少しだけ意地悪になる。智絵が困っている姿を見ては唇の端を上げて笑っている。

　征服欲、支配欲、独占欲。それらを得られて満足そうに笑む。まるで王者のような姿は、一企業を支える社長ならではなのだろうと思う。そして智絵はそんな蓮司に支配されたいと思ってしまっている。

　心も体も全部、蓮司のものでありたい。

　大きく実ったこの胸も、すぐに濡れてしまう我慢のきかないあそこも。

　無意識に手が伸びて、胸を弄った。想像だけで胸の突起は硬くなっている。当然下も濡れているだろう。手を伸ばして触れれば、湿った感触が指に伝わった。

　しばらく自慰をしていない。自分の指では蓮司のものほど気持ちよくはなれない。それでも我慢できなくて数日置きに自分で自分を慰めているのだが、やはり蓮司の指でないと本当の快楽は得られない。

「はあぁ」

　吐き出す息は熱く、すでに体の中に快楽の火が灯っている。胸を揉む手が淫猥さを増し、指は先端をくりくりと捏ねる。

　智絵は一旦自慰の手を止め、ベッドの下を覗き込んだ。蓋つきのＤＶＤボックス。木目調の落ち着いたその箱の蓋を取れば、智絵の秘密道具が出てくる。

　緑色のそら豆のような形をした手のひらサイズのローター。男根を模した黒いディルド。いくつものくびれがあるバイブ。

　最近のアダルトグッズは、そういった店に行かなくともネットショッピングで簡単に手に入る。十八歳以上であることを満たしていれば日用品のように手軽に自宅に届けてくれる。しかも、伝票の商品情報欄には自分で選んだ表記が使える。配送業者にも中身がなんであるかを悟らせない仕組みになっていて、プライバシー保護を重視している店舗も増えてきていた。

　セットで買ったものもあり、購入したまま使われていないグッズもある。男性用コックリングやローション、拘束用の手かせなどがその最たるものだ。捨てるのも躊躇われ、愛用のものと同じ箱に入れて丁寧にしまわれている。もちろん、すべてしっかりと洗ってあり、消毒も済んでいるものばかりだ。

　智絵はローターを手に取って、しばらく眺めてからまた箱の中に戻した。

　蓮司と体の関係をもつ前にはよく使っていたグッズ。しかし、蓮司の甘く痺れる、そしてしつこいほどの攻めを体感した後では、あまり魅力を感じなくなっていた。

　熱くうねる舌。吸い付く唇。繊細な動きをする指。そのどれもが機械では到底真似できない巧みな技だ。

　智絵はため息を吐いてスマホに視線をやる。画面は沈黙したままだ。

「会いたい………会いたいよぉ」

　言葉にすればさらに会いたくなる。

　無理をしているだろう蓮司を癒したい。疲れている蓮司を甘えさせてあげたい。実際に会えば智絵の方が癒されるし甘えてしまうに違いない。蓮司はいつもそうして智絵を優しく包んでくれる。だからこそ、こんな時はくらいは尽くしたかった。

　けれどきっと会えば求めてしまう。確かめるように抱きしめ合って、体を重ねてしまう。妄想ではない蓮司をもっともっとと欲しがってしまう。

　冷たい形だけのディルドや単調な動きだけの機械ではなく、温もりのある体を抱きしめて、気持ちよくなりたい。そして気持ちよくなってほしい。

　好きだから触れたくて、好きだから体を繋げて一つになれることを実感したい。けれどそれは叶わない。

　智絵は箱をベッドの端に寄せると、そこにまたあおむけに寝転がる。いまだ体の中で燻っている欲望の火は収まることなく、智絵を快楽へと誘っている。

　たわわな胸を揉めば、すぐに甘い吐息が漏れた。小さな灯はやがて全身を熱くさせるほど大きくなり、智絵は性欲のままに手を動かす。

《ここ、もう硬くなってる》

　妄想の中の蓮司が智絵の耳元で囁く。智絵は甘えた声を出した。

　片方の手で胸を愛撫しながら、もう片方の手はショーツの中に潜り込む。秘裂を辿る指に蜜が触れ、そこがすでに十分潤っていることを教えてくれる。

　くぷりと指が中へ滑り込む。温かく湿った感触。指を抜けば、蜜が溢れた。その蜜で指を十分に濡らして、そっと花芽に触れる。

　一気に快楽が押し寄せて、胸の突起が硬く立ち上がる。布越しでは我慢できなくなって、智絵は部屋着をたくし上げた。ナイトブラを外せば、大きな胸が外気に晒される。硬くなっている先端を直に指で押しつぶしながら、花芽を撫でる指も止まらない。

《いやらしいな、智絵は》

「んんっ、蓮司さん……」

　蓮司は智絵を愛撫しながらキスを繰り返す。応えるように唇を尖らせるがそこに触れるものはもちろんない。代わりに指を唇に触れさせた。指を舐めて湿らせ、それを唇に押し当てる。

　花芽を弄る指が速くなる。同時に得られる快楽も増える。片手だけでは足りなくなって、智絵は両手で秘部を愛撫し始めた。左の指で花芽を擦り、右の指は蜜壺へと侵入させる。

　挿入される感覚に、智絵はのけ反った。蓮司とモノと比べると頼りなく細く、そして短い。それでもそれを出し入れさせる。

「あ、あ、あっ」

　リズミカルに動く指に体はどんどん熱くなり、蜜がとめどなく溢れる。ぐちゅぐちゅと水音が部屋に響き、智絵の呼吸も荒くなる。

「んあ、ああっ。蓮司さん」

　想い人の名を口にして、一気に快楽へ突き進んだ。

　瞬間――

　スマホが煌々と光を灯し、震え始める。流れる曲が電話の着信を告げていた。しかも、その曲は蓮司専用にしているもので、当然画面には《練馬蓮司》と表示されている。

　即座に秘裂から指を引き抜く。慌てふためきながらスマホを手に取って通話ボタンを押した。切れる前にと急いでいたため、自慰の途中だということも指が蜜で濡れていることも気にしている余裕はなかった。

「も、もしもし」

　スマホを耳に押し当てて電話に出る。が、向こうからは何も聞こえない。

「もしもし？」

　何かの拍子で間違えて電話をかけてしまったのだろうかと嫌な考えが頭をよぎる。けれど、間違いだろうとなんだろうと、蓮司の声やため息の一つでも聞こえたらと息を詰めて耳を澄ます。

　そしてややあってから、小さく震えるような吐息が聞こえた。

『…………智絵の声だ』

　スマホから聞こえる低く耳に心地よい声。鼓膜を震わせる声は、智絵の胸も震わせた。間違いではなかったことに安堵する。声が聞こえた喜びがじわじわと心に広がっていく。

『ごめん、こんな遅くに。一番手のかかる作業が今終わって一息ついたら、智絵の声がどうしても聞きたくなったんだ』

　時計を見れば、いつの間にか深夜一時だ。少し疲れたような蓮司の声に、智絵は嬉しさを感じるよりも心配になった。無理をしているのではないだろうか。電話をしている場合ではないのではないだろうか。早く切って、休んだ方が体のためになるのではないか。

　明日は日曜日で、智絵はゆっくりと眠ることができるが、まだ仕事が残っているだろう蓮司はおそらく明日もパソコンに向かうだろう。

「蓮司さん、無理しないで。疲れてるなら、早く休んだ方がいいよ」

『疲れてる。けど、智絵の声が聞きたくて。どうしても聞きたくて……』

　蓮司のその言葉に、心臓がキュッとなる。声が聞きたいと思っていたのは智絵だけではなかったのだ。

「私も、蓮司さんの声聞きたかった」

『声だけ？』

「…………本当は、会いたい」

　ほんのわずかなわがままを言う。深夜一時に会えるわけがない。電車の終電の時刻は過ぎている。タクシーを使えば時間もお金もかかる。疲れている蓮司を車で来させるなどもってのほかだ。

　それでも智絵は思わずそう答えていた。

『俺も会いたい』

　同じ気持ちだと知って、泣きそうなほど嬉しい。智絵はもっと蓮司の声が聞きたくて、スマホをぎゅっと耳に押し当てた。

『だけど会えばきっと触れてしまう。触れれば歯止めがきかなくなる』

「うん」

『………出張、会議、テレビ会議、出張。くそっ、なんでこんなに会議だらけなんだ』

　手帳をめくる音と滅多に聞くことのない蓮司の舌打ちが聞こえる。会う時間を捻出しようにも、その時間すらないことにイラついているのがわかって智絵は声をかける。

「大丈夫。ずっと待ってるから」

　蓮司は智絵をずっと待ってくれていた。それを思えば、数週間くらいどうということもない。

『智絵不足だ。会って、抱きしめたい。でも触れたらきっと、止まらなくなる。一日あっても足りない』

　一日中愛されることを想像して、その甘美な時間に体の奥が疼く。左手が勝手に秘所に向かい、花芽に触れた。小さな甘いため息が漏れる。

『智絵は、今何してる？』

　クックと蓮司の笑い声が響く。それは蜜ごとの時によく聞く蓮司の攻めの声。

『一人エッチ？』

　耳から脳に直接言葉が刻まれて、頬が熱くなると同時に体中が疼いた。さきほど絶頂できずに途中で手を止めたために体は不完全燃焼状態で、妄想しなくても勝手に熱くなる。

「し、して……ました」

『そうか。いやらしい智絵は、自分の胸とかあそことかを指で触ったりしてるんだ』

「…………」

『ああ、いやらしいグッズも持ってたね。それ、使ったんだ』

　蓮司の声にちらりとベッドの端に追いやられたボックスに目をやった。蓮司は智絵の性癖を知っている。ここで嘘をついてもバレるだろう。なので正直に答えた。

「……うん」

『ふ～ん』

　ぞくりとするような低い声が聞こえてきて、智絵の心臓が一段跳ねる。

『それで俺とそのオモチャと、どっちが気持ちいいんだ？』

「それは…………蓮司さんがいい」

　思わず答えてしまってから、智絵は恥ずかしくなって目を伏せた。くすくすと笑う蓮司の声が耳にくすぐったい。

『智絵、スマホを顔の前に掲げてみて』

　首を傾げながらも智絵は蓮司の声のままスマホを顔の前に持ってきた。そこに映っているのは通話中の文字ではなく、蓮司の顔だった。








２






「え？　蓮司さん？」

『うん。智絵の顔が見えた』

　ククッと画面越しに笑う蓮司。一昔前のホームビデオのようなぎこちない動きに智絵は戸惑う。

　テレビ電話というものは知っていた。知識としてあるだけで、使ったことは一度もない。動きがぎこちないのは智絵の使っているスマホの機種の問題だろうが、そんなことは一瞬でどうでもよくなった。

　目の前に蓮司がいる。嬉しくてたまらなかった。数週間ぶりの蓮司は少し疲れた顔をしている。それが破顔し、そして瞳がゆっくりと細められる。

『乳首、立ってる』

　言われてハッと自分の姿を見下ろす。

　自慰の際、胸の突起を直接触るためにと部屋着をたくし上げていたせいで、ナイトブラから大きな果実が零れ出ている。慌てて部屋着を下ろして衣服を整えるが、なかったことにできるはずはない。

　蓮司の声が聞けて、蓮司の姿が見られたことに舞い上がりすぎて、自分が今まで何をしていたのかをすっかりと忘れていた。

　瞬時に真っ赤になった智絵に蓮司が意地の悪い笑みを浮かべる。

『俺の可愛い恋人は、一人で気持ちよくなろうとしているわけだ』

「だって……我慢できなくて」

『いやらしくて、いけない子だな。智絵は』

　蓮司が画面越しに智絵を見つめる。その瞳にある光は淫靡で、ベッドで睦みあう時にする危険な目だ。欲情の視線を向けられて、智絵の心と体が騒いだ。

『して見せて』

「え？」

『智絵が気持ちよくなってる姿を見たい』

「そ、そんなこと……」

　できないと首を振れば、蓮司は目を細めた。

『まずはキス』

「え？　そんなのどうやって」

『こんな風に……』

　蓮司の顔が画面に近づく。蓮司の唇が画面いっぱいになった。ちゅっと唇で音を鳴らしてそれは離れていく。

　智絵はそれこそ真っ赤になった。画面越しとはいえ、蓮司にキスされた。リップ音が耳に残っていて、もっとしてほしいと本能が智絵に訴えかけている。

『ほら、智絵』

　促されて、智絵は画面に唇を近づけた。画面の冷たい感触が唇に触れる。人の温かさや柔らかさなど感じない。それでも唇には自分以外が触れた感触が残る。

「蓮司さん」

『智絵のキス顔、そそられる…………抱きたい』

　蓮司が切なげな声を上げた。

　智絵も心底蓮司に抱いてほしいと思った。ぎゅっと強く抱きしめて欲しい。いっぱい愛してほしい。心も体も温めてほしい。

　画面の向こうから、カチャカチャと音がする。衣擦れの音がして、蓮司の顔がスマホから消えた。

「！」

　画面に映ってモノを見て、智絵は息を呑んだ。

『わかるか？　俺がどれだけ智絵を欲しがってるか』

　そそり立つ剛直。部屋の煌々とした電気に照らされたそれは、雄々しく立ち上がっている。長く太い側面には血管が浮いていた。見ただけで熱く滾っているとわかるそれから智絵は目を離せない。

『このままじゃ眠れない。智絵もそうだろう？』

「……うん。蓮司さんが欲しい」

　自然と出た言葉だった。画面に人差し指で触れる。つるりとした画面越しでは蓮司のそれに触れられるはずもない。それでも智絵は画面を撫でた。

　画面の向こうで、まるで智絵が撫でているように蓮司の剛直の側面を指が滑り降りる。武骨なそれは蓮司の指だ。頭ではわかっていても、智絵にはそれが自分の指のように思えた。

　触れる指を増やせば、向こうの指の本数も増える。蓮司の熱を含んだ吐息が聞こえると、本当に触っているような錯覚に陥った。

『智絵のも……見せて』

　声に導かれるように、部屋着の裾をたくし上げる。慌てて隠したために、ナイトブラはそのままで、裾を上げるだけで白い胸があらわになった。先端に薄く色づく蕾も電灯を照り返して艶めかしく光っている。

『ああ。凄く、綺麗だ』

　再び蓮司の顔が画面に映し出された。蓮司の指が画面に触れる。智絵はその意図をくみ取って、自分の指で立ち上がる突起に触れた。先ほどよりさらに硬くなってぷっくりと立ち上がっている。きゅっと摘まむと快感が体を走り抜けた。

『凄く硬くなってる。俺のを見て、興奮したんだ』

「だって、好きだから」

　誰がとか何がとは言わずそう口にすれば、蓮司は勝手に理解してさらに笑みを深めた。

『俺も好きだ。だから、もっと触れたい。もっと興奮して、もっと感じてくれ』

　蓮司の声に促されるように、智絵の指が先端から全体へと這っていく。柔らかな胸を形が変わるほど強く掴む。そして捏ねるように優しく揉みしだく。

　蓮司がいつもしているように。

　今智絵の胸を触っているのは蓮司の指だ。智絵は蓮司の代わりに自分自身を愛撫している。

　先程イきそびれた体は、簡単な愛撫にもすぐに反応する。智絵の口から快感の吐息が漏れた。

「は……あぁ、蓮司さん」

『いやらしい子だな、智絵は。こんなに感じて。でも、そんな智絵も可愛い』

　画面に映る蓮司は食い入るように智絵を見つめている。底光りするような瞳が智絵を捉えて離さない。その瞳に見つめられながら、智絵はどんどん大胆になっていく。

　胸を触っていた手が下へと向かう。もっと大きな快楽が欲しくて、指をショーツの中へと潜り込ませた。

『ストップ、智絵』

　花芽に触れる直前、蓮司が待ったをかける。止まらない体の疼きに、智絵は不満げな顔を蓮司に向けた。

　蓮司はそんな智絵にくすくす笑う。

『スマホを壁に立てかけてみて。座った智絵の全身が映るようにして』

　言われるまま智絵は壁に添わせるようにしてスマホを立てかけた。画面いっぱいに蓮司の顔が映っているが、その右端に自分の姿もあった。インナーカメラで映された智絵は、赤い顔をしてとろんとした目をしている。そんな自分の姿を見た智絵は、頬をさらに染めた。普段自分の感じている顔など見ることはない。こんな赤い顔をして蓮司の前にいるのかと思うと恥ずかしくなる。

『じゃあ、脱いで』

「え？　脱ぐの？」

『そう。俺は今から智絵を抱くんだから、邪魔な服は取り除かなきゃな』

　言いながら、蓮司もシャツを脱ぐ。蓮司の半身が画面に映し出された。

　均整の取れた体。適度に筋肉がつき、お腹はうっすらと割れている。改めて蓮司の肉体美を見せられて、智絵はほうっと息をついた。

『ほら、智絵も』

　躊躇いながらも部屋着を脱いだ。下着もと言われて取り払えば、智絵は生まれたままの姿でスマホの前にぺたんと座り込む。

『これで両手が使えるだろ。遠慮なく、両手で愛撫できるな』

　スマホを持ったままではどうしても片手がふさがってしまう。片手と両手ではやり方も感じ方もまるで違う。

『足を広げて。もちろんあそこも広げて見せて』

　小首を傾げながらにこやかに蓮司がそう言う。恥ずかしいと思う気持ちと、もっと気持ちよくなりたいという気持ちが心の中で対立する。

　いつも見られているから気にしなくてもいい。しかしやはり自分から足を開いて見せるのは恥ずかしい。

『智絵』

　智絵の葛藤を見抜いた蓮司が名を呼ぶ。情事の際と同じ、蓮司の言葉は逆らいがたい声音だ。ただ名前を呼ばれただけなのに、命令口調ではないのに、勝手に体が蓮司の言葉に従おうとする。それに抗うことなく、智絵はスマホの画面の前で足を開いて見せた。そうして秘裂を指で広げて見せる。

　画面の右上には自分の姿がある。赤い顔をして足を広げている自分の姿。広げられたその場所は美しいピンク色で、濡れて光っている。幾重にも重なるひだがぬらぬらと照明の光を照り返し、いやらしく蓮司を誘う。

　蜜がとめどなく溢れる泉に、智絵は指を添わせた。ぬるぬると滑る蜜を指に擦り付ける。指はすぐにぐっしょりと濡れた。それを花芽にあてがう。

　つんと指先が花芽に触れた。

「あっ！」

　予想していたことなのに、予想していた以上の快楽が走り抜けて智絵は叫んだ。やはりイきかけてやめたせいで普段よりもずっと敏感になっている。

　花芽の上を指が行き交うたびに快感が襲ってくる。ぬるぬるとした指が、蓮司の舌を連想させた。

　自分の恥ずかしい場所が、ぴちゃぴちゃと音を立てる。それはもちろん蓮司にも聞こえているだろう。画面を見れば、蓮司の瞳がじっと智絵の秘所に向けられている。目の前にいるわけでもないのに食い入るような熱い視線を感じて、見られている場所から熱が体中に広がっていく。見られてると思うと恥ずかしく、けれどもっと見てほしい。矛盾した気持ちは快感に押し流され頭の端に追いやられた。

『綺麗だ、智絵。もっと奥まで見せて』

　恥ずかしさより見てほしい気持ちが勝って、秘部をさらに広げる。蜜が滴って床に落ちた。

『指を入れるよ。まずは一本だけ』

　言われるままに中指を蜜壺に侵入させた。ゆるゆると差し込んで、またゆっくりと抜いていく。指の腹が感じる場所を擦って智絵は甘く啼いた。

「入ってくるぅ……奥まで」

　奥深くまで入り込む指。引き抜いてまた差し込む。物足りなくなって二本、三本と指が増えていく。

『智絵の中は温かいな。ぬるぬるしてるのがわかる』

　秘部が広げられ、濡れて光っている。温もりは伝わるはずもないのに、そう言われれば差し込まれているのが自分の指なのに蓮司の指のように感じてしまう。

　ゆっくりと抜き差しを繰り返すことで、智絵の体はすっかりと熱を帯びていた。

　吐く息は熱く、呼吸が乱れる。

『はぁ……ぅくっ』

　画面の向こうから、蓮司の苦しげな声が聞こえてきた。ぼんやりとした視界の中で確認すれば、蓮司が快楽に顔をゆがめていた。小さく聞こえるのは水音で、何かを擦る音も聞こえる。太く大きい剛直を自分自身で扱いているのだろう。

「ああぁ」

　蓮司が自分の痴態を見て感じてくれている。歓喜と快感の両方の声が智絵の唇から漏れる。

　眉根を寄せ苦しそうに息をつく蓮司。しかし決して苦痛なわけではないことはわかっていた。イくのを我慢すればするほど、それが解放された時の快楽は大きくなる。

　蓮司の艶めかしい表情に、智絵は抜き差ししている指の速度を速めた。途端に水音が増し、智絵の呼吸も上がる。

　快楽の声が唇から漏れる。智絵の声と蓮司の息遣いが重なって、離れていてもすぐ側にいるように感じた。

　蓮司と画面越しに目が合った。それだけで智絵の心は満たされる。小さくて細く頼りない指。蓮司のものと比べれば物足りない刺激でも、蓮司が見ていると思えばそんなことは吹き飛んでいく。

　羞恥も何もかもが吹き飛んで、残されるのは快楽のみ。それを逃さないように追いかけて上り詰める。

　目をつむると瞼の裏は明滅するようにチカチカしている。視覚を閉ざすことで快感はより鮮明に体に刻み付けられる。そして蓮司の息遣いがすぐ側で聞こえた気がした。

『…………智絵』

　蓮司が息遣いの合間に名前を呼んだ。込められた思いに応えるように、指を奥深くまで差し込む。

「蓮司さん」

　智絵の声に応えるように画面に蓮司自身が映り込む。太く長い剛直。それを扱く蓮司の男らしい指。

　その太いものが智絵の中に入ってきている。男らしい指が入口を辿り、花芽を擦っている。そう思うと一気に体の熱が上がった。

　中で指を動かしながら奥を擦り付け、いいところを擦って快感を追いかけるように指の動きを速める。

『うぁっ、智絵！』

　蓮司の感極まった声と共に、剛直の先端から白濁が飛び出す。それを子宮で受け止めることを想像すると、快感が一気に脳へと駆け上がって弾けた。　

「あっ、んあああぁぁ！」

　快感の声を上げながら、智絵はビクビクと体を震わせた。震えた拍子に指が花芽に触れて、さらなる快楽の光が弾ける。蜜壺がぎゅうっと自らの指を締め付けた。

　やがて体が弛緩し、智絵は蜜壺から指を抜いた。手首までぐっしょりと濡れている。

　ふとスマホを見る。蓮司は欲望を吐き出したためか、どこかぼんやりした顔をしていた。何事も完璧にこなす普段の蓮司では絶対に見られない呆けた表情に、智絵はふと笑みを漏らした。

　体はまだ快楽を求めて疼いている。けれど心は満足していた。

　離れていても、愛しい人に抱いてもらえた。本当は会ってちゃんと話して抱きしめてほしい。けれどこれ以上望むのは贅沢すぎる。

　だから智絵は一つ呼吸をすると、じっと蓮司を見つめた。

「蓮司さん」

『ん？』

　ぼんやりしていた蓮司の瞳が、しっかりとした光を伴って智絵を捉える。どこか疲れた、けれど満足げな表情。

「今度会えた時、いっぱいしようね」

　黒い瞳が驚きで見開かれ、それが戻ったときには不敵な笑みが浮かんでいた。

『わかった。約束だ』

　蓮司は握った拳の小指だけ立てて見せる。意図を察して智絵も小指を立てて画面の前に持ってくる。

「指切りげんまん」

　二人でそう言って笑い合う。

　お遊びのような約束。それでもそう遠くない未来にやってくるだろうその日を楽しみに、智絵は蓮司との通話を終えた。

　暗くなった画面に、まだ頬に赤らみが残っている自分の顔が映っている。

「好きです、蓮司さん」

　届かない言葉を、それでも智絵はスマホを抱きしめて囁いた。
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　通話が切れてから数十分は経っているのに、耳には智絵の透き通るような高い声と、甘く掠れるような啼き声が残っている。

　愛し愛される関係の彼女。事あるごとに一緒にいたいと言っているのは逃がしたくないからだ。結婚するなら彼女がいい。

　素直で可愛いところ。前向きな思考。礼儀正しく、意外に頑固だったりする。金や顔ではなく、蓮司を一人の男として見てくれる。家庭的で一緒にいて楽しく、安らげる。そして蓮司を誘うどんな甘い蜜よりも甘美な体。

　何も映さなくなったスマホをちらりと見る。画面は暗く、照明の光を冷たく鈍く照り返している。そこに映っているのは、とても不満げな表情を浮かべる自分だ。

　声だけ聞ければいいと思って電話をした。けれど声を聞けば猛烈に会いたくなった。テレビ電話を使って顔を見ることはできたが、やはり実際に会って抱きしめたかった。

　ほんの小さな希望が叶えられると、すぐに次の欲望が出てくる。そして際限なく彼女を求めるのだろう。

　智絵と出会って、自分は変わったと思う。

　冷静で女性には優しく、紳士的なふるまいをしてきた。だが、智絵の前だと冷静ではいられない。

　智絵がスマホの画面に映ったとき、白い胸があらわになっていた。それに驚くよりも早く、黒い嫉妬が芽生えた。

　誰かと一緒にいたのではないか。そいつと楽しんでいたのではないかと。

　しかし智絵がそんなことをできる女性でないことも、嘘をつけるような性格でないこともわかっている。性欲が旺盛だと自分で言っていたほどだ。自分で自分を慰めていたのだろう。蓮司も智絵を想像して何度もしていたのだから、彼女ばかりを責められない。

　けれどやはり思ってしまう。

　智絵を気持ちよくさせるのは自分でありたい、と。

　智絵は自慰用に大人のオモチャも持っている。彼女は今日、それを使っていたのだろうか。自分以外の太いものが彼女の柔らかなそこを攻めたのだろうか。たとえ意思のない機械であったとしても、智絵を攻めて追い詰めているのかと思えばそれにさえ嫉妬してしまう。

　自分の仕事が忙しくて会えないのはわかっている。蓮司のことを慮って電話もメールもしてこないのも頭では理解している。

　だが理解しているからといって、納得できるものではない。

　その道具を使って智絵を攻めるのが自分であれば問題ないのだが。

「ああ、そうか」

　蓮司はそこまで考えて、自分の嫉妬が本当は何に向いているのか気付いた。

　見たこともないその道具によって与えられる快感に、智絵がどんな反応をするのか知らないから納得できていないのだ。どんな風に喘いで、どんな表情を浮かべるのか。

「約束、か」

　蓮司は呟いて唇を歪めた。それは劣情を隠すことのないいやらしい笑み。男性としての欲望をすべて表すような表情。

　――いっぱいしようね。

　何を、とは言わなかった。何をするのか、何をしたいのか、そんなことはわかりきっていたからだ。

「わかってる。足腰立たなくなるくらい、意識を失うまで」

　蓮司は一人呟いた後大きく息をついた。

　智絵との約束のためには、まず目の前の仕事を片付けなければならない。疲れているが智絵との約束が待っていることを思えば何でもない。

「約束だ」

　呟いた蓮司は、頭を仕事モードに切り替え再びパソコンの画面を睨みつけた。








四章　大人のオモチャ
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　整理整頓を心掛けている智絵だが、その日は念入りに部屋の掃除をしていた。理由は簡単で、蓮司がこの部屋に来るからだ。

　蓮司の抱え込んでいる仕事がようやくひと段落ついた。そう電話があったのは先週の火曜日だった。その週の週末は蓮司のマンションで過ごし、約束通りいっぱいしてもらった。二つの体を一つに繋ぎ、愛撫し愛撫された。

　それを思い出すだけで心が満たされ、そして体が疼いた。

　蓮司と体を重ねるたびに、貪欲になっていく。もともと性欲の強い方だったが、さらに望むようになった。一度の睦みごとが数時間にわたって続くようになった。激しく交わることもあるし、休憩するようにただ抱き合う時間もある。キスをして触れ合うだけの時間ももちろんある。

　それがとても心地よい。

　お互いの体温を分け合うようにして眠り、朝を迎えてキスで目覚める。そんな甘く蕩けるような週末。

　今週は蓮司が智絵のマンションに一泊することになった。もちろん蓮司は何度か智絵のマンションに来たことも泊ったこともある。だが、どちらかと言えば蓮司のマンションに行く方が多い。

　理由は至極単純で、狭いからだ。

　蓮司のマンションは２ＬＤＫだ。そしてその一つ一つの部屋がとにかく広い。ベッドも風呂も大きく、二人が一緒でもまったく問題はない。比べて智絵の部屋は１Ｋだ。ベッドと小さな棚。普段置いてある丸いちゃぶ台を折りたたんで片付ければ、客用の布団を出して眠ることはできる。が、もちろん狭い。風呂は一人で入るのがやっとで、二人一緒にというのは無理な話だ。

　それでも蓮司は智絵が生活している場所だからと、狭くても文句も言わずに嬉しそうにしている。そんな蓮司の気遣いがありがたい。

「台所よし、トイレよし、お風呂よし、玄関も部屋もよし。ベッドも、うん、大丈夫」

　指さし確認しながら一つ一つを確認して回る。もともと綺麗にしているので、片付けるといっても掃除を丁寧にすれば終わるのだが、そこは手を抜かなかった。

　掃除道具を片付けてベッドに腰かける。

　ふとそこで智絵は気付いてベッドの下を覗き込んだ。光の届かないその場所に、ひっそりと置かれたＤＶＤの収納ボックス。シックな見た目に反して、そこには智絵の秘密道具が収められている。

　蓮司に見られると困るというより、恥ずかしいものだ。

　快楽を得るための道具は、いっそのこと処分してしまおうかとも考えたのだが、いざ捨てようとゴミ袋を用意するたびに思い留まってしまう。置いておいて邪魔になることはなく、また自分の指で満足できなくなった時に備えてと思うと捨てきれなかったのだ。

　蓮司は智絵がこういったものを持っていることは知っている。しかし、知っているのと実際に見るのとでは衝撃度合いが違う。やはり見られたくはない。なにより恥ずかしい。

　こんな風に隠すように置いていては、逆にバレそうだ。

　木を隠すのなら森の中。

　同じボックスが置いてある場所に紛れ込ませるのがいい。

　部屋の隅に二段重ねで置かれているボックス。その一番下に秘密道具の入ったボックスを置く。見た目が同じボックスが三つ重ねられる。上二つには海外ドラマのＤＶＤが収められているので、何かの拍子で一番上の蓋が外れて中身が見えたとしても問題はない。

「うん、大丈夫！　準備万端」

　智絵はそう言って自分を納得させるのだった。
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　二人でベッドにもたれながらＤＶＤを見る。ソファがないので、ラグの上に並んで座っていた。

　ＤＶＤ一枚を見終わって、智絵は集中して見ていたせいで凝り固まった肩や腰を伸ばした。

「まさか、あの展開になるとは思わなかった」

　伸びをしながら今見た海外ドラマの感想を口にすれば、蓮司も顎に手を当ててうなずく。

「シーズン１の彼がここで出てくるとは、いい意味で裏切られた」

　まさかの意外な人物の登場に二人は興奮気味に感想を言い合う。そして視線を合わせると、同時にうなずいた。

　もう一度シーズン１を見る。

　気付いていない伏線や、この後の展開で重要になってくる登場人物が隠れて出ているかもしれない。それをもう一度確認したかった。

　が、うなずいた直後に蓮司の視線が時計へと向く。時計の針は夕食の時刻を示していた。二人ともドラマは集中して見たいので、食事をしながら見るという選択肢はない。しかし今からシーズン１を見直すと、食事をするのは深夜になってしまう。

「先に夕ご飯食べて、お風呂入ってから見ようか」

　智絵の提案に蓮司は即座にうなずく。智絵もうなずいて夕食の支度にとりかかった。今日はドラマ上映会という名目のお泊りだった。新作をたくさん用意したのに、まさかシーズン１を見直すことになるとは思わなかった。それでも気になるものは気になるので、見たいという欲求は止まらない。

　冷蔵庫に入っている今晩の食事になるはずだった材料たちは明日に回し、夕食は時間のかかる料理はやめて手軽に三分待てば食べられるラーメンと作り置きのおかずで済ませた。

　手抜きもいいところだが、こういう食事もたまにはいい。一人では味気ない即席ラーメンも、二人で向かい合って食べると途端においしく感じるから不思議だ。

　そうして二人で後片付けをして蓮司が先に風呂を使い、智絵が続いて入浴する。

　足は伸ばせないがゆったりと湯に浸かるのは気持ちがいい。温かいお湯は体の芯まで温めてくれる。凝り固まった肩を回して智絵は息をついた。

「智絵」

　風呂のドアの向こうから蓮司の声がした。

「なに？」

「ＤＶＤどこ？　さっきのドラマのシーズン１」

　旧作はまとめてＤＶＤのボックスに入れている。今見ている海外ドラマはお気に入りなので、一番上のボックスに入れていたはずだ。

　そう返事をしてから智絵ははたと思い出した。会社の後輩が海外ドラマにはまり始め、面白いものがないかと聞かれてシーズン１を貸したのではなかったか？

　見つからないＤＶＤを探して三段目のボックスを開ければ、そこにはＤＶＤではないモノが入っている。

　智絵は青ざめて湯船から慌てて上がると、バスタオル一枚を巻いて部屋へ飛び出した。

「蓮司さん！　あのＤＶＤ…………」

　会社の後輩に貸してたんだったという言葉は続かなかった。

　すでに三段目のボックスの蓋は開かれていた。その手には中に入っていた卑猥な形をしたオモチャが握られている。

「シーズン１、なかったよ」

　手の中でうねうね動いているバイブを興味深げに見ながら、蓮司はぽつりと呟く。

「あの……会社の後輩に貸してたの、今思い出して」

「そうか。じゃあ、それはまた今度見ようか」

　そう言って、蓮司が顔を上げる。その黒い瞳を見た瞬間、智絵は金縛りにあったように動けなくなった。

　いまだ湿り気を帯びた黒い髪。前髪が乱れてわずかに額が覗いている。その下の瞳はいつも以上に細められ、危険なほどの色香が漂っていた。

「コレ、凄いね。こんなに動くんだ」

　静音性の高いバイブは、小さな機械音と共に先端がぐるぐると回転している。中をかき回すための機能。見慣れているはずのものだが、人の手にあるとその卑猥さは倍増する。智絵は恥ずかしさに思わず視線を逸らした。

「いつも使ってるの？」

「い、いつもじゃないよ。その……時々」

　蓮司がバイブの電源を切ってボックスの中に収める。替わりにローターを出してスイッチを入れた。

　ブブブブブッと小さく震えるローターに蓮司は嬉しそうに目を細める。

「使っていい？」

「え!?」

　智絵は目を剥いた。人前で道具を使っているところを見られるのはかなり恥ずかしい。スマホ越しで自慰を見られはしたが、恥ずかしさがなくなったわけではない。

　けれどオモチャで攻められている蓮司を想像して智絵は瞬間的にうなずいた。

「いいよ！」

　胸の突起や剛直の先端にローターを押し当てられて身悶えている蓮司を想像するだけで、熱い蜜が溢れそうになる。色香を漂わせる蓮司を道具で攻める。その絵面は背徳的でとてつもなくいやらしい。

　見たいと思った。蓮司が攻め立てられている姿を。

　智絵の言葉に蓮司はわずかに目を開き、それからニヤリと笑う。その危険な笑みを受けて、智絵はごくりとつばを飲み込んだ。

「でもね、あの……セットで買ったものとかもあって、使ってないものもあるの。だから先に蓮司さんで試させてくれたら、私にも……使っていいよ」

　交換条件に蓮司は目を丸くしたが、すぐさま了承の返事をする。

「じゃあ、まず髪を乾かしておいで。その間に、何があるか確認させてもらうから」

　慌ててお風呂から出てきたために、髪はまだ濡れているし体もちゃんと拭き終わっていない。部屋の中は暖房がきいていて暖かいとはいえ、生乾きではさすがに風邪をひく。智絵はうなずいて蓮司に背を向けた。

　そして智絵はくすりとほくそ笑む。

　交換条件を出したが、蓮司の番はこない。手錠を使って拘束して、いけないことをたくさんするのだ。今日は蓮司をあんあん言わせたい。

　智絵は鼻歌交じりに脱衣所へと戻った。

　部屋で蓮司があれこれと道具をじっくりと手に取って観察しながら、いつも以上の不敵な笑みを張りつかせて笑っているのに気付かずに。
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　手錠というのは、手や足首にはめて相手の自由を奪うための拘束具だ。警察で使われているのは金属やアルミ合金がほとんどだが、智絵が持っているのはもちろんそんな武骨なものではない。

　主にソフトＳＭで使われる手かせと呼ばれるものだ。外側は赤いレザー仕様になっており見た目的には高級感があるが、内側にはもこもこがついているので拘束時の痛みが少ないタイプだった。細い鎖は見た目以上に丈夫で、引き千切ることはできない。それがサイズ違いで二つ。

　智絵はレースがふんだんに使われた黒い下着を身に着けただけの姿で蓮司の薄く割れた腹筋の上に跨っていた。以前香織と共に買ったセクシーランジェリーの一つだが、蓮司がそれを身に着けることを望んだ。胸の先端を覆う布があるだけの、ブラジャーと呼べるかどうか怪しい紐。ショーツは一見すれば普通だが、クロッチ部分が割れていて、履いたままでも男性を迎え入れられるというセクシー仕様だ。

「きつくない？」

　蓮司の腕に手かせをはめて智絵はそう声をかける。

「……ああ」

　そう言って蓮司は自由にならない両腕を見上げる。何度か鎖を引っ張っているが、手かせは外れず鎖も引き千切れないようだ。

　ラグの上に寝かされて腕を拘束された蓮司。両腕は万歳するように上部にまとめられている。手かせの鎖はベッドの足を通して固定されているので起き上がることは不可能だ。もちろん足は自由に動かせるが、智絵が腹に跨っているので実質的には身動きが取れない状態だった。

　下着だけを身に着けた蓮司を押さえつけて拘束している。蓮司を今独占し、支配しているのは智絵だ。その事実にゾクゾクする。

　動けない蓮司を見下ろして、智絵はうっとりとした笑みを浮かべてうなずいた。

「私だけの、蓮司さん」

　優越感、支配欲、独占欲。すべてが満たされて智絵はふふっと笑う。

　覆いかぶさるようにして、蓮司の唇にキスを落とす。くすぐるようにちゅっちゅと啄む。それ以上を求めようとする蓮司の胸に手を置いて押し留める。

「まだ、だーめ」

　いつも蓮司がしているようにキスの雨を降らせる。額、頬、瞼、鼻、耳たぶ。また唇に戻って唇の間から舌を差し込む。待っていたように蓮司の舌が絡んできて吸われた。頭がジーンと痺れる。深く探れば探るほど、蓮司の舌は智絵の口内の気持ちいいところを撫でてくる。

「んん………ふ、んっ！」

　感じて腰を揺らす智絵に対して、蓮司は体をピクリとも動かさない。これではどちらが攻めているのかわからない。智絵は唇を離すと息をついた。下から見上げてくる瞳には欲情の光が見える。その瞳が智絵の顔から紐のようなブラジャーに行く。食い入るような熱い視線は肌に突き刺さり、肌の内側を焼くように疼かせる。

「ああ……」

　見られているだけなのに触られているように錯覚してしまう。熱い吐息が智絵の唇から漏れて、ハッとする。

　違う！　今日は蓮司をあんあん言わせる日だ。

　思い出して智絵は再び蓮司にキスの雨を降らせた。そうして耳たぶを甘噛みしてじっとりと舐めた。が、蓮司の口から喘ぎ声は出ない。

「なんで？」

　智絵は吐息一つ漏らさない蓮司に首を傾げる。自分ならとっくに甘い声を漏らしているところだ。

「男と女じゃ、感じてても反応は違う。俺はあまり顔には出ない」

　そういえばと智絵は思い出す。蓮司は目を細めたりにやりと笑ったりすることはあるが、頬が紅潮したりはしない。声もあまり出していない。

　智絵は唇を尖らせた。蓮司を攻めまくって喘がせたかったのだが、そう簡単にはいかないらしい。

「じゃあ、ここならどうかな」

　言って智絵は蓮司の胸板に触れた。ジム通いをして体を鍛えている蓮司は、普段は衣服で隠れているもののしっかりと筋肉がついている。広い肩幅、厚い胸板、割れた腹筋。ゆっくりとそのすべてに手を滑らせ、最後に胸の飾りを指で摘まんだ。

　ピクリと蓮司の体が震える。

　ぱあっと智絵の顔に喜びが広がった。

　先端を突くと硬く立ち上がってくる。それが楽しくて智絵はツンツンと指で弄る。人差し指と親指でくりくりと摘まめば、蓮司が吐息を漏らした。

「……可愛い」

「男だぞ」

「でも、可愛い」

　思わず黒い髪を撫でて智絵は微笑んだ。蓮司が不機嫌そうに目を細めた瞬間、智絵は胸の飾りに吸い付いた。蓮司の体がビクッと大きく震える。鎖がベッドの足に引っかかり、じゃらりと音を立てた。

　飴を舐めるようにぴちゃぴちゃと舌で舐めとる。唇で食み、舌を巻き付け、強く吸う。

「気持ちいい？」

「……ああ」

「喘いでいいよ？」

「俺は声はあまり出さない。智絵の感じてる声を聞きたいからな」

　クックと笑われて、智絵の頬が染まる。が、すぐに慌てて首を振った。今は智絵が攻めているのであって、蓮司を啼かせる時間だ。

　唇を尖らせて不満をあらわにしながらも、智絵は蓮司の逞しい胸や腹筋を唇と舌で辿る。

　そうして辿り着いた蓮司の大切な場所。トランクスの前を盛り上がらせるほどの蓮司の剛直。それに智絵は瞳を輝かせた。

　顔色も変わらず声も出さないが、確実に蓮司は感じている。その如実な反応が目の前に証としてあった。

　窮屈そうな下着から蓮司自身を取り出す。天を衝くほどの怒張。血管が浮くほど太く、そして長い。

　熱いその塊にそっと触れる。びくりとそれが震えた。愛おしそうに上から下まで撫でる。透明な雫が先端から漏れて流れた。それを指で掬って舐める。

　――甘い。

「……蓮司さん」

　智絵はうっとりと囁くと、その先端に唇を寄せた。

「智絵、待てっ」

　蓮司から制止の声がかかるが、気にせず熱い先端にキスをする。ちゅっとリップ音をさせて離れ、また触れる。ゆっくりと筋を辿って唇を滑らせた。根本まで辿り着くと、今度は舌を伸ばして筋を舐め上げる。

「うっ……あぁ」

　くびれに舌を巻き付け、それから頭部全体に舌を這わせる。先端をチロチロと舐め、頭部全体を口に含んで吸う。

「……智絵……もう、いい。離せ」

　快楽の吐息の合間に蓮司が脅すような低い声を出した。智絵はそれに首を振る。

「やだ」

　今日は智絵が蓮司を攻める日だ。蓮司をたっぷり可愛がって喘がせる。蓮司の番は回ってこない。

　智絵は蓮司を口の中に迎え入れ、ゆっくりと上下に動かし始めた。側面に舌を絡ませ、唇をすぼめて奥まで飲み込む。けれど蓮司のものは長く、全部は口の中に収まらない。飲み込めない部分を両手で掴んで扱いた。

　途端に蓮司の息遣いが荒くなる。

　攻められているときは自分の快楽に夢中で気付かなかった蓮司の感極まった呼吸音。時折混じる低い声に智絵の背筋がゾクゾクと震える。

　唾液が唇から溢れて流れ落ち、指の滑りを良くする。くちゅくちゅと水音をさせて根元を扱き、先端は舌を絡めて吸い上げた。

　蓮司の呼吸音が乱れ、吐息に隠し切れない熱が混じる。熱い杭がビクビクと口の中で震えているのが感じているのだと教えてくれる。それが嬉しくて、もっと喜ばせたくて、夢中で手と頭を動かし蓮司に快楽を与え続ける。

「智絵……駄目だ、離せ………もう……持たないっ」

　ジャラッと鎖が引っ張られる音と、蓮司の焦ったような声が聞こえた。逆に智絵は手をさらに早く動かした。蓮司の腹筋に力がこもる。

「くぅ、あぁっ！」

　剛直がドクリと脈打ち、智絵の口内に欲望が解き放たれた。独特な香りと苦みが口に広がる。智絵は吐き出し終わりビクビクと震える剛直を口から引き抜いた。つぅっと白い液が智絵の口の端から流れ落ちる。

「吐き出せ、智絵」

　言われて首を振る。蓮司の瞳がすっと細まる。智絵は再度首を振った。そして口内にある蓮司の欲望の証を、飲み下した。

「智絵！」

「だって、蓮司さんのだもん。吐き出すなんてできない」

　蓮司だって智絵の蜜を飲み込んでいる。それと同じことだ。

「妄想で、いつも飲んでる」

　蓮司に抱かれ、蓮司を可愛がる妄想。その中では智絵は何度も彼の吐き出す欲望を飲み込んでいる。実際に飲み下したのは今日が初めてだが。

　そう説明すると蓮司は納得せず、逆に眉を吊り上げた。

「智絵、手錠を外せ」

　驚いて目を瞬かせる。

　上からの物言い、命令口調。それがしっくりとくるのは普段言い慣れているからだろう。こんな時に企業トップの威圧を出されても困る。

　低い声には怒りが滲んでいた。普段穏やかなだけに初めて聞く静かだが険しい声。けれど蓮司は捕らわれ人だ。怖くなどない。だから智絵は首を振った。

「やだ」

「…………もう一度だけ言うぞ。外せ」

「やだ。今日は私が蓮司さんを可愛がるんだもん！」

　プイッと横を向いた智絵の言葉に、蓮司の両腕に力がこもる。が、千切れるはずがない。先ほど智絵も試してみたが、意外に頑丈でどんなに引っ張っても引き千切れなかった。

「さて、次はどれで蓮司さんをあんあん言わせようかな」

　智絵は嬉しそうにアダルトグッズの入った箱を漁る。性感を引き出すローターか。ローションを使ってもう一度抜くか。男性用のリングを使うか。

「リングはまだ使ったことないなぁ」

　サイズ違いのシリコンタイプのコックリングが三つ。男性器にはめて使うらしいが、詳しい使い方はわからない。たぶん剛直に嵌めて射精をコントロールするものだろう。悩んだ末にせっかくだからとリングを手に取る。

　リングとローターを手に、これから起きる愛欲にまみれた場面を妄想して、智絵はほくそ笑んだ。

　その時、智絵の耳にギリッという金属同士を擦り合わせるような音が聞こえた。それは徐々に大きくなり、一瞬後に甲高い金属音が響いた。

　嫌な予感に心臓がドキリと音を立てる。智絵は振り向き、そして目を見開いた。

　蓮司が身を起こしている。腕にはもちろん手かせはついたままだ。だが、両腕を繋いでいた鎖が千切れ飛んでいる。片方の手かせから役に立たなくなった鎖がぶらぶらと垂れていた。

「嘘……」

「こんな細い鎖、引き千切れないとでも思ったか？」

　普段よりもずっと低い、唸るような腹に響く声。自由を得た獣の放つ威圧感は凄まじい。智絵は頬を引きつらせた。怒っているのは確実で、そうさせたのは智絵だ。

　鷲掴みにされたように心臓が軋んだ。冷たい汗が頬を流れる。ゆらりと立ち上がった蓮司が、ゆっくりと智絵に近づいた。逃げることもできずに、智絵はその場で固まったまま蓮司を見上げる。

「今度は、俺の番だ」

　剣呑に光る瞳が智絵を見下ろしていた。
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　鎖がジャラリと音を立てた。動くたびに智絵の胸も揺れる。普段ブラジャーで固められている胸は、自由を得たことを喜ぶかのようにふるふると震えた。

　智絵は不安な目で蓮司を見上げてくる。その頬を手の甲でするりと撫でた。顎から首筋、首から肩、肩から脇へと手を滑らせる。そのまま腕を辿り、自由を奪われた手首、そして手かせを撫でた。

　サイズ違いの手かせがもう一つあったので、蓮司は智絵を拘束していた。先ほどの蓮司と同じように、鎖をベッドの足を通しているので動くことは不可能だ。

　智絵の自由を奪っている細い鎖。鍛えた蓮司の前では意味のないものではあったが、智絵の――女の力では引き千切れないほどには強度がある。

「安心しろ、智絵。痛いことはしない。ただ……」

「ただ？」

「言うことを聞かない子には、お仕置きが必要だよな」

　口元に笑みはあっても目が笑っていない。智絵に触れる指は優しいが、見下ろす瞳は獲物を狙う肉食獣のそれだ。

　蓮司は内心でほくそ笑んだ。智絵の怯えた表情が加虐心を煽る。普段は庇護欲を掻き立てられるが、こういう場面ではイジメたくなる。啼かせてドロドロに溶けるまで愛したくなる。

　蓮司は智絵の唇に唇を寄せた。軽く触れ合わせるが、しかしすぐにそれは深くなる。角度を変え、さらに深く智絵の中を味わう。自分の唾液を流し入れ、代わりに智絵の甘い唾液をもらって飲み下す。それはまるで媚薬のように蓮司の欲情を刺激した。

「俺の……俺だけの智絵」

　吐息に合間に呟いて、蓮司は自分の言葉に酔いしれる。過去の男たちのものでもなく、智絵の中にいる妄想の蓮司のものでもない。

　智絵は自分だけのものだ。

　お互いの体液を交換するように深いキスを交わしながら、蓮司は智絵の体を弄った。肌の柔らかさを確かめるように、じっくりとゆっくりと肌に指を這わせる。

　もはや紐と言っても過言ではないセクシーなブラジャー。ツンと押し上げられた胸の先端だけを覆うような小さな布。感じて硬くなっているのをまるで隠せていない。

「腕を拘束されて感じてるのか？　それともこれからされることを思って期待してるのか？」

　言葉に智絵は赤くなって首を振った。その白い膨らみに唇を寄せて吸い付き赤い痕を残した。全身にくまなくキスマークをつけて、自分のものだと示したい。いや、誰の目にも触れないように閉じ込めて、自分だけを見ていてほしい。妄想の入る余地がないほど毎日抱きしめて愛を囁く。

　そうなったらいいと願いながら、現実的ではないと頭の隅で否定する。だからせめて今だけは蓮司だけを見て、蓮司だけのものでいてほしい。

　赤い痕をあちこちに残しながら愛撫を繰り返す。時折智絵が体を震わせて手かせの鎖が音を立てる。それが加虐心をさらに煽る。

　太ももを撫でレースが美しい下着に手をかけた。

「あ、待って。駄目！」

　拒否の言葉と共に、手かせの鎖がじゃらじゃらと鳴る。今までにない反応に蓮司は眉をひそめた。

　黒いレースでセクシーではあるが、触れることを強く拒否する理由がわからない。わからないまま蓮司はショーツ越しに智絵の秘所に触れた。

「あっ、んん！」

　ぴちゃりと指に粘液が触れる。智絵はショーツを履いたままだ。ずらしたりもしていない。なのに指に伝わるのは蜜に濡れた感触。指が蜜でじっとりと濡れている。

　途端に智絵の顔が真っ赤になった。

「ふ～ん。なるほどねぇ」

　智絵の反応でこのショーツがどうなっているのかがわかってしまった。知識としては見たことも聞いたこともある。だが、実際に触るのは初めてだ。

「これ、この間俺のために買ってきたってやつだよな？」

　紫の下着と共にラグに並んでいた光景を思い出す。あの時は紐ブラジャーにのみ目が行ってショーツまではよく見ていなかった。アダルトグッズと共に仕舞われている理由がわかった。これは確かに普段使いできない代物だ。

　蓮司は唇の端を上げた。いやらしい笑みが浮かんで、瞳には色欲の光が強く宿る。

「じゃあ、じっくり見せてもらおう」

　ゆっくりと智絵の両足を広げる。わずかな抵抗があったが構わず体を割り込ませた。

　見た目は黒のショーツ。しかし、秘所を覆うはずのクロッチ部分の布は真ん中で割れている。もちろん破れているわけではない。最初からこういう作りなのだ。

　布を割り開けば、そこには智絵の秘めたる場所が見えた。

　本やネットで見たことのあるものだが、正直興味はなかった。ショーツ越しに見るよりも脱がした方がよく見えるし愛撫もしやすい。そう思っていた。

　だが実際に目の当たりにして、この下着がいまだに売られていて、そして買われている理由がわかった。

　もの凄い背徳感がある。

　下着を無理やり破った時のような、いけないことをしている気持ちにさせられる。それが劣情を猛烈に煽る。

　ショーツを履いているのに蓮司の前に晒されている秘所。信じられないくらいに興奮する。立ち上がっているモノがさらに硬くなり、その存在を主張するように下着を押し上げている。

「いやらしい智絵のここが、丸見えだ」

　覗いている柔らかな茂みを指でかき分け、肉の割れ目を押し開いた。濡れて光っている薄いピンク色の花弁。フリルのようなそれを広げれば、欲情を掻き立てる透明な蜜がトロリと漏れ出でる。

　じっとりと濡れて美しい色をした秘所。誘うように震えている。蓮司はそこにもキスをした。溢れる蜜を掬うように舐め上げる。

「甘い……」

　極上の蜜の味に引き寄せられるように唇を寄せると、蓮司は蜜壺に舌を這わせた。丹念に舐めとる。けれど、舐めとるたびに奥から蜜は溢れてくる。直接蜜を吸い取ろうと、長い舌を伸ばして蜜壺に差し込んだ。くにくにと自在に舌を中でうごめかす。

「ひぅ………あ、やっ……気持ち、いい」

　じゅるじゅると音をさせて吸い取り、甘い蜜を散々味わってから蓮司は舌を引き抜く。唇から蜜が顎を伝って流れ落ちた。それを舌でぺろりと舐めとる。

「ずるい……蓮司さんだって、私の飲んでる」

　智絵が荒い呼吸の合間に蓮司に文句を言う。

「これ、外して」

　じゃらっと手かせを見せつけて智絵は唇を尖らせた。先ほど智絵が吐き出した欲望を飲み下したことと蓮司が智絵の蜜を飲み込んだことが同じだと言いたいのだ。

「俺は智絵が飲んだから怒ったんじゃない」

「え、違うの？」

「俺は嫉妬深いんだ。妄想でも飲んだことがあるなんて言われて、腹が立った」

　正直に告げれば智絵は目を瞬かせた。不思議そうに首を傾げる。

「妄想の中の蓮司さんだよ？」

「現実の俺じゃないだろ」

　智絵は再度ぱちくりと目を瞬かせる。それから噴き出した。

「妄想にも嫉妬するなんて、蓮司さん、可愛い」

「俺は嫉妬深いんだって言ったろ」

　くすくす笑う智絵に蓮司は肩をすくめ、それからニヤリと笑う。

「だから妄想できないくらい、感じさせてやるよ」

　智絵の笑みが引きつる。蓮司の視線の先に気付いたからだろう。

　智絵の側に転がっている緑色のローター。そら豆のような形のそれは、バイブレーションが三段階から選べるというもので、智絵も何度か使ったことのある代物。

「お仕置きの時間だ」

　蓮司の低い声がそう宣言した。
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　低い機械音がずっと続いている。それに合わせて智絵の嬌声も上がる。

　快楽を強制的に与える道具に攻められて、智絵は幾度となく達している。達しても止まらない振動に、智絵は泣いて許しを請うた。

　単調な振動に慣れさせないように、近づけたり遠ざけたりしながら花芽を徹底的に攻める。皮が剥かれ小さな実のような花芽がそら豆の形のローターに刺激されて、充血して真っ赤になっていた。

　濡れて光る様はルビーのように美しい。それにローターをぎゅっと押し付けた。

「やあっ、あああああああぁぁぁっ！！！」

　激しく首を振って智絵がまた絶頂を迎える。

　腕が拘束されていて逃げることもできない。背を反らし、涙を流し、首を振って悶える。やまない刺激が苦痛を伴った快楽となって体中を苛む。

「も……許して……あうっ！　蓮司さん……お願……い、あっ、いやっ……また、来ちゃう！」

　何度目かわからない絶頂に智絵が叫び、そしてまた喘ぎ出す。ビクビクと震えて快楽に耐える智絵から、蓮司はようやくローターを離した。

　手の中で震える小さな機械は、蓮司の想像以上に智絵を乱した。汗が流れ蜜は留まることなく流れている。履いたままのショーツはとっくにびしょびしょで、床が汚れないようにとバスタオルを幾重にも重ねて敷いているが、この分では床まで到達しているような気がする。

　その濡れたバスタオルの上で荒い息を繰り返す智絵の頬を手で包み込む。涙と涎と鼻水で汚れた智絵は、蓮司を泣き濡れた瞳で見上げてきた。

　背筋がゾクゾクするほど興奮する。加虐趣味などなかったが、智絵を啼かせるのは堪らない。劣情が煽られてくらくらするほどだ。

「智絵はいやらしい子だね。こんなに乱れて、こんなに濡らして」

　秘所に手を添えただけで智絵は喉を反らした。胸の蕾を摘まめば嬌声が上がる。快楽を与え続けたせいか、どこもかしこもが性感帯になっていた。

「次は何が欲しい？　バイブでかき回して、ディルドで奥を突くとか」

　言葉に智絵は力なく首を振った。

「も、無理………イきすぎて……おかしく、なっちゃう」

「おかしくなればいい。智絵の可愛い姿をもっと見せて」

「……お願い、蓮司さんが欲しい」

　嫌々と智絵は子供のように首を振る。蓮司はくすりと笑うと智絵の耳に唇を寄せた。

「じゃあ、可愛くおねだりしてごらん。俺が欲しいって」

「蓮司さん……ちょうだい」

「駄目。十五点」

　蓮司はにこりと笑って首を振る。

「挿れて……」

「三点」

　うううっと唸って智絵が腰を揺らす。

「駄目だよ。ちゃんとおねだりしないと」

「………蓮司さんの大きいのを、私のここに……挿れて、かき回して」

　ククッと笑って蓮司は智絵の首筋から胸を手のひらで撫で下ろす。胸の形を確かめるように撫で、そして細い腰へと手を滑らせた。

「一二〇点」

　蓮司は智絵を一気に挿し貫いた。

「ああああぁぁぁ！」

　入れただけで達したらしい智絵が体をひくつかせる。ドロドロに蕩けている中は、蓮司の剛直にむせび泣くように蜜を垂らす。

　あまりの熱さに蓮司は息を吐いた。蓮司を包み込む中は柔らかく、そして熱い。いつも以上に濡れているそこは、総毛立つほど気持ちいい。入れている塊が熱さで溶けてしまいそうだ。ただ挿れているだけなのに、締め付けと緩みを繰り返す熱くうねるひだが蓮司を包んで離さない。動けば射精してしまいそうで、蓮司は動かず自分の中の熱が収まるのを待った。

　腰を動かさないからといって休むつもりはない。蓮司の手のひらは智絵の肌を這いまわり、智絵に休ませる暇は与えない。

　胸を寄せて蕾を口に含む。舌で愛撫し、手のひらで胸全体を揉む。智絵の熱を上げながら、蓮司自身は冷静さを取り戻す。熱が収まれば律動を開始した。

　そうして何度も律動と休憩を繰り返し、智絵を幾度も絶頂へと導いて、蓮司も智絵の奥で果てた。

　荒く息をつく智絵の中から己自身を引き出す。蜜でぐっしょりと濡れた剛直は、いまだに硬さを保持している。欲望を吐き出しても萎えない姿に蓮司は唇をゆがめた。

　まだ浅ましいほどの肉欲が体の中に渦巻いている。汚れたゴムを外し、新たなゴムを装着する。そんな蓮司の視界に智絵の側に転がっている透明なリングが映る。

　シリコン製のコックリングがサイズ違いで三つある。実際に使ったことはないが、使い方は知っている。

　正しい装着をすることで早漏対策や中折れを防ぐことができる。医療器具としても使われているが、使用法は簡単で剛直に装着するだけだ。ただし、血流をコントロールするので、長時間装着するとうっ血したりするので注意が必要でもある。だが正しく使えば強直は常よりさらに硬くなり、女性側は信じられないほどの快感を得ることができる。

「智絵はこれの使い方、知ってる？」

　ぐったりとしている智絵に聞けば、視線だけ寄越して小さく首を振る。

「これはね、男性器の根元に嵌めて使うものなんだ。血流の流れをコントロールするから、勃ってる時間も長いし、なにより硬く太くなる」

「…………え？」

「今以上に智絵を長く抱けるし、気持ちよくさせられるってことだよ」

「嘘……もう、無理……」

　蓮司はにこりと笑ってコックリングをゴムの上から装着する。伸び縮みするシリコン製リングは、蓮司の剛直にピタリと嵌まる。さらに蓮司はサイズ違いのコックリングを手に取る。それを見せつけるように智絵の眼前に持っていった。

「こっちは智絵をかき回す方。中でこれが擦れて、もの凄い快感が得られる」

　蓮司は説明しながらリングを剛直の真ん中とくびれのあたりに取り付けた。根元と真ん中とくびれに黒いリングが嵌められている。

　見た目的にもいやらしく、そして普段よりも大きく見えた。

　智絵の力の入らない足を割り開く。智絵がわずかに抵抗を見せたが、構わず蓮司は剛直を秘所に擦り付けた。ぬるぬると滑る蜜がまとわりつく。

「やっ……ん、ああっ！」

　リングが花芽を刺激して智絵が嬌声を上げる。剛直全体にたっぷりと蜜を塗り付け、その秘所にあてがった。

「智絵が選んだんだ。じっくり味わって」

　蓮司はゆっくりと腰を進めた。剛直が智絵の中に埋もれていく。一つ目のリングが入り込み、智絵が喉を反らせた。少し引いて入口を擦り上げる。リングがひだを巻き付けながら姿を見せるとまた奥へと戻す。

「ああっ！　蓮司さん……それ、駄目！」

　凹凸が肉壁を容赦なく擦り付ける。蜜で潤っている中でうごめき、激しい快楽を智絵に与えた。

　さらに蓮司は腰を進め、二つ目のリングが中に入った。中をかき回すように動かせば、智絵が泣きながら嬌声を上げた。

　じっくりと中をかき回してから、再びゆっくりと最奥を目指して腰を進める。長く太い剛直すべてが蜜壺に埋まり、最後のリングが智絵の入口を刺激する。根元のリングには小さな柔らかい突起がいくつかついている。それは花芽を刺激するものだった。

　蓮司が奥を突いたまま腰をぐりぐりと押し付ける。リングの突起が花芽に当たって智絵が激しくもだえた。

「も…駄目………んああっ、そこ……あっ、や……ん、あああっ！」

　体を震わせて智絵が背を反らせた。中がぎゅっと締まり、智絵が絶頂を迎えたことを蓮司に教える。

「もっと感じて、もっと乱れて」

　蓮司は言って緑色のそら豆をショーツの中に潜り込ませた。ずれないようにショーツで固定して、スイッチを入れる。

「きゃ、ぁああああぁぁっ」

　直接与えられる振動に智絵の背が反りかえる。手かせを繋ぐ鎖がじゃらじゃらと音を立てた。

　花芽を刺激する振動は、そのすぐ下でうごめく蓮司にも伝わる。痺れるほどの快感が剛直から体に広がり、脳をも揺らした。

　締め上げる力も強くなる。ぎゅうぎゅうと搾り取るような締め付けが蓮司の理性も奪っていく。

「動くぞ、智絵」

　宣言してから、蓮司は剛直を引き抜いた。

　リングが肉壁を引っかく。ぎりぎりまで抜いた剛直を、再び中に押し入れる。最奥まで突けば、蓮司と智絵に挟まれてローターが花芽にぎゅうっと押し当てられた。

「あうっ、蓮司さん！　やっ……駄目………もう、おかしくなる！」

　律動を始めた蓮司に智絵が叫ぶ。

　智絵の両腕の間で鳴る鎖とリングが締め付ける感覚。ローターの振動と智絵の泣き声、激しく甘い息遣いが背徳感を増大させ劣情を煽った。

　はち切れそうな状態で射精感もあるのに、欲望は一滴も出ない。長引く律動に快感がより引き出され、総毛立つほどの快楽に支配される。その快楽に導かれるまま、蓮司は律動を速めた。

「ひっ………ん、ああっ………や……もう……駄目……」

　智絵の声が脳を痺れさせた。体の中の劣情が膨れ上がる。上がりきった熱が解放を求めて剛直に集まる。熱さが先端に集中し、そして頭が真っ白になった。

「ああっ！　智絵、出……るっ」

　蓮司は智絵の奥深くで欲望を吐き出した。信じられないほどの量が長い時間をかけて膜の中に吐き出される。

　快楽の余韻から覚めて見下ろせば、智絵がぐったりとしていた。時折体がピクリと動き、無意識に蓮司を締め付ける。

　女性を気絶させるまで抱いたのは初めてで、蓮司は罪悪感と共に智絵が心底感じてくれたことに達成感と幸福を感じた。

「俺だけの智絵。俺だけの……」

　智絵の頬に頬をすり寄せ、蓮司は恍惚とした表情で呟いた。
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　重く感じる瞼を持ち上げて、智絵は自分がベッドで眠っていることに気付いた。

「えっと……」

　昨夜の記憶が曖昧だ。蓮司と海外ドラマを見た後に風呂に入り、そしてイチャついた。しかもただイチャついただけでなく、蓮司を弄んでその後に弄ばれた。

「あ、目が覚めた？」

　声がした方を見れば、蓮司が台所に立っていた。すでに着替え終わって昨日の情事をにおわせるようなものは何もない。一方智絵はまだベッドの上で、しかも全裸の状態だ。

　急に恥ずかしくなって身を起こそうとし、腰に鈍い痛みを覚えて智絵は眉をしかめた。慌てたように蓮司がベッドに駆け寄り、起き上がろうとする智絵の肩を押してベッドに戻す。

「無理に起きない方がいい」

　だるい体をベッドに埋もれさせて智絵は曖昧な記憶をどうにかして思い出そうと眉根を寄せる。

　そうして思い出した。激しく乱れ、気絶するまでイかされたことを。思い出すと同時に顔がカッと赤くなる。

「体は辛くない？」

「少しだるいだけ」

「そうか」

　蓮司が微笑んで智絵の髪を撫でた。それが心地よくて目を細める。ただ触れているだけの手。なんの欲も見えないのに、智絵はその手から快感を拾い上げる。

　昨夜気絶するまで啼かされたのに、また蓮司を求めている。蓮司を上目遣いで見上げればにこりと微笑まれた。智絵は恥ずかしくなって布団を首元まで引き上げる。

「蓮司さん」

「ん？」

　じっと見つめられて視線を思わず逸らす。

「昨日……凄かった。妄想なんて飛んでいくくらい」

　智絵の告白に蓮司は満面の笑みを浮かべた。そのまぶしいほどの表情に智絵の心臓がドキリと跳ねる。

「俺も凄く気持ちよかったよ」

　智絵はさらに布団を引き上げて額まで隠した。

「また……してください」

　髪を撫でる手がピクッと震え、布団ごと抱きしめられた。

「ご希望とあらば、喜んで」

　くすりと笑われて目だけ出して見上げれば、蓮司の優しい瞳と目が合った。どちらともなく笑い合い、額を合わせ、そして触れ合うだけのキスをする。

　濃厚な夜が終わり、また新しい朝が始まる。







終章　お揃いのリング








　春の日差しは心地よく、 風も穏やかで暖かい。 暖房器具はすでに片付けられ、うららかな陽気を室内に迎え入れるように部屋の窓は開いていた。外からは都会の喧騒と共に鳥の声も聞こえてくるが、部屋はしんとしている。 隣人の部屋のテレビの音が時折風に乗って聞こえてきた。

　そんな中、蓮司のマウスを操る音が部屋にカチカチと響いた。モニターには様々な商品が並んでいる。

　商品にマウスのポインターを合わせると、説明欄がすっと現れた。それを見た蓮司の目が細められる。

「このサイト、いい仕事してるな。使いやすいし、見やすい」

　こうしてネットのサイトを見るたびに蓮司は感想を口にする。商品よりも、その裏で動いているプログラムに興味があるのではないかと思えるほどだ。そこはさすがにＩＴ企業を支える社長で、モニターを見る真剣な目は職業病ともいえた。

　その目が一つの商品で止まった。真剣な瞳は変わらないが、その奥に淫靡な光が宿る。

「これ、いいなぁ」

　見た目は玉の付いた紐だ。直径三センチメートルほどの白い玉が黒く細い紐に等間隔に付いている。先端は握りやすいように持ち手がついていて、それが何かの道具であることを示していた。

「智絵、これどう思う?」

　声をかけられたが、智絵は蓮司の胸にをうずめたまま首を振った。何か言葉を発すれば、甘い声が出てしまいそうだった。

　智絵の蜜壺に奥深くまで差し込まれたバイブ、それが中をかき回していた。バイブに付いている花芽専用のローターは智絵が最も感じる小さな赤い豆を絶えず刺激する。

　逃げたくとも蓮司の足を跨いで座る格好では逃げられない。蓮司の腕が智絵の細い腰に回されていて、簡単に振りほどけそうにはなかった。さらに蓮司から首に抱きつくよう厳命されている。

　腰を浮かしたり掴まる腕の力を緩めれば、即座に蓮司の手が伸びてバイブのスイッチを『強』へと変えた。

　脳天を震わせるほどの快感は足腰から力を奪い、再び蓮司の腕の中へと舞い戻ってしまう。

　朝から始まった行為は昼になっても終わりが見えず、智絵はずっと攻められ続けていた。もう中はドロドロに溶けていて、イきすぎて意識を保つことも危うい。

　静音設計が売りのバイブは確かにモーターの音は静かだ。しかしその動きは複雑で卑猥だった。中で伸び縮みしながら奥を攻めてくる。内壁の最も感じる場所を押し付けるような動きもあって、智絵は息も絶え絶えだった。

　それでも理性を総動員して声を出さないのは、窓が開いているからだ。隣のテレビの音が風の流れに乗ってかすかに聞こえてくるということは、こちらの声も聞こえるかもしれないということだ。

　両手が使えない智絵は、 蓮司の胸に隠れるように顔をうずめている。 蓮司のはだけられた胸板に唇を押し当てて声を我慢する。それでもくぐもった声が唇の端から漏れた。

　その様子を見ながら蓮司はにやりと笑う。

「智絵、答えないと、お仕置きするよ？」

　蓮司がバイブのスイッチを押す。

　攻めるパターンが変わって、智絵は声を上げた。けれどすぐに口を胸板に押し付けて嬌声を堪える。

　交際期間が長くなり、 二人の仲もさらに深まった。一日中くっついたまま過ごす日もあれば、こうして一日中愛される日もある。

　智絵を絶えず攻めるこの道具は、サイトを見ながら二人で選んだものだった。 購入するそのほとんどが智絵の性欲を満たすものだが、時には蓮司を翻弄するための道具で智絵がじっくり攻めることもある。お互いに愛し合う方法を二人で模索している時間は幸福で、道具を使うときは快楽に溺れた。

　今使っているのは、 口コミで『最強』の名を冠しているものだ。二人でウキウキしながら買ったのだが、その使用感は想像以上だった。しかも昼日中から窓を開けて快感に身を震わされる行為は背徳感があり、 それが逆に智絵の快楽を後押しする。

　何度も体を震わせながら達し、やまない快楽に熱は冷めない。

　声を我優している智絵に気付きながら、窓を閉めようともしない蓮司を責めるように下から睨み上げる。もっとも、赤い顔と涙で濡れた瞳で睨まれても効果は薄いだろう。

　蓮司は唇の端を上げて智絵を見下ろす。

「智絵、見て。これどう思う、買ってみる？」

　見なければまた快楽の攻めが待っている。智絵はモニターに視線をやった。黒い紐に白い玉がついている道具。説明書きには後ろの孔専用で、玉をすべて体内に埋め込みそれを一つずつゆっくりと引っ張りながら取り出していく。

　確かに後ろの孔にも快楽ポイントは存在する。秘めた後ろの孔を攻めることによって羞恥心が快楽を煽り、男性側も膣圧によって快感が得られる。

「前をバイブに、後ろをこの紐で同時に攻められるなんて、いやらしい智絵にぴったりだろ」

　途端に智絵は真っ赤になった。想像するだけで体が快楽に支配される。いじられていない場所がひくついて、早く欲しいと訴えてくる。

《いやらしい体だ。凄く、素敵だよ》

「いやらしいな、智絵は。凄く、可愛いよ」

　妄想と現実の蓮司が同時に囁いた。

　頭で響く声と耳から直接入ってきた声が体と心を震わせる。快楽が体を突き抜け、全身が震えた。

　前を攻められながら後ろからも快感が与えられる。胸の蕾にローターをつけられ、そして蓮司に唇で全身を愛される。

　想像した瞬間、快楽が体の芯を貫き頭が真っ白になった。

　達しながらも機械は攻めることをやめない。イってる最中にも快楽の熱が上がり、また絶頂を迎える。勝手に震える体を止められず、智絵は蓮司に抱きついた。背中が反り、腰が震える。身悶える智絵からずるりとバイブが引き抜かれた。密路を埋めていた道具がごとりと床に転がった。智絵の蜜でべとべとになったそれは、うららかな太陽の光を受けて鈍く光っている。

　その背徳的な光景から目が離せなくなっている間に、熱く太い抗が秘裂に押し当てられ、一気に挿し貫かれた。

　容易く最奥まで受け入れた智絵はそれだけで絶頂に背中を震わせた。機械ではありえない、中で熱く脈打つ蓮司が動き始める。

　揺さぶられ、それでも声を我慢する智絵の耳元に蓮司が唇を寄せた。

「もっと感じて、もっと乱れて」

　だから、コレは買いね、と蓮司は嬉しそうに呟いた。

　意識を失うほど愛されて、智絵が目を覚ましたのは太陽が西の空に沈むころだった。暖かくなるに伴い日照時間も長くなってきた。その長い時間、乱れた行為をずっとしていたことに、智絵は恥ずかしくなり、そして幸せでもあった。

　体に残る倦怠感は愛されたからゆえだ。肌には花びらのような赤い痕が点々と残り、体の奥には蓮司の残滓を感じる。

「おはよう、と言うには時間がアレだけど」

　智絵がソファから身を起こしたのを確認して、蓮司が苦笑しながら声をかけてきた。手にはコーヒーカップを二つ持っている。その一つを渡しながら、蓮司が智絵の隣に腰掛けた。

　二人の間に拳一つ分の距離はもうない。

「あの……」

「ん？」

「さっきの道具……買うの？」

　智絵は気になっていたことを聞いた。購入することを耳に囁かれたような気がするが、蓮司を受け止めるだけで精一杯で記憶は曖昧だった。

　智絵の言葉に蓮司はにっこりと笑んだ。

「うん。もうカードで支払いも済ませてるから、届くのを待つだけ」

　それが体の中に埋め込まれるところを想像し、それが抜かれるところを妄想して智絵は頬を染める。

「ところで、明日買い物に付き合ってくれないかな」

「いいよ。明日は何の予定もないし。それで、何を買うの？」

　問えば蓮司は目を細めた。

「リング」

　短い答えに智絵は顔を真っ赤に染めた。

　昨夜もそれを使って何度も求められて、イかされて、気を失うまで攻められて、気怠い体を起こしたのはつい先ほどである。

　新しいリングはどんなものなのか。中をかき乱すものか、蓮司の強直をさらに怒張させるものか。それを使ってどう攻められるのか、どう攻めるのか。

「ペアのリングが欲しいんだ」

「ぺ、ペア!?」

　驚きすぎて声が裏返る。

　ペアということはもちろんお互いの体につけるのだろう。蓮司が装着する場所はわかるが、智絵はどこにつければいいかわからない。つけられるような場所があるだろうかと考え、思いついてさらに顔を赤くさせる。

　花芽に装着する小さなリング。快感を得るためだけにつけられるクリリング。それをつければどうなるのだろうか。今以上に激しい快楽に苛まれ、今以上に蓮司に愛されるのだろうか。

　しかしリングはもちろん、そういった夜の道具はネットで取り寄せることがほとんどで、 それでは駄目なのかと智絵は首を傾げた。

「大切なものだから、ちゃんとサイズを測ってもらわないといけないだろ？」

「サイズ!?」

　ペアということは智絵のサイズも測るということだ。

　いやらしく赤く膨らんだ花芽のサイズを調べられる。出来上がったそれは智絵のためのもので、世界で一つしかない智絵専用のいやらしいリングだ。

　それは…………欲しいかもしれない。

《いけない子だな、こんなに大きく腫れさせて。触ってくれと言わんばかりだ》

　真っ赤に充血したそこを愛でる蓮司。突起を強調させるリングは、つけているだけで快感を拾い上げる。さらにそこを蓮司の指が擦り、激しく震えるほどの快感が襲ってくる。

　勝手に妄想が膨らんで一人で身悶えていると、蓮司がくすくす笑って智絵を妄想から現実に引き戻した。

「妄想中悪いけど、たぶん智絵が想像しているのとは違うかな」

「え？」

　蓮司は智絵の左手を取ると、その指に唇を寄せる。ちゅっとリップ音をさせて唇が離れた。

「ここにするペアリングを買いに行くんだ。意味は、わかるよね？」

　黒い瞳がまっすぐに智絵を見てくる。左手の薬指にはめる指輪リング。その意味がわからないわけがない。

　全身の血が頭に集まったのではないかと思うほど顔が熱くなる。智絵はそれでもコクコクとうなずいた。泣きそうなほど嬉しいのに、自分の考えたことが恥ずかしすぎて感動の涙は一つも出てこない。

「ふふっ、そんなに狼狽えるなんて、何を妄想してたのかな？」

　もの凄く楽しそうに聞かれ、智絵はうつむいて視線を彷徨わせた。その体を引き寄せて蓮司が耳元に唇を寄せる。

「指のリングを買った後、あそこのリングも買おうか」

　囁かれた後に耳をぺろりと舐められて肩が震えた。

　妄想していることはもちろん、その内容さえ知られている。蓮司は智絵の妄想のパターンを知り尽くしていた。その上で妄想以上のことをしてくれる。

「これからもたくさん、愛してあげる」

　その言葉が嬉しくて幸せで、智絵は蓮司に寄り添い何度もうなずいた。

　心を通わせ、体で愛し合い、そして将来も誓い合った二人が、二つのリングをして激しく甘く、極上の愛と快楽を得るのは近い未来の物語。
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　初めまして、久く遠おん縄なわ斗とと申します。

　『溺あま絶倫社長は極上エロス』を選んでくださり、また最後まで読んでいただき、本当にありがとうございます。

　私が小説を書く上で大切にしているのは、空想的なエッチではなく、お手本にできるようなエッチです。マネできるもの、あるいは指南書のようなものになればいいな、という思いでいつも書いています。

　今回、このお話を書くにあたっていろいろなシチュエーションを考えました。その中で結構早い段階から大人のオモチャを使ったエッチを考えていました。

　大人のオモチャの使い方や楽しみ方を伝えたかったんです。

　ネットでいろいろ調べましたが、本当にたくさんの種類があるんですよね。音とか動きとか調べれば調べるほど面白く、奥深いものでした。

　どれだけの種類があって、どんな音がして、どういう動き方をするのか。皆様に伝わるようにするためにはどう書けばいいのか。

　こういったオモチャの描写をしっかりと書くことが今までなかったので、それを考えるのはとても楽しかったです。

　リアルに、そしてエッチな想像や妄想を皆様がしてくださっていれば、嬉しい限りです。

　一つの商品を作り出すのは、大変な努力と試行錯誤が必要です。普通に生活していれば見ることも触ることもないその大切な商品の魅力が少しでも伝わっていればいいなと思います。

　最後に、この物語を書くにあたり草案からいろいろな意見やアイデアをくださった担当編集様、素敵なイラストを描いてくださったかずいち様、そして今こちらを読んでくださっている皆様に、心から感謝いたします。
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